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　小さいころ、自分がどういう感じの子供だったかなんて、高校生になった今ではよく思い出せないけれど、きっとあたしはお姉ねえちゃんに迷惑ばかりかけていたのだと思う。昔から、人を頼ることはあっても、頼られることはほとんどなかったから。

　自分で言うのもなんだけど、あたしはそうとう危なっかしい。例えば今年ことしの夏休み。学校の友達とプールに遊びに行ったとき、あたしは小さな子供が遊ぶような浅いプールで溺おぼれかかった。そのとき、佳か澄すみに、「玲れい子こはさー、お風ふ呂ろに入るときも気をつけたほうがいいよー」と笑われた。あたしは平坦な道で転んだり、準備運動で足がつったりするような、とんでもないドジ女なので、お風呂で溺でき死しする可能性はなきにしもあらずだ。

　学校ではあまりパッとするほうではない。たぶん『普通』の女子高生だと思う。

　でも、最近よく考えるのだ。もしかしたら、『普通』の人間なんてこの世には存在しないんじゃないだろうかって。だって、あたしには『普通』とか『平凡』といったような言葉をきちんと定義することができない（これはあたしの頭が悪いこととは無関係だと思いたい）。もちろん、漠然とそう思っているわけではなく、根拠のようなものもある（ようなものだけど）。

　高校に入学したてのころの話。たまたま隣となりの席になった、今では友人の一人ひとりに数えられる佳か澄すみと、「中学校どこだった？」とか「うちの担任の髪型、微妙だよね」とかいったような何気ない会話をしているとき、あたしは初対面の佳澄から、間違いなく『新しん鮮せんさ』を感じ取った。この子、普通だな、とは思わなかった（佳澄は変わった子だからここでは参考にならない気もするけど、まあそれは、今はよしとしておこう）。言葉を交わしていると価値観に微妙なズレを感じたし、言葉の端々で「あ、この言い方は面おも白しろいな」とか「意味はわからないけど、自分には思いつかない言葉だな」とか、いちいち新しい発見があった。表情やちょっとした仕し草ぐさ、癖くせ、身振り、手振りなどがやけに気になった。

　ただ、こういうのは仲が良くなってくるとだんだん気にならなくなっていく。新鮮だったものが見み慣なれたものに変わっていく。でも、それは単に慣れただけで、知らない人からすれば、あたしと佳澄の世間話でさえ、新鮮に映るかもしれない。そういえば、この前、教室の中を注意深く観察してみたんだけど（騒さわがしい教室の中を傍ぼう観かん者しやになった気分で他ひ人と事ごとのように眺めてみた）、実はみんなそれぞれ特徴があって、やっぱり個性のない人なんてこの世には存在しないんだ、と改めて思った。

　ところで、どうしてあたしがこんな日常を生きる上ではどうでもいいようなことを考えるようになったのかというと、それは彼と出会ったからに他ほかならない。




　──そんな物欲しそうな顔をするなよ。




　……そんなことを言われたこともあった。彼の言葉はどれもこれもあたしの心を激はげしく搔かき乱す。あの人は、あたしの動揺を誘うようなことを平然と口にするし、あたしは彼に手を握られただけでゾクゾクする。さっき、『普通』とか『平凡』とか、そんな話をしていたけれど、彼に関しては検討の余地なく、『特別』という言葉が当てはまる。彼とは出会いからして衝しよう撃げき的てきだったし、あたしは未いまだに彼の言動に慣れない（一生、慣れないのかもしれない）。会うたびに、言葉を交わすたびに、見つめられるたびに、身体からだの一部が触れ合うたびに、ドキドキとゾクゾクがやってくる。あの感覚はきっと背徳からくるものだ。




　──安心しろ。今のお前をどうこうするつもりはない。




　彼はとても健全とは言えない。表面上は上品で優ゆう雅がな雰囲気を保っているが、内側には退廃的で、黒く濁にごった、死を予感させるような得体えたいの知れないものを抱えている。それは彼の魅み力りよくの一つだが、同時に欠点でもある。ただ、あたしはそれを受け入れてしまったけれど。

　あたしは彼と出会ってから自分のことを真剣に考えるようになった。他人と自分の違いにも目が向くようになった。もともと、他人を気にするほうではあるんだけど、以前にも増して気にするようになった。『もともと』というのは性格の問題というよりは、むしろ身近に比較対象がいたからだと思う。比較対象──つまり、お姉ねえちゃんのことだ。




　──それなりに楽しい人生を送ってるみたいだな。




　今も昔も変わらず、あたしにとってお姉ちゃんは彼と同じく『特別』な存在だ。

　そう、今も。

　あの事件からもうどれくらい経たっただろうか。未いまだに引きずっているのだと思う。あの日のことをたまに夢で見ることがあるから。




　──恥ずかしがっていたら損をするよ。




　だけど、あたしはもう迷うことはないだろう。

　迷うはずがない。

　あの二人ふたりに教わったから。

　彼と、そして、もう一人ひとり、あたしの大切な家族に。
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　人は、恋愛をしていないときは恋愛感情というものを忘れている。

　誰だれかを好きになると、その好きな相手をただ眺めているだけで心が安らぐし、その人の姿が見えなくなると不安になったり寂さみしくなったりする。他人の恋路がバカバカしく感じられるのは、それが他ひ人と事ごとだからであり、当事者の感情を知らないからだ。知らないから、面おも白しろがって人の恋愛を煽あおったり、はやし立てたり、笑ったりする。

　人の恋路を邪じや魔まする奴やつは馬に蹴けられて死んじまえ。そんな言葉がある。

　死んじまえ、とは暴ぼう言げんもいいところだが、当事者にとってはそれだけ深刻な問題なのだ。

「ねえねえ、玲れい子こ。今日きようも授業中、ずっとあいつのこと見てたっしょ？」

「な、なんのこと……？」

「ふははは、私に噓うそは通用しない！　何な故ぜなら私は常に玲子を観かん察さつしているからね！」

「ちゃんと授業受けなよぉ……」

　友人の柊ひいらぎ佳か澄すみはちょっと悪ノリがすぎたり、イタズラ好きなところがあるものの、どこか憎めない雰囲気を持っている。きっと悪意が感じられないからだろう。要は無邪気なのだ。

　その日の昼休み、森もり坂さか玲子は友人二人ふたりと学院内のカフェテリアにいた。離はなれにあるカフェテリアは内装が暖色系の明るい色で統一されており、吹き抜けの二階建てになっていて、席もかなりの数が用意されているのだが、昼休みのこの時間は席がほとんど埋まってしまう。

　玲れい子こたちが通っている白しら坂さか学院高等学校は比較的、裕福な家庭の子供が集まるカトリック系の学校で、聞いたところによると学院側は毎年のように保ほ護ご者しやから多額の寄付金を受け取っているらしい。玲子の家は平凡もいいところなので、周りを見るとため息が出る。

「それはともかく、奴やつは恐ろしいくらいに美形ですな」佳か澄すみが真顔で言った。

「んー、でも、いつもムッとしてない？」

「クールなんだよ、クール。性格も控え目だし、いい感じですよー」

「そうかな……あたしはそうは思わないけどなぁ」

「なんでよ？」

「だって……あの人、あたしのこと見ながら鼻で笑うし、それとか授業中に当てられたとき、あたしが答えられなかったら、ため息つくんだよ……？」

「玲子が鼻でもほじってたんでしょ？」

「そ、そんなことしないよー……」

　慌あわてて否定するが、「本当かなー？」と言って佳澄がニヤリと笑う。

　……うう、なんかあたしのほうが噓うそついてるみたいになってるし。

「もしかして玲子、嫌われてるんじゃないの？」

　それまで一人ひとり黙もく々もくとパスタを口に運んでいた木き本もと奈な津つ美みが口を開いた。

　奈津美は大人おとなびた人格の持ち主で、見た感じも落ち着いており、私服で街を歩いていると大学生（もしくはそれ以上）に間違われることがあるらしい。佳澄とは高校に入ってからの付き合いだが、この奈津美とは小学校時代からの腐くされ縁えんだ。約束をしていなくても登下校を共にするし、真夜中に平気で電話をかけ合える仲だ。

「嫌われてるのかな……」玲子はテーブルの上に突っ伏した。「そっか……嫌われてるのか」

「こらこら勝手に完結するなー。奈津美も適当なこと言うなよー」

「適当じゃないわよ。勘よ、勘」心外だ、とでも言いたげな顔で奈津美が眉まゆをひそめる。

「まさしくそれを適当と言わないかね？」

「何な故ぜか私の勘は百パーセントの確かく率りつで当たるのよ」

　奈津美はそう言って食事に戻った。ずるずると下品にパスタをすすっている。興きよう味みのない話題だったようだ。奈津美は男嫌い、とまでは言わないが同年代の子たちと比べるとそれほど男子に興味がないように見える。表に出さないだけかもしれないが。

「もうこうなったら告白するっきゃないねー。そうだ。授業中に指されてもいないのに手を挙げて『大好きです！　付き合ってください！』って叫ぶのはどうかにゃー？」

「へ、へ、変なこと言わないでよ！」声がひっくり返った。

「あらあら、赤くなっちゃって」

「か・す・みー！」

　玲れい子こは佳か澄すみの首を絞しめた。もちろん本気ではない。奈な津つ美みが迷惑そうに、「食事中は静かにして欲しいんだけど……」と言ったが玲子たちは聞いていない。二人ふたりのじゃれ合いは佳澄が大事にとっておいたロールサンドに奈津美のフォークが突き刺さる瞬しゆん間かんまで続いた。

「にしてもどこのお坊ちゃまだろうねぇ。片かた倉くらはよー」

　佳澄が奈津美の動向に注意しつつ、視し線せんをカフェテリアの奥、窓際のほうに向けた。

　四人がけのテーブルに話題の人物、片倉ハルが座っているのが見えた。隣となりにいつも表情豊かな青あお木きが足を組んで座っており、その向かい側に小柄で童顔の小こ桜ざくらが座っている。

　三人とも玲子と同じクラスだ。

　ハルは緩かん慢まんな動作でフォークやスプーンを動かしていた。

　同じ制服を着ているはずなのに、着こなしが周囲の男子とはまるで違うから不ふ思し議ぎだ。

　白しら坂さか学院の制服は品のあるデザインのブレザーで、色はグレー、冬はブレザーの下に学校指定の白いセーターを着用することになっている。男子はネクタイだが、女子はリボンだ。

「隣のクラスに留学生がいるじゃん？　片倉ってあの子と親しん戚せきなんでしょう？」

「あ、うん。みんなそう噂うわさしてるね」玲子は相あい槌づちを打った。「明らかに人種が違うけど……どういう関係なのかな……？」

　片倉ハルは、十月下旬という時期外れに、留学生のアニス・ラドクリフという女子生徒と共にこの白坂学院にやってきた。学院内で肩を並べて歩いている姿を何度か見かけたことがあるので、あの二人が赤の他人ということはまずありえない。佳澄が話したように、親戚とは噂されているものの、本人たちが明言したわけではないので、正せい確かくなことは誰だれも知らないようだ。

「髪の毛、灰はい色いろっていうか銀髪？　あれ、すごく目立つよね。目も大きいし、色白だし……足だって長いし、声も綺き麗れいだし……佳澄、あたしたちはどうして胴が長いのかな？」

「日本人の宿命さー。でも、ダイジョウブ！　私たちには男どもを圧倒する食欲がある！」

「いや、それ取り得にならないから」奈津美がすかさず指摘する。

　白坂学院には海外からの留学生が何人か在ざい籍せきしているが、アニス・ラドクリフはその中でも特に異彩を放っている。小耳に挟んだところによると、上級生の何人かがアニスに泣いて謝あやまっている姿が目もく撃げきされているという。もっともそれは噂の一つに過ぎない。高たか飛び車しやな感じがするので、そういう噂が立ったのだろう。好意的な噂のほうがずっと多い。

「私が仕入れた情報によると、どこぞの小国の王女なんだってさー」佳澄の情報は当てにならないのが定説となっている。「片倉はさしずめ王子ってとこかにゃー」

「王子はともかく、お金持ちっぽいよね」

　でも──だったらどうして彼はあんな場所にいたのだろうか？

　玲子は足を組んで椅い子すに腰かけているハルを眺めながら、首筋に指を当ててみた。

　跡は残っていない。昨日きのう、家に帰ってから何度もたしかめたので、何もないことはわかっているのだが、一晩明けた今でも信じられないでいる。

　昨日きのう、夜の街で偶然ハルと出会った。そのとき、彼は玲れい子こに──何かをした。そう、何かをしたのだ。たぶん首筋だったと思う。首筋に顔を近づけてきて──あれはキス？　ううん、違うな。あれはそんな生なま易やさしいものじゃなかった（キスでも十分生易しくないけど！）。

「……夢かな」

　といってもベッドの中ならまだしも、あんな場所で夢を見るなんてどうかしている。

「──おーい、玲子？　聞いてんのか？」

「な、ナンデスカ」変な口く調ちようになった。

「いやー、改めて思うんだけど玲子の髪ってすごいよね。マジでパーマじゃないわけ？」

「うん……よく先生に注意されるんだよね……」

　食事を終えたらしい佳か澄すみが玲子の髪に指を絡めてきた。緩ゆるいパーマがかかったような癖くせのある髪は母親から遺伝したものだ。髪の量はそれほど多くなく、しかも、わりと様さまになっているらしいので、よく友人から羨うらやましがられる。ただ、玲子自身は奈な津つ美みのようなストレートの黒髪にあこがれている。

「私も髪伸ばそうかなー」

「佳澄は短いほうが似合ってるよ？」

　言いながら玲子は自分の髪に触れる。垂れた前髪が顔を覆おおっていた。色素の薄うすい波打った髪だ。玲子は何気なくハルの座っているテーブルを視界に入れた。

「あっ」玲子は口の中でつぶやいた。

　ちょうど青あお木きが席を立ったところだった。遅れてハルと小こ桜ざくらも腰を上げる。三人は何事か会話をしながら、カフェテリアの出入り口に向かって歩き出した。

　玲子は腰を浮かせてハルたちの行方ゆくえを目で追った。

「どうしたの？」奈津美が言った。

「あ、うん。ちょっと……トイレに……」奈津美から目をそらし椅い子すを引く。「あたし、そのまま教室に戻るね。ここトイレないし」

「あれー？　玲子、ここに来る途中で寄らなかった？」と佳澄。

「寄ったけど……」

「あ、そっかー」佳澄は納得顔でポンと手を叩たたいた。

　……何を納得したんだろう。ううん、そんなこと気にしている場合じゃない。

　ここで理由を尋たずねると佳澄の壮絶な下ネタが炸さく裂れつしそうな予感があったので、「変な想像しないで」と形だけの非ひ難なんを浴びせ、その場をあとにした。カフェテリアを出て、校舎に続く渡り廊下を歩いていると、すぐにハルの姿が目についた。彼は渡り廊下の中ほどのところで立ち止まり、中庭を眺めながらケータイで誰だれかと話しているようだった。青木と小桜の姿は見当たらない。

　チャンスだ。彼が電話をしている間に接近して──

　玲れい子こは決意を胸に不自然な手の振りで歩き出す。

　一歩、二歩、三歩。壇だん上じように向かうような気持ちで歩を進める。

　歩きながら昨夜ゆうべ、ベッドの中で考えてきた言葉を頭の中で反はん芻すうさせる。

　ハルが耳からケータイを離はなした。通話が終わったらしい。校舎に戻るのだろう、こちらに背を向けた。玲子の存在には気づいていないようだ。ハルとの距きよ離りは目算で二メートルほど。すぐに追いつける距離だ。玲子は足を進めた。

　と、ふいにハルが立ち止まった。

　玲子もつられて石像のように静止する。

「あまりじろじろ見るな。気が散る」
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　そう口にした直後、ハルがゆらりとこちらを振り返った。玲子は「あ……」と現実に声を漏もらし、そのまま固まってしまった。深しん淵えんの瞳ひとみが玲子を捉とらえる。冷たい風が中庭の芝生しばふを揺ゆらす。ハルの口元に微笑が宿った。そして、無言のまま目を閉じ、再び玲子に背を向けた。

「あ、あの……」恐る恐る呼び止める。声がわずかに震ふるえているのがわかる。

　彼は片手をブレザーのポケットに突っ込み中庭のほうに九十度だけ身体からだを回転させた。

　ハルにはどことなく浮世離れした雰囲気がある。影かげがあるというか、退廃的というか、彼の言動の一つ一つに奇妙な空気が備わっていることを玲子は前々から感じ取っていた。

「何か用か？」

　声に抑揚はなかったが、彼の声を聞いただけで緊きん張ちようの度合いが増した。

「えっと、それは……昨日きのうのことで」

　玲れい子この『昨日』という言葉にハルがピクリと反応した。怒ってはいない。笑ってもいない。眉まゆを中央に寄せて、目を細めている。口元が歪ゆがんでいた。なんとも捉とらえがたい表情だ。

　玲子はハルの横顔を見つめながら昨日のことを思い出す。

　雪の降る夜、ハルと出会ったときのことを──




　　　＋　＋　＋




　絶望的な気分で寒々しい夜道を歩いていた。

　この空から舞まい落ちてくる雪が自分を祝福しているとはとても思えない。

　玲子は冷え切った手で握っている、やや厚みのある用紙に再度目を落とした。

　──国語、四十三点。数学二十二点。英語三十四点──

　何度見ても同じ数字が並んでいた。もはや結果は覆くつがえせない。

「絶対に夢だ……きっと夢だ……たぶん夢だ……夢ならいいのになぁ……」

　我われながら情けない限りである。夢だ、夢だ、と思い続けて十数年、未いまだに目が覚めないんですけど、誰だれか起こしてくれませんか？　といった感じである。

　模試でこんな最悪の結果が出たのは生まれて初めてだった。

　ある意味、快挙と言えるかもしれないが──正直なところ泣きそうだ。

　玲子は決して頭が悪いわけではない。平均をギリギリ上回る程度の学力は備えている。にもかかわらず、今回の模試では偏差値五十を下回っていた。一体、何がいけなかったのか？

　本番で力を発はつ揮きできないタイプなのだ。数学など、一問目が解けないと必要以上に動揺してしまい──その動揺が尾を引くと数学的トラウマ（数学にまつわる思い出したくない過去の記き憶おく）を呼び覚ます。そうなったら数学は絶望的である。今回がそうであったように。

　玲子はひらひらと風になびく模試の成せい績せき票ひようを、バッグの中へ無造作に放り込んだ。首に巻いた白いマフラーに顔を埋める。どうも雪が本降りになってきたらしい。手がかじかんでいるようで、拳こぶしを握るのにも力がいる。

　予備校の帰りだった。

　友人の奈な津つ美みと別れたのが数分前。奈津美には迎えの車が来ていたが、玲子はその日も徒歩で帰宅していた。辺りは闇やみに染まっている。時刻は午後九時半。女性の一人ひとり歩きは推すい奨しようされない時間帯だが、幸いというか中途半端というか、予備校から自宅まで歩いて五分もかからないのでこのように徒歩なのだ。習しゆう慣かん化かしていることもある。

　それに──家には誰もいない。だから奈津美のように迎えの車がやってくることはありえないのだ。一人ひとり暮ぐらしをしているわけではなく、一応、家族と同居しているのだが、家庭の事情により、現在、玲れい子こは一人暮らし同然の生活を余よ儀ぎなくされている。

「そういえば……最近、お姉ねえちゃんのお見み舞まいに行ってないな……」

　玲子は姉の笑った顔を思い出そうとしたが思い出せなかった。もう何ヶ月もそんな顔は見ていない。思い出せなくて当然かもしれない。いや、当然だろうか？　家族なのに──

　救急車のサイレンが後方から近づいてきた。玲子が道路に目をやると、同じタイミングで救急車が真横を通り過ぎていった。かなり飛ばしている。現場に向かっているところなのだろう。そう思いながら歩を進めていると、先の交差点で救急車が停車し、サイレンの音も同時に止まった。

「ん……なんだろ」

　交差点に車が何台か停とまっているのが見えた。パトカーも停まっている。どうやら交通事故のようだ。赤い誘ゆう導どう灯とうを持った警けい官かんが、道路の真ん中に立って交通整せい理りをしている。事故の原因はわからないが、現場を見るにかなり悲惨な事故のようだ。乗用車が歩道に乗り出し、コンクリートブロックに突っ込んでいる。もう一台はトラック。こちらは車の通行を妨げるような形で横転していた。

「あ、あの──」

　幅の狭い歩行者用の通路に立っていた警官に声をかけると、「こちら、現在通行止めとなっていまして」と事務的な言葉が返ってきた。

　玲子は「そうですか……」と申し訳なさそうに頭を下げると、来た道を引き返し始めた。この通りをまっすぐ進んだほうが自宅には近いのだが、事故ならしょうがない。玲子は普ふ段だんは使わない旧道を使うことにした。区画整理のためメインストリートから外されたその道は周囲に倉庫が建ち並んでおり、ひと気がまったくと言っていいほどない。この旧道からさらに横道にそれるとその先には入り組んだ路地が広がっている。

　旧市街地に続いているのだ。あまり治安のいい場所ではない。

　……うう、今日きようはとことんついてない日なんだな……。

　背の高い煉れん瓦が造づくりの倉庫に囲まれたその道は昼間でも雰囲気が悪い。事故がなければ普段は絶対に通らない道だ。玲子は凹おう凸とつのある地面に注意しながら早足に進んでいった。

　暗くら闇やみを意い識しきしてはいけない。意識すると恐怖に支配されてしまう。玲子は小学生のとき、テレビで心しん霊れいの特番を見た日の夜はトイレに一人で行けなかった。暗がりから得体えたいの知れない化ばけ物ものが飛び出してきそうで、背後から幽霊が絡みついてきそうで──

「──ひっ」

　ザッ、という地面を擦こするような足音。

　直後、視界の端に人ひと影かげが映った。

　肩にかけていたトートバッグがするりと外れて地面に落ちる。

　玲れい子こは慌あわてて地面に横たわるバッグを拾い上げ、近くの自動販はん売ばい機きの陰に隠れた。

　そして、一度、深呼吸をすると、恐る恐る自動販売機の陰から顔を出し、前方を見渡した。

　五メートルくらい先の十字路の角に男が立っているのが見えた。

　その男は口元を手で押さえていた。姿勢は前まえ屈かがみでいかにも具合が悪そうだ。しばらく様よう子すをうかがっていると、ふぅと息を吐き出し、電柱を背にして地面に座り込んだ。男の顔が街灯の明かりによって照らし出される。

「ん……？」玲子は眉まゆをひそめた。「あれって……」

　黒い髪。虚うつろな瞳ひとみ。薄うすい唇。

　完かん璧ぺきすぎて現実感のない顔立ち。いつまでも眺めていたいと思わせる作り物めいた容姿。

　片かた倉くらハルだ。一ヶ月ほど前に玲子が通う白しら坂さか学院に転入してきた生徒。玲子と同じ一年三組に配属された大人おとなびた容姿のクラスメイト。目が合うと何な故ぜかじっと見つめてくる物もの怖おじしない男子。最近、玲子がもっとも気になっている異性。

「何やってるんだろう……」

　玲子は目を凝こらした。

　ハルは浅い呼吸を断続的に繰くり返していた。苦しげな表情だ。怪け我がをしているようには見えない。私服姿──わりと小こ奇ぎ麗れいな格好をしているので、ジョギングをしていたわけでもなさそうだ。どうしてあんなに辛つらそうなんだろう？

　玲子にはハルの置かれた状況がまったく推測できなかった。

「よし……」

　玲子は決意を固め駆け出した。考えたってしょうがない。原因は定かではないが、クラスメイトが苦しんでいるのだ。まずは駆けつけるのが先だろう。

　ハルはなかなか玲子の存在に気がつかなかった。

　足元に立ってようやく顔を上げた。

「──誰だれだ？」

　ハルは低い声と共に玲子を睨にらみつけてきた。

「え、えっと……」

　玲子は街灯の影かげにならない位置に素早すばやく移動した。クラスメイトだし、顔くらい覚えてくれているはずだ。

「あの、具合が悪いんですか？」

「だから、お前は誰なんだ」

「え、わかりません？」

「そう言っている」

「あたし、森もり坂さか玲子です。白坂学院一年三組の……同じクラスなんですけど……？」

　存在を認められていなかったことにショックを覚えながら自己紹介をした。

「森もり坂さか玲れい子こ」しばし首をかしげ、「いたかもしれないな、そんなの」

　そんなのって言い方はないんじゃないだろうか。

　どうもさっきから会話が嚙かみ合っていない。玲子はこれでも精一杯歩み寄って話しているつもりだった。しかし、ハルのほうは玲子に話を合わせるつもりはないように見える。

「名前と顔が未いまだに一致しない」

「え？」

「お前の顔は初めて見る」

　ハルは呼吸を整ととのえながら斜め上を見上げた。街灯のほうだ。

「で、でも……たまに目とか合うじゃないですか……？」

　いきなり『お前』と呼ばれたことに驚おどろきながら言葉を折り返す。ハルと言葉を交わすのはこれが初めてだが、授業中に目が合ったことが何度かある。気のせいではないと今まで思っていたのだが──

「あ、あれ？」

　こ、この空気の重さは何？　まさか、全部あたしの勘違いだったってこと……？

　少し間があり、ハルの口からため息がこぼれた。

　それは時折、ハルが玲子に対して見せるため息だった。それがどういう類たぐいのため息なのか、玲子にはよくわからない。よくわからないからなんの感情も湧わかない。バカにしているようにも、呆あきれているようにも見えないからだ。

　ただ、以前、どこかで同じようなため息を見たことがあるような気がしていた。

　映画か小説かマンガか、たぶん創作物だ。話の細かいところは思い出せないが、大おお雑ざつ把ぱなストーリーは覚えている。舞ぶ台たいはイギリスの片かた田舎いなか。時代背景は不明。主人公は裕福な家庭の一人ひとり息子。ヒロインは救貧院で育ったみすぼらしい格好の、だがひと目を惹ひく美しい少女。二人ふたりの馴なれ初そめはまったく記き憶おくに残っていないが、物語の中ちゆう盤ばん以降、二人は惹かれ合いながらも貧富の差を気にしていた。よくあるストーリーだ。細かいところはやはりうろ覚えなのだが、玲子は主人公がため息をつくシーンだけは鮮せん明めいに覚えている。一貫して主人公の視点で描かれていたので、そのため息の理由も描かれていたはずなのだが、玲子はどうしてもそのときの主人公の心理が思い出せない。

「くっ……」

　ハルが苦しげな表情でうめいた。

　やはり様よう子すが変だ。心なしか、さっきよりも呼吸が荒くなっているように思える。額ひたいに滲にじんだ汗が頰ほおを伝って流れ落ちる。今夜は雪が降っているというのに、これだけ汗をかくなんて、どう考えても普通ではない。

「お前、まだいたのか」ハルは早口に言い捨てた。「用がないならとっとと失うせろ」

「……あの、本当に大丈夫なんですか？」

　全然大丈夫そうには見えなかったがそう訊きいた。

「お前には関係ない」

　ハルが指で汗を拭ぬぐい取る。ポタリと玲れい子この足元に透明な液体が滴り落ちた。ひびの入ったアスファルトに丸い染みができあがる。濃こい色に染まっていた。

「でも、辛つらそうです……」

「それがどうした？　お前なんて、いてもいなくても同じだ。俺おれにはなんの影えい響きようもない」

　玲子は絶句し、青ざめた。何を言われたのか理解できなかった。

「助けてくれ」ハルは無感情に言った。「そう言えばお前は満足するのか」

　ハルが視し線せんをそらした。その途端とたん、彼の上半身が斜めに傾いた。

　表情はやはり苦しげだ。風か邪ぜの症状とはどこか違う。玲子にはハルが何かに耐えているように見えた。原因はわからない。ハルは土つち気け色いろの顔で、極端な呼吸を何度も繰くり返していた。意い識しき的てきに呼吸をしているのがわかる。

　どうしよう、どうすればいいんだろう、どうにかしないと──

「──……──……っ」

　ハルが何事か言葉を発し、うな垂だれた。玲子に対しての発言ではなさそうだった。彼は生気を失ったかのように身体からだを丸め、一ミリも動かなくなった。玲子は死体を目にしたことなどないが、「死んでいます」と今のハルを指差されれば納得してしまいそうだった。

　遠くで救急車のサイレンの音が聞こえる。玲子は先ほどの事故の光景を思い出しながら、周囲を見回した。片道一車線の旧道。人の気配けはいはもちろん、車一台通りかからない。玲子の後方には街灯よりも眩まぶしい光を放つ自動販はん売ばい機きがポツンと立っている。

　しばらくするとハルが顔を上げた。彼は目を閉じていた。

「……喉のどが……渇いた……」

　喉が？　そういえば自動販売機が近くに──




　玲子が後方の道端にある薄うす汚よごれた自動販売機を指差した瞬しゆん間かんだった。




　いきなり背後から腕をつかまれた。ただ、つかまれただけではない。そのままものすごい力で引っ張られた。玲子は、「きゃっ！」と悲鳴を上げた。荒々しい、強引な引き寄せ方だった。抵抗する暇もなかった。気づいたときにはハルの腕の中に納まっていた。

　動こうとするとハルに強く抱きしめられた。

「──な、何？」

　これは本当に現実に起きていることなのだろうか、と玲子は思った。一体、自分の身に何が起きているのか、これから何が起きるのか、まったく想像ができない。

「だから……言っただろうが」ハルの吐息が頰ほおに当たる。「……お前が悪いんだからな」

「や、やめっ……」腕の中でもがく。だが、身動き一つできない。

　瞳ひとみが妖あやしく光っていた。淡く。青く。気を抜くと瞳に吸い込まれてしまいそうだった。

　激はげしい抱ほう擁よう。ハルの指が身体からだのあちこちに触れる。乱らん暴ぼうな手つきだった。ハルの身体は汗ばんでいた。熱ねつを帯びている。荒い吐息が耳にかかる度に玲れい子こはびくっと身体を震ふるわせた。

　どうしてだろう？

　突然の出来事であるにも拘かかわらず、ハルに対する嫌悪感は不ふ思し議ぎと湧わかなかった。

　玲子は無む意い識しきのうちにハルにしがみついていた。

　首筋に生暖かい感触、電気が走り抜けたような気がした。

「ひうっ……くっ……」

　ざらついた舌。首筋を舐なめられたのだ。

　その直後、同じ場所に何かが触れた。

　今度は舌ではない。もっと違う何かだ。凶悪で凶暴な何かだ。

　その何かが皮ひ膚ふを突き破り玲子の中に侵入してきた。

「あぁ……んぁっ……」

　痛みは最初の一いつ瞬しゆんだけだった。

　全身の力が抜けていくのを感じる。
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　身体が軽い、重力がなくなったかのようだ。

　体内から何かが失われていく──それと引き換えに全身に広がる快感。

　いや、快感などという言葉では物足りないほど圧倒的な感覚だった。

　愉ゆ悦えつが次から次へと押し寄せてくる。

　玲れい子こは朦もう朧ろうとする意い識しきの中で青く煌きらめくハルの瞳ひとみを見た。




　　　＋　＋　＋




「お前、病院には行ったのか？」

「──え？　病院？」

　渡り廊下に冷たい風が吹き抜けていった。玲子は風で翻ひるがえりそうになるスカートを手で押さえながら長身瘦そう軀くのハルを見上げた。

「昨日きのうの夜、俺おれの目の前で突然倒れただろ」

「倒れたって……」

　たしかに昨日のハルもそんなことを言っていた。急に倒れたのだと。意識を失ったのだと。でも、玲子は別の可能性を疑っている。

「あの、あたしはそういうことを言ってるんじゃなくて……」

「だったらなんの話だ？」

「それは……えっと、その……片かた倉くら君、あたしが倒れたみたいなこと言ってますけど……昨日は片倉君のほうがずっと変でした。変だったと思います」

「……俺が？」声が若干低くなった。「それはどういう意味だ？」

「呼吸が荒かったし、顔が少し赤かったし……それに片倉君、あたしに……」

「待て」ハルが片手で制止した。「お前、まさか覚えているのか？」

「や、やっぱり、あれは夢じゃなかったんですね」

「驚おどろいたな」

　ハルが低い声でつぶやく。玲子は反射的に背筋を伸ばした。一いつ瞬しゆん、戸惑いの表情を見せたハルだったが、もういつもの涼しい顔に戻っていた。

「あ、あの……」

「なるほど」ハルは玲子の声を遮った。「言ってみろ」

「え？　言ってみろって……？」

「俺がお前に何をしたのか」

「そ、それは……」

「どうした？　早く話せよ」

「い、い、今、考え中です……」

「考えるようなことか？」ハルが愉ゆ快かいそうに鼻で笑う。「お前、面おも白しろいよ」

　あたしは何も面おも白しろくないです。……うう、問い詰めるつもりが逆に追い込まれちゃったよ。

　自慢にならないが、玲れい子こは口くち喧げん嘩かで相手を言いい包くるめた経けい験けんがない。論ろん理り的てきな思考が苦手なので相手を言い負かすためのプロセスを頭で考えるのが苦手だし、何より玲子には言葉に勢いがない。あ、あ、あ、あなたの意見は、き、き、き、きっと間違っているに違いないです。などと言ったところで相手は鼻で笑うだけである。

「早く言えよ」

「く、く、口では言えないような嫌いやらしいことを……たくさん……され……ました……」

　玲子には詳細を語るだけの勇気がなかった。

　予想通りというかなんというか、苦笑が返ってきた。

　他ほかになんて言えばいいのかわかんないし……ああ、逃げたい。

　玲子があたふたしていると、遠くから声と足音が近づいてきた。

「ちょっと、どういうつもり？」

　非ひ難なんするような言い方だった。声のしたほうに目を向けると、「無視するんじゃないわよ！」と甲高い声で叫びながら校舎から誰だれかが飛び出してきた。

　人ひと影かげは二つ。一人ひとりは髪の短い女子。どこかで見たことがあるな、と思ったら女子弓道部の元キャプテンだった。三年生でたしか名前は神かみ前まえといった。もう辞めてしまったが、佳か澄すみが弓道部に所属していたころ、「変な先せん輩ぱいがいるんだよねぇ」とよく神前の名前を出していた。自分の言葉は絶対的なもので、他人の言葉はまるで耳に入らない偏へん屈くつな人間だと佳澄は話していた。

「待ちなさいって言ってるでしょう！」

　その神前が先を行くもう一人の女子生徒の肩をつかんで引き止めた。

　と、思ったら、「痛っ！」と大げさに叫んで手を離はなした。

「こ、この女……」

「汚い手で私に触れないでくれる」

　繊せん細さいな美び貌ぼうの少女、アニス・ラドクリフは平坦な声でそう言い放ち、視し線せんを渡り廊下の中ほどに向けた。玲子たちがいるところだ。視線はハルに向けられたものだった。

「汚いって……私のことを言ってるの？　あんた、バカじゃないの？」

　アニスは神前の言葉を無視して、「こんなところにいた」と言ってハルのもとへ歩き出した。

　平和な世の中だ、とでも言いたげな涼しい顔をしていた。

「──くそっ、なめんじゃないわよ！」

　よほど癇かんに障ったのだろう、神前が声を張り上げた。完全にキレている。彼女は顔を真まっ赤かにして、「ぶざけやがって！」と叫びながらポケットから手て鏡かがみを取り出し、アニスの後頭部目がけて勢いよく投げつけた。

　危ない！

　玲子は咄とつ嗟さにそう叫んでいた。

　だが、アニスは気づかない。

　間違いなく当たる──玲れい子こは目を瞑つむった。

　次の瞬しゆん間かん、カランカラン、という物音が渡り廊下に響ひびいた。

　目を開くと、手て鏡かがみが地面に落ちたところだった。

「愚かな人」アニスが神かみ前まえを横目で見る。「あなたは自分の外側にあるものを恐れている」

「──な、何を……」

「他人を受け入れる勇気がないのなら、自分の世界だけで生きなさい」

「わ、私は……ち、違う」

　神前が怯おびえた表情で後ずさりをした。我われに返ったのか、それともアニスの言葉が彼女の胸に突き刺さったのか──玲子には判断しかねたが、神前の怯え方は尋じん常じようではなかった。

「トラウマがあるみたいね。叱しかって欲しいの？」

　神前はもはや青ざめていた。

「そんなに怯えないでもいいのに」アニスは無感情に言い放った。「私はあなたに興きよう味みがないの。お願ねがいだから、二度と側そばに近寄らないでね」

　神前が、「ひっ」と小さな悲鳴を上げて、渡り廊下から姿を消した。

　冷たい北風が吹きぬけていく。アニスのスカートがふわっと翻ひるがえった。白い足が太ももまで露あらわになる。日本人とは体格が違うからなのか、スカートがやけに短く感じられた。

「……今日きようは機き嫌げんがよさそうですね」

　ハルはそう声をかけながらゆっくりとアニスに近づいていった。

　違和感のある口く調ちようだった。同い年のはずなのにどうしてため口じゃないんだろう。それに言ってることも意味不明だ。玲子は疑問に思った。

「退屈なだけよ」

　アニスは通路に落ちているひびの入った手鏡を拾い上げた。

「で、どうしますか？」

「何が？」

「だから──」

　ハルはさらにアニスに近づき、玲子に聞こえないような声で耳打ちした。

「ああ、これのこと」

　アニスは納得したように頷うなずき、後頭部に手を伸ばしながら玲子に背を向けた。

　ああ、そんな──

　玲子は内心で悲鳴を上げた。

　彼女の後頭部は血で赤く染まっていた。鮮せん血けつが毛先に向かって長い銀色の髪を伝っていく。先ほど神前が怯えていたのはこのせいだったのかもしれない。

「こんなの単なる冗じよう談だんよ。でも、一応、保ほ健けん室しつに行ってみようかしら」

「妥当な判断です。行きましょう」

「いいの？　何か話をしていたようだけれど？」

　アニスはそう言いながら玲れい子こを一いち瞥べつした。

「どうだっていいですよ。あっちが一方的に話しかけてきただけですから」

「そう。では、行きましょうか」

　二人ふたりは寄り添うようにして去っていった。




　　　＋　＋　＋




　その日の放ほう課か後ご、片かた倉くらハルは友人二人と共に、高台にある白しら坂さか学院から市街地に向かって石畳を下っていた。赤あか峰みね市は上空から見下ろすとお椀わんの形をしている。正せい確かくにはその五分の二が欠けた状態だ。海に面しているのである。街の中心部は平坦な土地の上にあるが、住宅の多くは斜面に建ち並んでいて、それは山の上まで続いている。かなり奇妙な光景だ。

「なあ、俺おれのイチオシのＣＤちゃんと聴いてくれたか？」それまでケータイをいじっていた青あお木きが顔を上げた。「求む、感想文。二千文字くらいでよろしくな」

「長すぎる」

「長すぎねーって。小こ桜ざくらなんてちゃんと感想書いてくれたぜ？　なあ？」

「いや、僕、そんなの書いた覚えないし」小桜が苦笑する。「というかさ、あのＣＤってボーカルなかったでしょう？　ジャンルもよくわからなかったし。音楽というか前ぜん衛えい芸術だったよ」

　先週、青木から強引に手渡された音楽ＣＤは合計三枚、いずれもアルバムだった。火か曜よう日びに一枚、木曜日にもう一枚手渡され、金曜日の放課後に「これだけは絶対に聴け」と言われて三枚目をカバンの中に放り込まれた。タイトルもバンド名も全部英語だったので洋楽かと思ったが、それは最初の一枚だけらしかった。

「そもそも、どのＣＤのことを言っているのかわからない」

「そんなの最初の奴やつに決まってるだろう？」

　これだけは絶対に聴け、というあの言葉はなんだったのだろうか。

　クラスメイトの青木は男子の制服を着ていなければ、初対面の相手に一いつ瞬しゆん、戸惑いを与える中性的な容姿の持ち主で、他人に自分の趣しゆ味みを勧める趣味さえなければ、ノリのいい付き合いやすい男だ。

「とにかくちゃんと聴け。そして、俺と一いつ緒しよにライブに行って弾けようぜ！　ついでにファンクラブにも入れ！　そうすればお前ももう少し性格が柔らかくなるに違いない！」

　ハルは内心で呆あきれながら、「気が向いたらな」と投げやりに答えておいた。

「小桜なんてＣＤ貸したその日にファンクラブ加入だぜ」

「こらこら、噓うそつくんじゃありません。ぶっ殺しますよ」

　非常に低いテンションで小こ桜ざくらが拳こぶしを握った。青あお木きがボケて小桜がツッコミを入れる。それがハルの周辺で繰くり広げられる日常である。

「そういやよー、お前、森もり坂さかさんに何やったんだ？」青木が思い出したように尋たずねてきた。「あの人、授業中、お前のことチラチラ見てたぞ」

「俺おれが知りたい」

　ハルは昨夜ゆうべの玲れい子ことの密みつ事じは伏せつつ、今の心境を的てき確かくにコメントした。

「森坂さんって可か愛わいいっていうか可愛らしい感じだよな」

「うん、それは同感」小桜が頷うなずく。

「何がどう違うんだ、それは」

「絶滅危き惧ぐ種しゆ？」と小桜。「悪いことできなさそうな人だよね。なんでも信じそう」

「的まとを射いているな。彼女は早急に保ほ護ごしなければならん。地味と言えば地味だが、マニアックなファンが多そうだ。片かた倉くらもその一味らしいし」

「勝手なことを言うな。俺はあんな女に興きよう味みはない」

「片倉、冷静に他ほかの女子を見てみろ？　日本語すらまともに喋しやべれない小汚い女ばっかだぞ？　天下の白しら坂さか学院も実態は他の学校と変わらないってことだ。うちのクラスだと……そうだな、柊ひいらぎ佳か澄すみ辺りがやべーな。あいつは女らしさの欠片かけらもない」

「でもさ、転入生のアニス・ラドクリフさんは別格だよね」

「んー、まあな」

　これには青木も同意した。ハルは二人ふたりの会話が途と切ぎれるまでもう一言も喋らなかった。




　坂の途中、学校の近所に豪ごう邸ていを構える小桜と別れると、再びハルたちは坂を下り始めた。

「さっきの話の続きだけどよ、本当に森坂さんとはなんでもないのか？」

　小桜がいたときとは多少口く調ちようが違っていた。

「お前には関係ない」ハルは適当に受け流した。「前から思っていたんだが、お前はどうしてそんなに馴なれ馴なれしいんだ。人間の癖くせに──」

「んなこと言われたって、お前は俺の『主人』じゃねーし。それにお前って態度はでかいけど、どことなく人間っぽいしよ。にしてもホント愛想悪いよな。どうにかなんねーの？」

　どうにかしようと思っていないからな。そう心中でつぶやいた。

　ハルは別に青木が嫌いなわけではない。変に遠えん慮りよするタイプの人間よりは青木のようにズケズケとものを言う人間のほうがずっと付き合いやすい。無愛想なのはもとからであり、今も別に機き嫌げんが悪いわけではないのだ。

「そういや、アニスさんから聞いたぞ？　昨日きのう、迷子まいごになったんだってな？」

　青木が話題を変えた。『迷子』という言葉の響ひびきがなんとも情けない。

「アニスさんと旧市街地へ足を延ばしたんだが、途中ではぐれてな。ケータイを忘れたから自宅に戻ろうと思ったんだが……まさかこの歳としで迷子まいごになるとは思わなかった」

　ハルは無む意い識しきのうちに玲れい子この姿を思い浮かべていた。頭を振って霧む散さんさせる。

「旧市街地かぁ……あそこは普通の人間にとってはファジーな場所だよな」

「かもな」

　ハルの脳裏に再び玲子の姿が映し出された。まったく、あの女はわけがわからない。

　嚙かみつかれたのに、記き憶おくが丸々残っているなんて──そんな話は聞いたことがない。行為中の記憶が残らないから、『食事』は成立するのだ。そうでなければ、とっくに自分たちの存在は世間に明るみになっている。ハルは額ひたいを手で押さえながら俯うつむいた。

　さっきから玲子の姿が目の前をちらつく。

　どうして、こんなにあいつのことが気になるのだろうか？

　思えば転入した初日から奇妙な感覚があった。玲子に自然と目が向いてしまうのだ。もしかしたら、彼女の血がハルを狂わせているのかもしれない。

「片かた倉くら、今夜のこと忘れてないだろうな？」

「今夜？」

「例の催しだよ」

「催しって……お前の主人の誕たん生じよう日びパーティーだろ？」

「表向きはそうなってるな」ふっと青あお木きが笑えみを浮かべる。

「リアさんって今年ことしで何歳？」

「直接訊きいてみろ。海に沈められるから」

「……冗じよう談だんだろ」

　これはアニスにも言えることだ。年寄り扱いされるのを極端に嫌う。肉体年齢は変わらないのだから、気にしなくてもいいのに、とハルは思うが、問題は別のところにあるようだ。

「今日きようはゲストも来るぜ」

「俺おれの知らない奴やつか？」

「言葉を交わしたことはないと思うが、知らないことはないはずだぜ」

　青木はハルがその人物と対面するときのことを想像しているのか、口元を緩ゆるめながら目を細めていた。気になったので「名前は？」と訊いてみたが青木は答えてくれなかった。会ってからのお楽しみ、ということらしい。楽しめるのは青木だけのような気もするが。

　坂を下り、市街地のメインストリートに入った。レトロな車体の路面電車が道路の中央を走っている。片側四車しや線せんの道路。これに線路を含めるとけっこうな道幅になる。

　しばらく歩いていると青木がチラチラと後ろに目をやりながら──

「ところで、片倉。気づいてるか？」

「…………」ハルは無言で首しゆ肯こうした。

「どうするよ？　これ以上、あとをつけられると面めん倒どうだろ？」

　自宅の場所とか知られたくないだろうし、と青あお木きは付け足した。

「笑える」

　ハルは口元を歪ゆがめながら鼻で笑った。

「笑えるか？」

「楽しいという意味だ」




　　　＋　＋　＋




「ねえねえ、玲れい子こ。旧市街地の噂うわさ知ってるかい？」

　校門を抜け、なだらかな坂を下っていると隣となりの佳か澄すみがお得意の話題を振ってきた。

　旧市街地は話題の宝庫だ。都市伝説の類たぐいは数え切れないほど存在する。ニュースになるような事件が報道されたことはほとんどないので客観的事実はないのだが、不ふ思し議ぎなことに、この街に住む人々は『旧市街地は危険な場所』という共通認にん識しきが、それこそ玲子の祖父・祖母の時代から続いている。

「今度はどんな噂？」

「どんな願ねがい事ごとでも叶かなえてくれるフェアリーが出るって噂っすよ」

　胡う散さん臭くさい噂であった。

「えと、なんでフェアリー？」妖精でいいと思うんだけど……。

「ノー、妖精！　イエス、フェアリー！」

　佳澄は昼夜問わずテンションが高い。こういう発言は聞き流しておくのが吉である。

「願い事かぁ……」まるでお伽とぎ噺ばなしのようだ。

「もう一つありまっすよー、お嬢じようさん」

「どんなの？」

「正体不明の『何か』に取られちゃうんだって」

「え？　取られるって……何を？」

「記き憶おく」佳澄は声をひそめた。「被害に遭あう奴やつはたいてい顔がいいんだってさ。ネットで噂になってんだけどね。玲子、チェーンメールとか回ってこなかった？」

「ううん。初めて知った。正体不明ってどういうこと？」

「記憶さー」

「あ、そっか。出会ったときの記憶も取られちゃうから正体不明の『何か』なんだ」

「私らも気をつけようぜー。なんたって、俺おれたちハイソだし」

「俺たちって……」

　玲子は以前、奈な津つ美みからこんな話を聞いたことがある。たしか中学生のときだったと思う。

『旧市街地の治安が悪いのは有名な話だけど、それだけであんな現実離ばなれした突とつ飛ぴな噂うわさが乱立するのは不自然だと思うのよね。きっとあそこには何かあるのよ』

　そのときは、考えすぎじゃないの？　そう言った覚えがある。

「玲れい子こ、もうちょっと速く歩こう。見失ってしまうかもしれないからね」

　ポンポンと佳か澄すみが玲子の背中を叩たたく。

「ね、ねえ……もう止やめようよ。尾行なんて……」

　そうなのだ。玲子たちは校門を出てからずっとハルたちの後ろ姿を追いかけていた。

「何を言っているのかね玲子君」佳澄がおどけながら言う。「尾行は恋愛における必須科目！　これなしに恋愛が成じよう就じゆすることはありえない！　ありえなーい、のだよ？」

　少々厳きびしい詭き弁べんである。半分は冗じよう談だんだろうが。

「で、でも……やっぱりまずいよ」玲子は弱気だった。「そ、それにほら、カラオケに行くって教室で言ってたじゃない？」

「んー、でも、奈な津つ美みが先に帰っちゃったしなぁ」

「行かないの？」

「だってさー、カラオケは奈津美がいないと盛り上がらないっしょ？」

「たしかにそうだね」

「にしても、最近、あいつ付き合い悪いよなー」

　奈津美はカラオケに行くと人が変わる。マイクを力強く両手で握りしめ、懐なつメロを熱ねつ唱しようするその姿はとても男らしい。奈津美は普ふ段だんの声も歌っているときの声も女性にしては低く、音程もかなりズレまくっているのだが、それでもおかまいなしに歌い続ける。聞いていて不快にならないから不ふ思し議ぎだ。本人曰いわく、「お金払ってるんだし、自分が気持ちよくなれなければ意味がない」とのこと。

「実は今日きよう、家庭教師が来る日なんだよねぇ」

「あ、そうだったんだ？」

「六時からだから、一時間くらいは歌えると思ってたんだけどなー」

　佳澄は白しら坂さか学院に入学して以来、学年十番以内の成せい績せきを維持し続けている。普段の彼女からはとても想像できないが、きっと玲子の知らないところで努力しているのだろう。

　それに比べて、自分はどうだろうか？　この学院に入学できたことからして奇跡だというのに最近はどんどん成績が落ちてきている。昨日きのうの模試の結果だってあの様だ。このままでは進学はおろか進級だって危うい。奈津美も佳澄ほどではないが、毎回、学年二十番以内に入っているし、実力テストの類たぐいになると佳澄に肩を並べる。このままでは自分だけが取り残されてしまう。……もっと頑張らないと。

「さーて、尾行。尾行っと」

「え、続行するの？　もう止めようよ……」

　止やめよう、止めよう。玲れい子こは口ではそう言うものの、この尾行に全面的に反対しているわけではなかった。いいのかなー、いいわけないよねー、でもちょっとくらいなら、といった感じ。良心と好奇心のせめぎ合いだ。玲子は、「もう……どうなっても知らないよ？」と佳か澄すみに警けい告こくを促し、でも内心では、「ど、ど、どうなっちゃうのかな」とドキドキしていた。

「ところでさー、片かた倉くらとなんかあったわけ？」

「べ、別に……何かあったわけじゃ」

「うーむ、怪しいな」

　佳澄に真実を語ったところで、信じてくれるとはとても思えない。玲子自身、あの日の夜のことはまだ半信半疑なところがある。ただ、昼休みのハルの反応を思えば、何もかもが夢であったとは言い切れない。きっと彼は何かを隠しているのだ。

　玲子はハルに抱きしめられたときの感触を思い出す。途端とたんに顔が熱ねつを帯びてきた。

　ハルのことを考えるだけでドキドキしてくる。

　気になる。ハルのことが気になる。彼が何者なのか知りたい──

「玲子、隣となりのクラスの早はや見みって女知ってる？」

「えっと……知らない。誰だれだっけ？」

「あんた社会情勢に疎うといよね」

「うん、そうかも」社会情勢って何？

「早見ってのはさ、そうとうな猫かぶり女で、男子の受けはいいんだけど、女子の間ではボロクソに貶けなされてるある意味カワイソーな女でね。んで、こいつが片倉に一週間くらい前にコクってね」

「え、告白したの？」

「そう、告白したの。かなり直球だったらしいよ。自慢の巨乳を生かした、私を食べてください的な露ろ骨こつなスキンシップを繰くり返した罪で、片倉の隠れファンたちは早見の教科書を早くも焼き尽くした、という噂うわさっす。焼き尽くしたのは脳内らしいけど。あはははっ」

「……へ、へぇ」よくわからないので聞き流しておく。「で、告白してどうなったの？」

「玉ぎよく砕さいでございます。かなーり投げやりな感じに『消えろ』って言われたらしいよ」

「そ、そうなんだ……」ハルなら言いかねない。

「俺おれの視界から消えろ、って意味ではないかと思われ。早見は翌日、学校を休みましたとさ。その次の日にはケロッとしてたらしいけど」

「すごい人だね」自分だったら一週間ぐらい寝込んでしまうかもしれない。

「顔はいいんだよ、顔は」佳澄は笑いながら肩に食い込んだバッグの紐ひもを指で動かした。「話によると、片倉に告白して玉砕した女子ってけっこうな数に上ってるみたいなんだけど、それが原因かどうかはわかんないけど、一部で疑惑が持ち上がってんのよ」

「疑惑って？」

「ほら、片かた倉くらっていつも青あお木きと一いつ緒しよにいるっしょ？」

「え、まさか……」

「すでに『一部の女子』の間では、あいつら付き合ってることになってるから。もはや動かせぬ定説っす。マン研のとある女が妄想を大だい爆ばく発はつさせてその手の界かい隈わいではすごい騒さわぎになってる」

「そ、そっか……」

　またもやディープな方面に話題が及びそうだったので適当に頷うなずいておいた。

　玲れい子こは前方を歩く二人ふたりに視し線せんを投じた。佳か澄すみに変な話を聞かされたせいで、肩を並べて歩くハルと青木がただならぬ関係にあるよう思えてきた。でも、すぐにその想像は霧む散さんした。ハルとアニスが並んで歩く姿を思い出したからだ。

「──あれ？」

　平坦な道に差しかかったところで玲子は足を止めた。

「どうした？　一億円でも落ちてる？」

「か、佳澄……片倉君が消えちゃった」

　まさに『消えた』という表現が適切だった。だが、佳澄には『消えた』という言い回しが笑いを誘ったようで微笑しながら、

「消えたぁ？」佳澄が前方を見渡す。「んー、本当だ。いないね。青木はいるみたいだけど」

　道路の中央にある路面電車の駅に青木が一人ひとり佇たたずんでいるのが確かく認にんできた。透明なガラス張りの屋根がついたその駅には青木の他ほかにも何人か電車待ちしている人々の姿があったが、ハルの姿はどこにも見当たらなかった。ついさっきまで一緒にいたはずなのに──

「玲子が目を離はなしている間に別れたんじゃない？」

「そ、そんな……」

　信じられなかった。たしかに玲子はハルから目を離した。しかし、ほんの一いつ瞬しゆんだったはずなのだ。路面電車の駅もそれほど込んでいないから、よそ見をしている間にハルが移動したのだとしてもそう簡かん単たんに見失うはずがない。それとも目を離していた時間は自分が思っているよりもずっと長かったのだろうか？
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　その広々とした部へ屋やからは赤あか峰みね市の夜景が一望できたが、ハルには夜景が夜景として目に映っていなかった。室内には四、五十人ほどの人間がいる。顔ぶれを見る限り、野心のない者は一人もいないように見える。一体、この中にどれくらいの『人間』がいるのだろうか。ハルはそんなことをぼんやり考えながら室内を眺めていた。下ろしたばかりのスーツに違和感を覚えながら。

「ハル」

　壁かべに寄りかかり一人ひとり静かに佇たたずんでいると、アニスが無表情で近づいてきた。彼女はドレス風の赤いレースワンピースを着ていた。ひらひらした素材だ。開けた胸元をロングネックレスが飾っている。目を引く格好なのだが、不ふ思し議ぎと自己主張のようなものは感じられない。控え目な上品さ、とでも言えばいいのか。節度をわきまえているのがわかる。

「どう？」ここに来た感想を求めているのだろう。

「場違いな気がしますよ」

　ハルはアニスに対しては敬語で話す。彼女には言葉で言い表せないほどの恩義がある。もっとも、ハルがアニスを敬っているのはそれだけが理由ではないが。

「ところで──」ハルが俯うつむいているとアニスが耳元でささやいた。「最近、あまり血を欲しがらないみたいだけれど、何かあった？」

　言われた瞬しゆん間かん、玲れい子この顔が脳裏に浮かんだが、

「別に何もありませんよ。普通です」

　平然とした態度でそう答えた。動揺を顔に出してはいけない。

「本当かしら」アニスはくすっと笑えみを浮かべ、「学校は楽しい？」

「特になんとも思いません」

「つまらない返答。それ、本心じゃないでしょう？」

「包み隠さず話したほうがいいんですか？」

　そう返すとアニスは思案する素そ振ぶりを見せ、「ああ、それはそれでつまらないわね。ハルは秘密主義なほうが似合う」と嬉うれしそうに語り、持っていたグラスを口元に運び、一気に空けた。

「じゃあ、またあとで」

　くるりとその場でアニスが回転する。気にならない程度の甘い香りがハルのもとに届いた。

　軽快でもなければ仰ぎよう々ぎようしくもない、不思議な足取りでアニスは去っていった。

「よっ、片かた倉くら」

　入れ違いに青あお木きがやってきた。青いネクタイにダークブラウンのスーツを着ている。シャツの袖そで口ぐちについたカフスがキラキラと輝かがやいていた。こういう場に慣なれているのか、それとも性格なのか、緊きん張ちようした様よう子すはまったくない。

「んなとこ突っ立ってないでこっちこいよ。座ろうぜ」

　青木が近くのテーブルを指差した。席は空いていた。というか、ほとんどの者は立っているので、空いている席のほうが断然多い。ハルは動くのが面倒だったので「ここでいい」と言ったのだが、青木は譲ゆずらず、ハルの手を強引に引っ張った。椅い子すに座ると、青木が空のグラスに飲み物を注ぎ、その後、雑ざつ談だんに流れたが、しばらくすると、

「俺おれさ、七歳のときに知ったんだよ」

　よくわからないことを言い出した。聞き流そうかと思ったが少し気になったので、「なんの話だ？」と訊きいてみると、青あお木きは神妙な顔つきで、

「お前らの存在を知ったのが、だよ。同時期に『主人』のことも父親から紹介された。あんときはびびったね。今はもう通常化してるっていうか、違和感ないんだけどよ……」

　青木は周囲をぐるりと見回し、「でも、こういうところに来るとたまに我われに返ったりするんだよな」と珍しくシリアスなことを言う。ハルは何も言わず黙もく然ぜんとしていた。

「俺おれみたいな家系の子供は遅かれ早かれ『主人』の存在を知らされるものなんだけどよ、たいていは何歳の誕たん生じよう日びだとか、成人だとか、時期が決まってるんだ」

「お前はかなり早い時期に知らされたわけだな」

「その通り」青木は得意げに鼻を鳴らした。「で、最近、新たなお友達ができてな」

「お友達？」

「言っただろ？　ゲストだよ、ゲスト」

　そういえば昼間にそんなことを言っていたな。

「お、噂うわさをすれば影かげだぜ」

　青木はグラスをテーブルの上に置くと、パッと素早すばやい動作で立ち上がった。

「おーい、ここだここ」青木が大げさに手招きする。「うわ、ドレスなんか着ちゃって」

「その言い草はないでしょう」

　どこかで聞いたことのある声だった。ハルが声の主に視し線せんを投げると、ちょうど女性がその場で一回転したところだった。青木が苦笑し、女性はムッとしている。ハルはそこに立っている女性の顔を記き憶おくしている限りの人間の顔と照らし合わせていった。すぐに一人ひとりの人物と合致したが、どうしても名前が思い出せなかった。ただ、どこの誰だれなのかはわかった。

「たしか、こういう場は初めてなんだよね？」

「ええ、さっきから緊きん張ちようしっぱなしよ」

　予期せぬ人物の登場にハルが目をしばたたかせていると、まもなく女性と目が合った。

「こんばんは、片かた倉くら君」
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　小学生のころ、クラスの幼稚な男子に『ウンチ女』と呼ばれたことがある。




　森もり坂さか玲れい子こは自他共に認める運動音おん痴ち（略して運うん痴ちと称される）である。よって週に三回ある体育の授業はまさに地獄と呼ぶに等しい。真冬のこの季節にグラウンドで体育とくればなおのことである。

　その日の四時間目の体育の授業は持久走だった。どうして持久走なのかと言えば、マラソン大会が二週間後に迫っているからだ。走るのは本番だけでいいのに、と玲子は思う。ちなみに本番のマラソン大会では公道を四キロメートルも走らなければならない。

　二百メートルのトラックを七周半、その日は千五百メートル走だった。

「はぁ……はぁ」

　二周目で俄が然ぜんペースが落ちた。案の定、教師に「やる気あるのか！」と怒ど鳴なられた。すみません、やる気がなくて。すみません、足が遅くて。でも、これで精一杯なんです。かなり死ぬ気で走っています。

「玲れい子こファイトー」

　先頭集団の一員である佳か澄すみに追い抜かれた。早くも周回遅れだ。というかビリを独走中。このまま（ワースト）トップの座を死守しよう（もう誰だれにも抜かれる心配はないけど）。

　四周目で奈な津つ美みにまで追い抜かれてしまった。

　……八百メートル、すでに十分苦しんだというのに、まだ半分近くも残っている。しかも、二週間後にはこの五倍の四キロメートルも走らなければならない。四キロメートルといえば富ふ士じ山さんよりも高いではないか。富士山よりも高いところまで走れというのだろうか？

　玲子は錯さく乱らんしていた。

「あっ──」

　五周目に差しかかり、第二コーナーに入ったところでバランスを崩し、そのまま思いっ切り転倒してしまった。誰かが側そばを駆け抜けていく。跳ね上がった土と砂が顔にかかる。

　玲子はどんよりとした灰色の空を見上げながら身体からだを起こした。

　周囲の視し線せんが気になる。学校を憂ゆう鬱うつに感じる瞬しゆん間かんの一つだ。




　玲子は授業が終わる前に一人ひとり保ほ健けん室しつに向かった。一応、傷口を水道で洗ってみたが、未いまだに血が溢あふれてくる。擦すりむいたのは肘ひじと膝ひざ、一箇所ではないので、ハンカチでは押さえきれなかった。玲子はとりあえず一番傷が大きい肘にハンカチを当てた。

　昇降口で上履きに履き替え、保健室に続く廊下を歩いていると──

「あれ……」

　保健室のドアが開き、ハルが出てきた。

　男子が先に校舎に引き返しているのは水道で傷口を洗っているときに確かく認にんしていた。まだそんなに時間は経たっていないので、今ごろ、更衣室で制服に着替えているはずだ。しかし、どういうわけか、ハルはすでに制服に身を包んでいた。

　ここ数日、毎日のようにハルと言葉を交わしている。もっとも、中身があってないような会話ばかりだ。玲子はあの日の夜の真相が知りたかった。ただ、それだけだった。しかし、そんな玲子の疑問に対しハルの回答はいつも、「答える義理はない」の一点張りだった。何かを隠しているのは明白なのに彼はいつまで経っても真実を語ろうとはしなかった。またその気もないようだった。

　ハルがゆっくりと近づいてくる。ひと気のない廊下だ。彼が玲れい子こに気づいていないはずはない。だが、その虚うつろな双そう眸ぼうは玲子の存在をまったく気にも留めていないようだった。

　玲子が話しかけない限り、ハルが足を止めることはない。以前は目が合うことが何度もあったが、ここ最近は彼からの視し線せんをまったく感じない。真相追及の質問で何度も呼び止めているので、いい加減、彼もうんざりしているのだ。呼びかけを無視することすらある。

　玲子は息を吞のんだ。

　このまま無言で通り過ぎよう。たぶん今のあたしはとてつもなく汗臭いはずだ。しかも、転んであちこち傷だらけだし、体たい操そう着ぎなんか埃ほこりっぽいし。こんな格好で話しかけるのはちょっとマヌケだよね。うん、やっぱり恥ずかしいよ。ま、どうせ片かた倉くら君も無視するだろうし──

「──おい」

　もう少しですれ違う、というときにハルが立ち止まり声をかけてきた。

　予想外の事態に玲子はうろたえた。まさか呼び止められるとは思っていなかった。もしかしたら、ハルのほうから話しかけてきたのはこれが初めてではないだろうか？

「……そのハンカチ、どうしたんだ？」肘ひじに当てているハンカチを顎あごで示しながら言った。

「ハンカチ……？　あ、これは……こ、こけちゃって」

　声が裏返った。一いつ瞬しゆん、妙な間が訪れ、玲子はいたたまれない気分に陥った。

「血は止まったのか」ハルは表情を変えずに訊きいてくる。

「──い、いえ……まだ止まってないと思います」

「ああ、だからハンカチで押さえているのか」ハルは頭を搔かいた。「くだらない質問だったな」

「ん……？」

　なんだろう。ちょっと落ち着きがないような──

　表情は険しいが、言葉にいつものような棘とげが感じられない。

　まさかあたしのこと心配してる？　……ってそんなわけないよね。

「保ほ健けん室しつに行くのか」

「はい」

「これもくだらない質問だったな」

　ハルはそう言いながら玲子に背を向け、何な故ぜか保健室のほうに引き返し始めた。

　え、なんで戻ってるの？

「あ、あの……どうしたんですか？」

「動くな」ハルが素早すばやい動きで振り返った。「俺おれが見えなくなるまでそこに立ってろ」

「え？　え？」

　どういう意味だろう──そう思いながら一歩前に出ると、

「動くなと言っている。聞こえなかったのか？」

「……す、すみません」反射的に謝あやまっていた。しかし、よく考えてみると謝る理由がない。

「俺おれは警けい告こくしているんだ」ハルの口元が不自然に歪ゆがんだ。「お前のために言っている」

「あたしのため？」ますます意味がわからない。

　ハルは鋭するどい目つきでこちらを凝ぎよう視ししていた。警戒しているのがわかる。

　気がつけば血の気が失うせ、冷や汗を搔かいていた。全身が冷たくなっていくのを感じる。

「……えっと、ちゃんとした説明が欲しいんですけど……？」

「いいから俺の言うことをきけ」ハルは真ま面じ目めな顔をしていた。「今は俺に近寄るな」

「え……近寄るなって」

　そういえば、あの日の夜も邪じや険けんに扱われた記き憶おくがある。

「子供じゃないんだ。少しは足元に気をつけろ」

　去り際の言葉はそれまでと口く調ちようが違ってほんの少し柔らかかった。

　ハルは大きく息を吐き出しながら玲れい子こに背を向けた。そのまま何も言わずに歩き出す。

　玲子はハルの姿が見えなくなるまでその場に呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた。
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　放ほう課か後ご、繁はん華か街がいを歩いていると、二人ふたり組ぐみの男にナンパされた。一人ひとりは彫りの深い短髪の男で顎あご鬚ひげをたくわえており、もう一人の瘦そう身しんの男はサングラスをかけていた。玲子はサングラスの男に「何やってるの」と問いかけられ、思わず立ち止まってしまった。玲子が足を止めると男たちは待っていましたと言わんばかりに矢や継つぎ早ばやに質問を投げかけてきた。白しら坂さか学院の女子生徒は他校の男子に人気があるためナンパされやすい。この制服を着ていると私服のときと比べて視し線せんを感じる機き会かいが多くなる。

「何年生？」顎鬚の男が訊きいてきた。「髪の毛、綺き麗れいだね」

「えっと……」

　無視するんだった。我われながら気づくのが遅すぎる。ナンパされたのは初めてではないが、いつもは佳か澄すみか奈な津つ美みが隣となりにいるので、玲子はナンパに自ら応対した経けい験けんが一度もない。佳澄と奈津美なら上う手まく撃げき退たいできるのだが──

「──うぇ？」

　ふいに玲子の右腕が持ち上がった。それに驚おどろいたのは玲子だけではなかった。男たちも真顔になっている。腕を取られた玲子は、そのまま後ろに引っ張られた。男たちが啞あ然ぜんとする姿がだんだん遠ざかっていく。呆あつ気けに取られたのか、二人とも追いかけてこなかった。

　コンビニの角を曲がったところで腕が開放された。人通りの薄うすい場所だった。

「よくされるのか」隣を見上げると憮ぶ然ぜんとした面持ちのハルが立っていた。

「……はい？」

「ナンパだ」ハルは不満げにつぶやいた。「……あまり使いたくない言葉だな」

「え、えと……一人ひとりで歩いててナンパされたのはあれが初めてですけど……」

　そう答えるとハルは、「それは良かったな」とからかうようにつぶやき、肩をすくめた。

「驚おどろきだ。お前みたいな女でもナンパされるんだな」

「むっ……それってどういう意味ですか？」ちょっと心外だ。

「自分の頭で勝手に想像しろ」

　ハルはやれやれといった表情で前髪を搔かき上げると細い路地を歩き出した。

　玲れい子こは慌あわててハルの後ろ姿を追いかけた。怒りよりも戸惑いのほうがずっと大きかった。ハルが何を考えているのかますますわからなくなってしまった。急に怒り出したり、露ろ骨こつに避けようとしたり、親切になったり──どれが彼の本心なのか玲子には理解できない。

「ちょ、ちょっと、待ってくださいよー」玲子は車道にふくらみながらハルを追い越し、彼の前に立たち塞ふさがった。「片かた倉くら君、どうしてあたしを助けてくれたんですか？」

「理由が必要か？」

「だって、片倉君、あたしのこと嫌いなんでしょう……？」

「俺おれがいつそんなことを言った？」ハルは鷹おう揚ようとしていた。「記き憶おくにないが」

「で、でも……今日きよう、体育の時間に。近寄るなって……」

「勘違いするな。あのときは慌てていただけだ」

「え？　慌ててた？」

　珍しいことを言う。でも、たしかにいつもと様よう子すが違ったような気もする。

「苦手なんだ」ハルは次の言葉を口にしたときだけ玲子から目をそらした。「血が」

「血が……ですか？」

　たしかに女性よりも男性のほうが血に弱いと聞く。女は諸事情（これは定期的に生じる）により見み慣なれているが、男性は怪け我がをしたときくらいしか生なまの血を見る機き会かいはないだろう。でも変だな──と玲子は思う。転倒して擦すりむいたとはいえ、出血は微量なものだった。大怪我を負ったのならまだしも、あれくらい子供なら日常茶飯事ではないだろうか。

「本当に……血がダメなんですか？」

「意外か？」

「いえ、そうじゃなくて──」玲子はハルを上うわ目め遣づかいに見上げた。「本当にそれが理由なのかと思って……」

「俺が噓うそをついているとでも？」

「だ、だって、あのときはかすり傷だったから、血もそんなに出てなかったし……」

「まいったな」ハルが苦笑する。「本気で言っているんだが」

「それはそうかもしれませんけど……でも──」

「他ほかにも何かあるのか？」

「片倉君は……いつも誤ご魔ま化かしてばかりです」

　呼吸を整ととのえて思い切って言ってみた。するとハルの顔色が変わった。

「あの日の夜のことだって──まだ、ちゃんとした回答をもらってません」

「答える義理はないと言ったはずだ」

　ハルは目を細め、口をつぐんだ。長い睫まつ毛げが強きよう調ちようされる。

「あたし、片かた倉くら君が何を考えてるのかわかりません。何が本心なのかわかりません」

「…………」ハルは口をつぐんだままだ。

「な、なんとか言ってくださいよ。一人ひとりでバカみたいじゃないですか！　どうでもいいって思ってるのなら、あたしなんか放っておいてくださいよ！」

　半ば叫ぶようにして言い放った。

　幸い周囲に誰だれもいなかったので注目を浴びることはなかったが、代わりに目の前にいるハルのことを強く意い識しきしてしまった。玲れい子この本音を目まの当あたりにし、辟へき易えきしているのか、それとも呆あきれているのか、ハルはさっきから押おし黙だまったままだ。玲子は、「変なこと言いました。ごめんなさい。帰りますね……」とつぶやき大通りのほうに引き返そうとした。

　すると、ハルが玲子との間を詰めた。一いつ瞬しゆんで移動したような気がしてハッとした。

　ハルの腕が伸びてくる。

　まもなく玲子の頰ほおに指が触れた。

　気がつくとハルの顔が目の前に迫っていた。しかも、どちらかが少しでも動けば唇と唇が接触してしまうくらい顔同士が接近していた。

「無防備だな、お前は……」顔が間近にあるため表情は読めない。「警けい戒かい心しんが薄うすいのか？　よくそれで、今まで無事に生きてこられたものだな」

「な、なんのつもりですか……？」

　背中に腕を回され身動きが取れない。ものすごい力だった。

「俺おれが今、何を考えているのか当ててみろ」

「わ、わかんないです……そんなの」

「顔が赤いな。風か邪ぜか？」ハルがわざとらしくささやく。

「いい加減にしてください……怒りますよ」

「怒れよ。お前こそ、俺のこと嫌いなんだろ？」

「そ、そんなこと言ってません！」

「そろそろ俺の質問に答えろよ」

「もう……だからわかんないって言ってるじゃないですかぁ」

　背中に回されたハルの手が肩のほうに上がっていく。しなやかな指が脇わきをなぞった瞬間、玲子は「ひゃっ」と悲鳴を上げていた。ハルがくすくすと笑う。

「そろそろ離はなしてくださいよぉ」

「真ま面じ目めに考える気がないらしいな」

「……どうせ片かた倉くら君の考えていることなんてあたしにはわかりません」

「じゃあ、教えてやるよ」

　ハルはより一層低い声でささやき──




「お前を俺おれだけのものにする方法を考えている」




　予想外の答えに一いつ瞬しゆん、頭が真っ白になった。すぐに我われに返ったが、

「も、もちろん冗じよう談だんですよね……？」感情を制御できなくなった。「あ、あたしを弄もてあそんでるだけなんでしょう？　そうなんですよね？」

「さあ、どうかな」ハルは曖あい昧まいな言葉で濁にごすと、「お前、夢じゃなかったと思っているんだろ」

「……夢？」

「あの日の夜のことだ」ハルの吐息が頰ほおに当たる。「夢じゃなかったと確かく信しんしているんだろう？　だったらどうして……俺を恐れない？　あのとき俺はお前に何をした？」

「あ、あたしはただ真実が知りたいだけです……」

「噓うそだな」ハルの指摘が玲れい子この胸に突き刺さる。「もう一度して欲しいんだろう？」

「そ、そんなこと……」
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「自覚していなかったのか？　お前の顔を見ればわかる」

　玲れい子こはもう反はん論ろんしなかった。沈ちん黙もく。それは肯定に等しい。

「安心しろ。今のお前をどうこうするつもりはない」

「どうしてですか？」

「そんなに物欲しそうな顔をするなよ」ハルが玲子から離はなれた。「今、俺おれが本気になったらお前を壊こわしてしまうからな。そうはなりたくないだろう？」

「な、なんですか……それ」

　訊きき返すとハルは途端とたんに表情をなくし、

「The life of the flesh is in the blood」

　突然、飛び出した英語。吐き出された白い息が空気中に霧む散さんする。

「い、今、なんて言ったんですか？」

「独り言だ──」

　ハルはそう言うと額ひたいの汗を指で拭ぬぐいながら歩き出した。今度はもう呼び止めなかった。

　彼のことがますますわからなくなった。だけど、ドキドキした。もうハルの正体なんてどうでもよくなった。ただ、さっきの言葉が噓うそではないことを願ねがった。




　玲子が『ため息の理由』を思い出したのは帰宅して自室のベッドに寝転がっているときのことだった。タイトルすら思い出せない異国の物語。夕刻、別れ際。少年は立ち去る少女の後ろ姿を眺めながらため息をつく。身分違いの恋。覆くつがえすことのできない障害。少女と関かかわっている以上は死ぬまで付きまとう問題だ。しかし、少年は自分のナチュラルな感情と意志を最後まで貫き通す。時代のせいにするでもなく、環かん境きようのせいにするでもなく、周囲の目を気にしながらも、ただがむしゃらに生きる。それは開き直りに近い。バカバカしいと思うほどに本気なのだ。

　矛盾しているが、あのため息には少年の「諦てい観かん」と「決意」の両方が含まれている。

　無理かもしれない。そう思いながらも家路をたどる少年の目には何な故ぜか迷いがない。
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　来週、提出予定の日本史のレポートを書き上げ、東校舎の三階にある図書室を玲子が出たのは午後五時を回ったころだった。

　玲子は廊下を歩きながら数日前にハルに言われたことを頭の中で反はん芻すうさせた。途端に頰ほおが熱ねつを帯びる。近ごろ、身体からだが軽いというか、力が入らないというか、ふわふわする。

　原因はハル以外に考えられない。彼の言動は玲子を戸惑わせてばかりだ。

　玲子はひと気の薄うすくなった廊下を進み、階段のあるほうへ向かっていた。今日きようは予備校が休みなのであとは帰るだけだ。鈍にぶい太陽の光が校舎の中に差し込んでいる。だが、窓の外では雪が降っていた。奇妙な光景だ。太陽を隠さないよう西の空だけが晴れていた。今夜から明あ日すにかけて天気が崩れると言っていたから、明あ日すは太陽が拝めないかもしれない。

　階段に差しかかったところで玲れい子こは足を止めた。辺りで人の声がしたからだ。周囲を見回してみるが廊下には誰だれもいない。よく耳を澄すませてみると、声は階段の上のほうから聞こえてくるようだった。白しら坂さか学院の校舎は何棟かあるが、全部三階建てだ。三階から屋上に続く階段は一応あるが、学院では屋上への出入りが禁止されている。好んで立ち入る生徒は皆無といっていい。校舎の外がい壁へきが煉れん瓦が造づくりになっていて、屋根の構造が特殊なので屋上はかなり狭いのだ。

　どこぞのバカップルが乳ちち繰くり合っているに違いないと判断した玲子は話し声を無視して一階に下りることにした。

「──実は──ない──興きよう味みは──んだ──」

　屋上前の踊り場辺りからだろうか、切れ切れに声が届いた。玲子は最初の一段に右足を乗せた瞬しゆん間かん、左足を浮かすことなく、奇妙な格好で立ち止まった。

「──ぱり知って──たほ──いい──」

　女性の声。大人おとなっぽい喋しやべり方。よく知った声だった。

「こっちは──くほうだ──聞い──だが」

　もう一つの声は男性のもの。これも聞き覚えのある声だった。

　玲子は会話をしている二人ふたりに気け取どられないよう、上の様よう子すをうかがった。高い位置に小窓が一つ見えたが、時間の関係で光が差し込まないらしく、視界の先は薄うす暗ぐらい。しかし、日没前だったので、目を凝こらせば見えないこともなかった。

　視し線せんを斜め上に。するとそこには──




　何な故ぜかハルがいた。




　高鳴る心しん臓ぞうの鼓動。上の二人に聞こえるのではないだろうかと心配になるほどだった。

　動揺しちゃダメだ。玲子は階段下に身を潜ひそめた。

「私には経けい験けんがないからよくわからないんだけど、あれって痛みはないの？」

「個人差はあるが、痛みを伴うのは最初だけだ。じきに痛みは消し飛ぶ」

　階段の手すりが邪じや魔まして、ハルの向かいにいる女子生徒の顔がわからない。

　玲子は膝ひざ立だちの姿勢で階段の段差に気をつけながら横に移動した。

「痛みが消し飛ぶ？　ということはわりと気持ちいいんだ」

「慢性作用はないがな」ハルの横顔が見えた。「なんなら試してみるか？」

「片かた倉くら君ってよく真顔でそういうことが言えるわよね。感心しちゃう」

「それはどうも」ハルの表情はうかがい知れない。「これが通常なんだ」

　なんだかよくわからない会話だったが、気づいたときには冷や汗が背中を伝っていた。

　そのとき──

　ハルの対面にいる女性の横顔が玲れい子この瞳ひとみに映った。

　玲子があこがれている黒髪。

　触ったことがある。

　毎日、顔を合わせている。

　木き本もと奈な津つ美み。

　呼吸が止まりそうになった。

　玲子は状況を把握しようとあらゆる可能性を脳裏に展開させた。

　だが、血の気が引いて思うように考えられない。

「話は戻るけど、やっぱり玲子にはまだ言わないほうがいいと思うの」

「ああ……俺おれもそう思う」

　何？　なんの話？　あたしに話しちゃまずいことって？

　噓うそだ。これは何かの間違いだ。たちの悪い冗じよう談だんに決まっている。だって、あたしはたぶん片倉君のことが好きで、そして……たぶん片倉君もあたしのことが好きで、だから、これは、つまり、その、何かの、間違いで、だから、これは、つまり──わからない。

「──誰だれだ」

　玲子はブルッと身を震ふるわせた。

　直後、視し線せんが絡み合った──玲子とハルと奈津美の視線が。

　見つかった。

　玲子は身を翻ひるがえし、脱だつ兎とのごとく駆け出した。

「──玲子！　待って！」

　奈津美の金切り声が上から降ってきた。遅れてハルの声。被害妄想か、それとも真実か。必死に呼び止めようとする二人ふたりの声に哀れみの感情が込められているような気がしてならない。

　玲子はバランスを崩しながらも必死に階段を駆け下りた。一階の廊下に降り立つとそのまま昇降口に向かった。外は雪が降っていた。無風なのか、雪は一様なスピードで上空からまっすぐ落ちてくる。透とう徹てつした空気も動かぬ限り冷たさを感じない。

　ふと校舎を見上げてみた。窓際に人ひと影かげが立っていた。玲子はハッとして駆け出した。目が合ったような気がしたからだ。自分が何を恐れているのかまるでわからない。ハルたちがいた校舎とは別の校舎だったということに校門を出てから気づいた。




　帰宅途中、玲子のケータイに奈津美から三回ほどコールがあったが、恐ろしくて出ることができなかった。

　家に帰ると珍しく父親が帰宅していて、リビングでビールを飲んでいた。

　明かりも点つけずに一人ひとりで晩ばん酌しやくをしていた。

　父親は玲子を見るなり、「これはなんだ？」と薄うすっぺらい紙切れを差し出してきた。

　模試の成せい績せき票ひようだった。リビングのテーブルの上に置き忘れていたことを思い出す。

「ご、ごめんなさい」

　いつもの癖くせで謝あやまると、父親が怒ど鳴なり声を上げた。酔って気が大きくなっているのか、父親の言葉には棘とげがあった。いつもは直接的な表現は避けるのに、今日きようは容赦がない。父親とは滅多めつたに顔を合わせることがないので、こういう対応を受けると、玲れい子こは竦すくみ上がってしまう。なんのパーソナリティも知らない通行人から怒鳴られたような気分になるのだ。もう何年も父親から優やさしい言葉をかけられたことはない。型にハマった形式的なやり取りばかりでうんざりしている。決してウマが合わないわけではないのに──

「玲子、お母かあさんのことだが──」

　小言が一段落すると父親が口く調ちようを和らげた。玲子は黙だまって父親の話に耳を傾けた。

「まだ精神的に不安定なままだから、当分は実家で過ごすことになると思う」

「うん……」

「美み幸ゆきのほうは相変わらずだ。医者も同じようなことしか──」

　そのとき、しんと静まり返っているリビングにケータイの着信音が響ひびいた。

　玲子のケータイではなかった。

　父親がしかめっ面つらでビールを一口飲む。そして、ふらりとソファーを立ち、懐ふところから黒いケータイを取り出すと、そそくさとリビングを出ていった。

　玲子は一人ひとりになった。

　目の前がぼやけている。知らぬうちに涙が溢あふれてきていた。

　玲子は涙を拭ぬぐいながら、アルコールの匂においの漂うリビングを出ようとした。

　中途半端に開いた扉に手を伸ばす──と、そのとき電話の音が室内に鳴り響いた。

　今度はケータイではなく、固定電話のほうだった。

　奈な津つ美みかもしれない。

　開けっ放しのリビングのドアの前で突っ立っていると、まもなく父親が戻ってきた。

　鳴ってるぞ。父親の冷めた声が玲子にかかった。

「あ、あたし知らない……！」

　玲子は父親を押しのけ、リビングを飛び出した。

　玄関でローファーを突っかけて外に出る。

　闇やみ雲くもに走った。何も考えずに、呼吸だけを意い識しきしながら街を疾しつ走そうした。
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　家族四人で赤あか峰みね市に引っ越してきたのは、玲子が小学二年生のときのことだった。

　小さいころはよく父親とお風ふ呂ろに入っていたが、思春期の入り口に差しかかるころには同年代の子と同じように、下着姿で部へ屋やの中を歩き回る父親に嫌悪感を覚えるようになっていた。母親のことは昔から苦手だった。神経質に見えてときにいい加減で、同じことを訊きいているのに、日によって反応がまちまちで、あるときは、「別にいいんじゃない？」という答えなのに、違う日に同じ質問をすると、「絶対にダメ」なんていう否定的な答えが返ってくる。玲れい子こは昔からバカ正直だったので、そんな母親の気分屋なところが苦手だった。

　姉との関係は複雑だった。

　玲子の姉、森もり坂さか美み幸ゆきは、ある意味で人格者だった。どうして『ある意味』なのかと言えば、姉が誰だれにも自分の本質を見せていなかったからだ。優ゆう等とう生せいである『表』の人格は、客観的には素す晴ばらしいもので、人当たりはよく、どんな人間に対しても柔らかい物腰で接するので、誰からも好かれた。まさに誇るべき姉だった。

　だが、玲子は知っていた。本当の姉がどのような性格をしているのかを。

　森坂美幸という人間は傲ごう慢まんで、自分勝手で、綺き麗れい事ごとが大嫌いで、きっと誰よりも人間を嫌っていて──そして、それ以上に自分のことを嫌っていた。

　幼いころの姉は純粋で理想が高かったのだが、現実という壁かべにぶち当たり、認にん識しきを改める必要性に迫られた。その結果、人格を使い分けるようになったのだ。ただ、その二つの人格は時間が経たつにつれて両極端になっていき、いつの間にか『表』の人格は本質を隠す偽りの姿となり、『裏』の人格は『表』で受けたストレスを発散するためのはけ口となっていた。

　そんな姉が交通事故に遭あったのは今から半年前のことだ。

　姉は頭部を強く強打し、遷せん延えん性せい意い識しき障害に陥った。

　簡かん単たんに言えば植物状態だ。

　自力で移動できず、自力で食事を取れず、トイレにもいけず、意味のある発語は不可能、簡単な命令にはかろうじて応ずることもあるが、基本的に意思の疎通は厳きびしい状態。

　姉は生きている。生きているが、内側に引っ込んでしまった。

　医者は無情にも、「残念ですが回復の見込みはほとんどありません」と語った。

　母親がおかしくなってしまったのは、姉が事故に遭って二ヵ月後のことだった。母親は玲子のことを「美幸」と呼んだ。冗じよう談だんだと思いたかった。しかし、母親の瞳ひとみには玲子の姿は映っていなかった。

　今まで家族に対してまったく不満を感じていなかったわけではなく、例えば食事中、父親がくちゃくちゃと音を鳴らして料理を食べる姿には抵抗があったし、母親がたまにノックを忘れて部屋に入ってくるのも気に食わなかった。といっても、それは一いつ緒しよに暮らしていれば必ず出てくる不満であり、要は些さ細さいなことだった。半年前までは特に大きな違和感を覚えることなく毎日を平凡に過ごしていた。しかし、姉の事故を引き金にして、あっという間に家の中が荒すさんでしまった。からっぽになってしまった──
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　マンホールに足を取られて尻しり餅もちをついたのが五分ほど前のこと。徒労感から立ち上がる気力を失っていた玲れい子こだったが、お尻が冷たくなってきたので、ゆっくりと腰を上げた。スカートが濡ぬれている。水気が下着まで浸透しているようで気持ちが悪い。

　路肩の電柱にもたれかかり付近を見回す。そこはまったく見覚えのない場所だった。

　旧市街地にいる、ということはわかっているのだが──

「どうしよう……」

　ひと気のないほうへでたらめに走っていたら、いつの間にか迷子まいごになっていた。

　殺さつ風ぷう景けいな景観の路地裏。特徴のある目印が皆無なので、さっきから同じところをグルグル回っているような気がしてならない。入り組んだその路地裏には街灯が少なく、しかも、周囲の建物は半分以上が廃はい墟きよのようで、今にも得体えたいの知れない怨おん霊りようが飛び出してきそうだった。

　玲子はとぼとぼと歩き出した。もはやどちらが北なのか、どちらに家があるのかわからなくなっていた。もともと方向感覚には自信のない玲子である。友達と遠出したときなんかも、率先して前を行くタイプではない。どちらかと言えば、後ろからついて回るタイプだ。

「よく考えてみれば、佳か澄すみの家に行けば良かったんだよね……」

　頭が冷静になった今、玲子の頭の中にあるのは後悔の二文字だ。旧市街地なんかに足を踏み入れるんじゃなかった。ここは危険な場所だ。日中ならまだしも、今はもう日が沈んでしまっている。

　もっとも、どの程度の危険が潜ひそんでいるものなのか、実態を知らない玲子には計り知れないところがあるのだが、少なくともひと気の多い繁はん華か街がいよりは治安が悪いはずだ。

　そのとき。

　──カラン。

　背後で空き缶の転がる音がした。

　反射的に振り返る。

　電柱の陰に誰だれか立っていた。暗くて姿形は把握できないが、こちらをじっと見つめているような気がした。影かげがわずかに動いた。何か言葉を発したようだったがまったく聞き取れなかった。玲子は「ひっ」と声にならない悲鳴を上げて駆け出した。

　目の前の十字路を左に折れると、ブレザーのポケットからケータイを引っ張り出した。

　ど、ど、どうしよう。とりあえず警けい察さつ……？

　でも、まだ何かされたわけじゃないし──

　そのとき、「ドン」と鈍にぶい音がして肩に衝しよう撃げきが走った。電柱にぶつかったのだ。そう理解したときにはもう遅く、玲子はケータイを手放していた。ケータイが宙を舞まう。

　ケータイが地面に接触し、乾いた音を立てながら道みち脇わきに転がっていく。

　玲れい子こはハッとして歩ほ調ちようを緩ゆるめかけたが、急速に足音が近づいてきたので、ケータイを拾うのを諦あきらめて駆け出した。だが、思った以上にスピードが出ない。緊きん急きゆう事態とはいっても、玲子はもともと持久力がない。体力の限界はすぐそこまで迫っていた。呼吸のリズムもだいぶ怪しいし、足も上がらなくなってきた。なんとか気力を振り絞って、踏ん張ってはいるものの、このまま逃げ切れるとは思えない。

「あ──」

　ふいに足がもつれた。案の定だ。大きくバランスを崩した。

　疲れているとはいえ、徒歩とは比べ物にならないスピードで走っていた。当然、体勢を立て直すことなどできるはずもなく、玲子は雪で湿った地面に肩から倒れ込んでしまった。

　痛みを感じるよりも先に不安が玲子を襲おそった。追ってくる得体えたいの知れない人ひと影かげに対する恐怖が痛みを麻ま痺ひさせたのだ。玲子は自分でも信じられない動きで身体からだを捻ひねり、無防備な体勢から脱した。しかしその直後──

「──っ！」

　ひんやりとした何かで口を塞ふさがれた。人の手だとすぐに気づいたが、手袋か何かをつけているのか、革の匂においがした。

「動くな」

　聞き覚えのない男の声が玲子に恐怖を呼び起こす。

　口を塞ふさいでいる手を振ふり解ほどこうとしたが、太い腕が身体に回り、両手が使えなくなった。足を踏みつけようとしたが、簡かん単たんにかわされ、逆にふくらはぎを蹴けられた。そこで玲子は反はん撃げきの意思を失ってしまった。

「抵抗するな。痛い目に遭あうぞ」

　男の息づかいが聞こえる。吐き気を催すほど気持ち悪かった。頭がボーっとする。散々、路地裏を走り回ったせいだろう、疲労感があった。口を塞がれているので呼吸がスムーズにいかない。急に尿意を催した。こんなときでも生理現象の優ゆう先せん順位は高いらしい。

　玲子は目を瞑つむって思考を停止させた。それは玲子なりの防御策だった。これから起こることを考えるときっと自分は泣いてしまう。だからこれ以上、何も考えないことにした。それは根本的な解決を図るものではなく、現実逃避に等しいものだったが、力のない自分には真っ向から男とやり合う術すべはない。

　ふと、小説だか映画だか思い出せない『例の物語』の結末を思い出した。ヒロインの少女は流は行やり病にかかって死んでしまう。その病気は当時の医い療りよう技術ではどうしようもないものだった。とても現実的な幕切れ──いや、たしかあの物語には続きがあった。続きは、思い出せない。ただ、終始リアルだったように思う。すっきりしているようですっきりしない結末だった気がする。

　……そうだ。あたしはあの物語の結末が許せなかったのだ。覚えていないのはそのためかもしれない。何な故ぜ許せなかったのだろうか？　それはきっとあたしが子供だったからだ。でも、今ならわかる。世の中には可能なことと不可能なことがある。あのころのあたしは世の中に不可能なことはないと思っていたのだ。大人おとなになればなんでもできるようになるのだと信じて疑わなかったのだ。

　今でもよく友達に夢見がちだと言われる。

　きっとハルに惹ひかれたのはそのせいだ。

　彼には特別な『何か』がある。そう思わせる『何か』がある。

　スーパーマンのような、危き機きに陥ると必ず助けてくれる都合のいい正義の味方とは違う。

　正反対だ。

　むしろ、人を死にいざなうような破滅に向かうベクトル。「いけない、いけない」と思いながらも、つい覗のぞき込みたくなってしまう、退廃的でミステリアスな魅み力りよくを持った──でも、絶対に手の届かない深しん淵えんの存在。

「はぁ……はぁ……」

　玲れい子こは男の荒い息づかいで我われに返った。

　男の手が玲子の胸をまさぐる。反射的に身体からだを捻ひねって逃れようとしたが、いくら力を込めても身体を動かすことはできない。自分の身体なのに動かない。自由の利かない身体。自分の意思で動かせない身体。歯がゆくて、そして悲しかった。

　──ゴツ。

　鈍にぶい音。錯さく乱らん状態だった玲子には聞こえなかった。

　──ゴツ。

　二度目は身体を大きく揺さぶられたので、何か異変が起きたのだということだけはわかったが、打だ撃げき音おんは耳に入らなかった。ただ、突然、身体が自由になったことに驚おどろいた。玲子はガクガクと足を震ふるわせながら側そばの電柱にもたれかかり、そのまま座り込んだ。

　視し線せんを彷さ徨まよわせていると目の前に黒い人ひと影かげが立たち塞ふさがった。

　否、こちらに背中を向けて立っているのだ。人影が奥に向かって駆け出す。背中を覆おおっていた黒いコートがふわっと浮かび上がる。コートが再び背中を覆い隠したとき、耳を塞ぎたくなるようなリアルな打撃音が辺りに響ひびいた。

　誰だれかが地面に転倒する。それまで玲子を束そく縛ばくしていた男だとわかった。

　一方、男を殴り倒したのは──

「片かた倉くら君……？」

　え？　なんで？　どうして彼が？

　ハルは一いつ瞬しゆん、玲子を一いち瞥べつしたが、すぐに転倒している中年の男に目を落とし──

　立ち上がろうとした男に向かって容赦のない蹴けりを浴びせた。うめき声が漏もれる。ハルはそのまま男に馬乗りになった。勢いをつけて顔を殴りつける。何度も何度も殴りつける。男はもはや戦意を喪失していて、「止やめてくれっ！」と哀あい願がんしていたが、ハルは止めようとはしなかった。彼は怒りを露あらわにしていた。こんなハルは見たことがなかった。玲れい子こは冷たい地面にお尻しりをつけたまま、その光景をじっと眺めていた。恐こわいとは思わなかった。ハルの背中を目で追ってばかりいて、暴ぼう行こうそのものには目が入っていなかったからだ。それに男の魔まの手から逃れることができて安あん堵どしていたし、ありきたりな表現だが、ハルが助けに来てくれたことに感かん激げきしていた。嬉うれしいという感情に近かったが、期待を遥はるかに超える現実を目まの当あたりにしているためか、玲子は知らず知らずのうちに嗚お咽えつを漏もらしていた。張りつめていた感情が涙となって一気に流れ出しているかのようだった。

　辺りが静まり返った。

　ハルは男から離はなれると、荒い息を吐き出しながら玲子のほうに向かって歩き出した。電柱を背にして座っている玲子の目の前までやってくると、息を吐き出しながらその場に跪ひざまずいた。そして、玲子の右足をそっと片手で持ち上げた。びっくりして「ひゃっ」と小さな悲鳴を上げると、ハルはため息をつきながら、「また擦すりむいたのか……」と言って膝ひざに顔を近づけ──

　ぺろっと溢あふれる血を舐なめとった。

　止まらないな。

　ハルはそう言いながら舌先を傷口に押し当てた。最初はくすぐったいだけだったが、だんだんと違う感覚が伴い始めた──生暖かい舌が皮ひ膚ふの表面をなぞる度にぞくぞく感が全身に広がった。傷口がしみ渡るのは気にならなかった。いけないことをしているような気持ちになってきたが、罪悪感よりも刹せつ那な的てきな快感のほうが勝っていた。恥ずかしさのあまり玲子の思考はその時点で停止してしまった。ざらついた舌がなおも膝ひざ頭がしらの上に押し当てられる。生暖かい吐息も当たる。もう何がなんだかわからない。どれくらいそうやっていただろうか、気がつくとハルは顔を離はなしていた。恍こう惚こつとした表情でハルを見上げると、目と目が合った。瞳ひとみが淡く光っていた。両手が伸びてくる。

　ハルは玲子の身体からだを引き寄せ、正面から抱きついてきた。

　これ以上ないくらいの密着。

　ハルはそれでも足りないと感じたのか、回した腕に力を込めた。

　痛いくらいに抱きしめられる。

　でも、不快感はなかった。

　さっきまで、男の腕が絡みついているような感覚があったが、それが消し飛んだ。

　身体のあちこちに残っていた違和感が洗い流されていく。

　──もう一度して欲しいんだろう？

　今ならはっきりと肯定できる。自分が望んでいることを。

「お前の血は誰だれにも渡さない」ささやきと共に荒い呼吸が耳に当たる。「全部、俺おれのものだ」

　ハルの呼吸がどんどん乱れていく。

　玲れい子この呼吸も乱れていく。

　回された腕の力がより強くなった。

　ハルは物を扱うかのような乱らん暴ぼうさで玲子を搔かき抱いだいた。

　痛みを感じるほど強く抱きしめられる。

　玲子はハルの腰にしがみついた──離はなされぬように。

　ハルの指が玲子の髪に絡んだ。いろんな場所を撫なで回される。

　髪に始まり、額ひたい、鼻、耳、唇、顎あご、首。

　特に首は丹念に、時間をかけて撫でた。

「うっ……あぁ……」

　ふいに首筋に生暖かい感触が広がる。

　あの日の夜と同じだ──舌で舐なめられたのだ。

　ハルが一いつ瞬しゆん、顔を離す。唾だ液えきで湿った首に冷たい空気が当たってヒヤッとした。

　再び舌が首に当たる。

　首に硬質的な『何か』が触れた。

　次の瞬間、玲子の理性は弾はじけ飛んだ。

「んっ……ああっ……ひあっ……」

　快感が波紋のように広がっていく。

　身体からだ中じゆうの力が抜け落ちていく。

　空中に浮いているような錯さつ覚かくを抱く。

　何をされているのかわからない。

　意い識しきが飛びそうになり玲子は考えることを放棄した。

　もうどうなってもいい。

　理由は考えるまでもない。

　この世に今以上に価値のある瞬間があるとは思えなかったからだ。
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　音のない冬の夜。

　肌を突き刺すような底冷えした空気。

　無風の中、未いまだ止やむ気配けはいを見せない雪。




　──彼女は冬を感じていなかった。

　──全すべてが停止しているように思えた。

　──表でも裏でも、光でも闇やみでもない、なんでもない世界のように思えた。




「──あんた何者だよ？」

　冬空の下に放り込まれて二十分後のことだった。目の前に佇たたずむ男から得体えたいの知れない『何か』を感じ取った彼女は警けい戒かいしながら男と距きよ離りを取った。

「あなたのお仲間みたいなものですよ」

　苦笑しながら頭を搔かいた。彫りの深い男だった。年齢は三十代くらいだろうか、よれよれのスーツを着ているが、なんとなくこの男には似合っていた。

「仲間？　どういう意味？」

「まあまあ、そう急せかさないでくださいよ」男はまた頭を搔かいた。癖くせのようだ。「それより、あなたは自分がどういう状況に置かれているのか、きちんと把握していますか？」

「それは──」

　そうなのだ。彼女は自分がどうしてこんな寂さびしげな場所を徘はい徊かいしているのか記き憶おくにないのだった。気がついたらこの通りを歩いていた。経緯いきさつは今もまったく思い出せない。

　彼女は辺りを見回した。その通りは背の高い煉れん瓦が造づくりの建物に囲まれた細い路地だった。道みち脇わきに並ぶ、むき出しのコンクリートブロックが建物の敷しき地ちを覆おおい隠している。向かいのブロックに黒と赤のスプレーで落書きがしてあった。下へ手たくそなグラフィティーアートだ、と彼女は思った。

「ところで、その格好はコスプレか何かですか？」

　男がいきなり笑い出した。控え目な笑いだったが、本気でおかしくて笑っているようだったので、急に気恥ずかしくなってきて無む意い識しきのうちに、「笑うな！」と叫んでいた。

　彼女は白いパジャマの上下を着ていた。しかも、裸足はだしである。安易に推測するならば、自分は夢遊病者か何かで睡すい眠みん中ちゆうにベッドから起き出し、ここまで裸足で歩いてきた、といったところだろうか。しかし、それだけでは説明できないことがある。

　まず自分の名前が思い出せない。

「記憶が混こん沌とんとしているでしょう？」男の発言はいちいち鋭するどかった。「自分がどこに住んでいたのかとか、今は何月何日なのかとか、そもそも名前すら思い出せないんじゃないですか？　でも、まあ……その辺は安心してもいいですよ。そのうち記憶は蘇よみがえりますから」

「……だから、あんたは何者なんだよ？」

「市内で銀行員をやってました」

「ふざけてないで真ま面じ目めに答えろよ！」

「まあまあ、そんなに興こう奮ふんしないでください」男はそう言うと一度咳せき払ばらいをし、「実は私、末期ガンだったんですよ。医者からは余命半年と言われていました」

「…………」

　突然、何を言い出すんだこのおっさんは。彼女は男のペースに飲まれ押おし黙だまった。

「ところが、ある日、気がつくとあなたと同じように旧市街地を歩いていた」

「……え？　ここは旧市街地なのか？」

「ええ、そうですよ」男は話を続けた。「どうやら、ここ最近、私たちのような人間が増えているようです。ただ、原因は私にもわかりません。たまに同じような境遇の人々と出会うことがあって、情報交換をするんですが、どうやら誰だれも知らないようです」

「なんだよそれ……」

「ですが、そんなことはどうだっていいんです」

「どうして？」

　男が本当にどうでも良さそうな顔をしていたので訊きいてみた。すると──

「私はガンを克服したんですよ。いや、それだけじゃない。今や私は不死身です」

「…………」

　うわ、こいつはちょっとやばい奴やつなのかもしれない。一種異様な雰囲気を鋭えい敏びんに感じ取った彼女はまた数歩、後ずさりをした。

「その顔は疑っていますね」

　当然だろ。バカかお前は。内心でそう返すと、表情からそれを察したのか、「では、実証しましょう」と言って男が側そばのコンクリートブロックに近づいた。

　そして──拳こぶしを引き、なんの躊ちゆう躇ちよもなくその拳をコンクリートブロックに突き出した。彼女は咄とつ嗟さに目を瞑つむっていた。しかし、目を閉じた直後、豪ごう快かいな破は壊かい音おんが耳に入ったため、何事かと思い、パッと目を開いた。すると──

　灰色のコンクリートブロックにぽっかりと穴が開いていた。

「──え？」彼女は何度か瞬まばたきをした。

　信じられない光景が目の前にあった。これがもし、瓦かわらを素手で七枚割った、とかなら称賛に値するだろうが、分厚いコンクリートブロックを拳で突き破る、というのはどう考えても人間業ではない。称賛どころか誰だれもが引いてしまうような現実だろう。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、「これでわかっていただけましたか？」と男がネクタイをくいくいっと直しながら笑え顔がおを浮かべた。

「……今のなんかタネでもあるのか？」冗じよう談だんを捻ひねり出してみたものの声は震ふるえていた。

「あなたにだってできますよ」

「噓うそだろ？」

「試してみればわかることです」男が再び頭を搔かく。「私たちは何も人間離ばなれした腕力を手にしただけではないのですよ。こんなものは『我われ々われ』の能力のほんの一部に過ぎません」

「……あんた」

「はい？」

「あんたやけに親切だな。なんか企たくらんでないか？」

「とんでもない。ああ、でもたしかに怪しいですね。しかし、安心してください。私は単なる通りすがりです。あなたと関かかわりを持とうと思っているわけではありませんから」

「とても信じられないな」

「純粋な親切心からですよ。お仲間ですしね。それに──私も病院服を着て裸足はだしで街を彷さ徨まよっているときに、ある女性から自分に起きた劇げき的てきな変化についていろいろと教わりました。あ、その女性とは一度会ったきりで、しかも、その人も別の誰かから聞いた話を私に流してくれただけなんですよ。つまり、私があなたに言っていることは全すべて又聞きです」

「ふーん」

「あなたを見かけたとき、『自分がいる』って内心で嬉うれしくなってしまったんですよ。おっさんの気まぐれです」

　男はそこまで一気に喋しやべると、急に神妙な顔つきになり、

「ここからはちょっとした注意事項です。よく聞いてください」

「注意事項？」

「はい」

　そのとき、男の眼光が青白く光った──




　　　＋　＋　＋




　その日、玲れい子こは人の生き血をすする、不老不死の存在を認めてしまった。




　玲子はそれほど疑い深いほうではないが、さすがにサンタクロースがいないことは小学校の低学年の時点で気づいたし（もし本物がいたらごめんなさい）、幽ゆう霊れいのように不透明で得体えたいの知れないものがこの世に存在するなどとは思っていない（ただし、幽霊を否定すると呪のろわれるような気がするのであまり口にはしない。それって幽霊を信じているからでは？　と友達からはよく言われるのだが、もしかしたら信じたくないだけなのかもしれない）。

　だが──奈な津つ美みに案内されてその地下室に足を踏み入れ、古びた書物に目を通していると、まるで自分が歴史上の登場人物にでもなったかのような気分に陥り、当時の空気というかリアルな臨場感のようなものを肌で感じ、その奇妙で不可解な世界に圧倒されてしまった。

「今年ことしの十月、誕たん生じよう日びの日にね、突然、父親にこの部へ屋やに放り込まれたのよ」

　紙とインクの匂においが香かおる地下室に入り、明かりを点つけると、奈津美はそう言って苦笑いを浮かべた。

「薄うす々うす感じていたのよ。うちの家には何かあるなって。でも、まさかこんな地下室があるなんて……正直びっくりしたわ」

　地下室は天てん井じようこそ低かったが、広々としていて、玲子は知らず知らずのうちに感嘆のため息を漏もらしていた。個人でこれほどの書物を集めるのは不可能な気がした。地下室には装飾過多な書架が整せい然ぜんと並べられており、古びた装丁の本がずらりと収められていた。

「ここにある本に綴つづられている内容はそのほとんどが史実なの。主にうちの家系の成り立ちとその歴史の変へん遷せんが書いてあるわ。もちろん、今の『主人』との経緯なんかもね」

　いつもは無口な奈津美もその日ばかりは饒じよう舌ぜつだった。いかに彼女が冷静な性格を有しているとはいっても、自分の家系に『人ではない者』が関かかわっていると教えられれば、さすがに動揺せずにはいられないだろう。しかも、奈津美が一連の事実を知ったのはつい最近のことらしいから、まだ実感が湧わかないに違いない。

「玲れい子こ、ほらこの本見て」

　奈な津つ美みが赤い装丁の本を両手で開きながら玲子に差し出してきた。昔のアルバムを開いたときのような、きつい匂においが本から漂ってきて、玲子は思わず顔をしかめてしまった。

「これ、英語……じゃないよね？」タイトルが読めなかったのでそう訊きいてみた。

「フランス語よ。タイトルは腐敗貴族。玲子、血まみれ伯はく爵しやく夫人ってわかる？」

「ううん、聞いたことない」

「ハンガリーにエリザベート・バートリーっていう伯爵夫人がいたのね、十六世紀から十七世紀にかけて。この人には血まみれ伯爵夫人っていう俗称があるの。どうして、そんな物ぶつ騒そうな名前で呼ばれているのかというとね、美び貌ぼうが衰えるのを恐れて、若い女性を大量に殺害して、血のお風ふ呂ろに入っていたからなのよ」

「……それ、本当の話？」

「史実よ。で、この腐敗貴族にも同じような話がたくさん載っているの。ただ、この中に登場する貴族たちはみんな人間じゃなかったのよ──つまり、片かた倉くら君と同じような存在だったの」

　この『腐敗貴族』という物語に関しては不明な点が多く、だが、作者はフィル・ル・ロワイユというフランスの詩人であることがわかっているらしい。三万五千行からなる物語で、中世ヨーロッパの貴族たちの夜の生活を、犬や猫やネズミなんかの視点で描いたもの、とのこと。

　歴史の裏側を見せられた玲子は地下室を出るころには、奈津美に質問することもなくなっていた。納得してしまったからだ。奈津美がこんな手の込んだ噓うそをつくはずがない。

「ごめんね、奈津美」彼女の自室に戻ると、玲子の口からそんな言葉が自然とこぼれた。

「何？　どうして謝あやまるの？」

「どうしてって……なんとなく悪いような気がして」

「なんとなくー？」奈津美はそう言うと紅茶を下品にすすった。

「変な誤解をして申し訳ございません」

「玲子ってとてつもなくバカよね」

「いえいえ、奈津美には及びませんよ」

「なんかムカつくんですけど」

　奈津美と二人ふたりでいるときはいつもこんな感じだ。素直に謝ったあとはこうやって冗じよう談だんを言い合う。付き合いが長いから、真剣な言葉の応おう酬しゆうはあまり続かない。照れがあるからだ。

「そういえば、片倉君、何も教えてくれないんだって？」

　奈津美が話題を変えた。

「うん、あたしが何を訊いてもすぐに誤ご魔ま化かすんだよね……」

「誤魔化すっていうか──」奈津美はコホンと咳せき払ばらいをし、「俺おれは誰だれの指図も受けない……って感じよね。一方的というか、強引というか……かなり我わがままじゃない？」

　……ええ、そうなんです。最初はわざとああいう態度であたしに接しているんだと思っていたんだけど、どう考えてもあれが素なんだよね……。

　玲れい子こは窓の外に見える木き本もと家けの大きな庭の芝生しばふを眺めながら深いため息をついた。
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　翌日の放ほう課か後ご、玲子は誰だれもいなくなった教室で、佳か澄すみと雑ざつ談だんに花を咲かせていたのだが、いつの間にか内容が恋愛相談に変わっていた。佳澄の恋愛──ではなく玲子のほうである。

「うーん、たしかに片かた倉くらが玲子を見つめているときの目はなんか熱ねつがこもっているというか、他ほかの女を見ているときと違うような気がしてたけど、奴やつめ、まさか本気で玲子を狙ねらっていたとは……私の可か愛わいい玲子をかどわかそうとはけしからん！」

　佳澄は薄うす笑わらいを浮かべながら高らかに叫んだ。むしろ、彼は助けてくれたんだけどね、と玲子は内心でつぶやいたが、もちろんあの日の夜にあったことは佳澄に話していない。佳澄には申し訳ないが、ハルにも奈な津つ美みにも口止めされているので、事実をありのままに語るわけにはいかない。ただ、ハルとの現在の関係について疑問がないわけではなかったので、そういう意味では佳澄に相談するのも悪くない。

「で、本題だけど……微妙にいい感じになったのに、その後、三日も言葉を交わしていないんだって？」

「まったく話してないわけじゃないんだけど……」

　無視されているわけではないが、特別扱いされているわけでもない。つまり、以前と何も変わっていないということだ。玲子としては『あの日』を境にして、二人ふたりの関係は劇げき的てきに変化するはずだったのだが、どうやらそれは都合のいい妄想だったらしい。

「ふふふ……ははははっ、玲子君。安心したまえ！」

　佳澄はそう宣言すると、上うわ履ばきのまま椅い子すの上に飛び乗り、さらに机の上に乗り移り、まるでモーセが海を真っ二つに割ったかのような偉大なポーズで玲子を見下ろした。玲子の座っている位置からだと下着が丸見えである。……佳澄、黒い下着なんか穿はいてるんだ。

「見える、見えるぞぉ！　奴の深層心理が見える！」

　佳澄がおかしくなるのはいつものことだが、今日きようはいつにも増してサービス満点だった。

「何が見えるの？」

　ちなみに玲子が佳澄と仲がいいのは、玲子がこういうときに「付き合ってられん」という冷めた目で佳澄ワールド（これは友人間における通称で、つまり独どく壇だん場じようという意味。男子の中には佳澄劇場と呼ぶ者もいる）を否定しないからである。それはさておき──

「簡かん単たんなことよ！　奴はなー、単に照れているだけなんだ！」

「え？　片倉君が照れてる？」……そうだったの？

「その通り！　というわけで、奴やつの心を縦たてに横に激はげしく揺さぶってやれ！　奴も所しよ詮せんは男さ。なーに、かるーく、媚こび売うってやればいいのだ！　そうすれば──」

　トン、と佳か澄すみが机の上から飛び降り床の上に着地した。スカートが盛大にめくれ返ったが、佳澄はそんなことなどおかまいなしに玲れい子この背後に回り、

「──こうやって背後から襲おそいかかってくるに違いない！　もう、間違いないね！」

　後ろから抱きついてきた佳澄が両手で玲子の胸を鷲わしづかみにした。もみもみ、とそれはもう激はげしく、とても冗じよう談だんとは思えないほどの実演っぷりであった。

「ひゃっ……や、止やめてよ佳澄……」

「おお、なんという弾力！　れ、れ、玲子！　お前の乳は誰だれにも渡さーん！」

　ハルの真ま似ねをしているのだろうが、どう考えてもただの変態親父おやじである。

　どうでもいいことだが、佳澄は意外と『女子』にモテる。男性的な一面があるためだろう。そして、意外なことに男友達が多い。といっても彼らとは、「よー、柊ひいらぎ。お前、昨日きのうの深夜プロレス見た？」という特殊な会話の入り方をするのだが。

　──ガラガラガラ。

　そのとき、扉の開く音がして、誰かが教室に入ってきた。

「……お前ら、何やってんの？」

　クラスメイトの青あお木きだった。ちょっと、いや、かなり引いている。

　現在、玲子は衣服が著いちじるしく乱れており、教室の床の上に膝ひざをついている。一方、玲子に覆おおいかぶさっている佳澄はというと、相変わらず胸を鷲づかみにしていて、玲子の肩に顔を乗せ、密着度高めの状態を維持している。勘違いされても、おかしくない状況だった。

「柊……シャレにならんことを……」

「か、勘違いすんな！　ちょっとした冗談だっての！」

　佳澄が慌あわてて玲子から離はなれる。この佳澄の反応は玲子にとって意外だった。

　うーん、佳澄が動揺するなんて珍しいなぁ。

　そう思いながら玲子も衣服の乱れを直し、パンパンと埃ほこりを叩たたき落しながら立ち上がる。

「相変わらずメチャクチャなことやってんな、お前。いつか本気にされるぞ？」

　青木がようやく教室の中に入ってきた。少々、呆あきれ顔がおだ。

「ふん、あんたよりマシだっつーの」

「逆だろ、逆。俺おれのほうが数倍マシだ」

「はーん、数倍ときたか」佳澄が眉まゆを寄せながら、青木の側そばに移動する。「青木、あんた教室に何しに来たの？　もしかして、好きな子の体たい操そう着ぎでも盗みに来たんじゃないの？」
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「はー？」青木は明らかに不ふ機き嫌げんになった。「てめえ、いい加減なこと言ってんじゃねーよ」

「はいはい、すみませんねぇ。あ、そうだ。青木、ちょっとこっち来てよ」

　そう言って佳澄が教室を出て行く。なんだよ、と言いながら青木もそのあとに続いた。

　険悪な雰囲気だったけど、大丈夫かな──

　しばらく呆あつ気けに取られていた玲れい子こだったが、ハッと我われに返りすぐさま二人ふたりのあとを追った。

　二人は廊下の窓際に寄り、何事か言葉を交わし合っていた。言い争っているのだろうかと思ったが、どういうわけだろう、二人とも先ほどまでの険しい表情が噓うそのように消えている。

「なるほど……つまり、俺おれに協力しろと言ってるのか？」

「だって、あんた片かた倉くらとホモ達なんでしょう？」

「俺はホモじゃねえ」青あお木きがムッとした。ムッとして当然だ。「俺はれっきとした異性愛者だからな？　妙な噂うわさ立てやがったら今度はマジで怒るぞ？」

「……もう遅いけどな」

　佳か澄すみがボソッとつぶやいたが、青木の耳には届かなかったようだ。

　うーん、この二人、本気で喧けん嘩かしてたわけじゃなかったのかな？　でも、あれはさすがに度が過ぎてるというか、まあ佳澄だからあれくらい当然と言えば当然だけど──

「玲子。ちょっとこっち来て」

「あ、うん」疑問を抱えたまま二人の側そばに寄る。「どうしたの？」

「作戦会かい議ぎだ」

「え？　作戦って……なんの？」

　佳澄はニヤリと笑えみを浮かべ──

「ふふふ、恋のローラー作戦に決まってるじゃないですか！」
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　作戦はこうだ。ひと気のない場所にハルを呼び出す。玲れい子こがハルと二人ふたりっきりになれるようなシチュエーションを演出するのである。呼び出されたとなれば、ハルも一方的な態度を貫くわけにはいかなくなる。そこへ玲子の一いち撃げきが炸さく裂れつする、というわけだ。完かん璧ぺきな作戦だ。そう完璧なのだ。たぶん完璧。なんせローラー作戦だから。




　白しら坂さか学院の敷しき地ち内ないにある講こう堂どうと礼拝堂を兼ねた建物の二階にその二人はいた。

　佳か澄すみと青あお木きである。

「おい、青木。もうちょっとそっちに動いてよ」

　そう言いつつ、佳澄は青木を肩で押しのけようとしたが、

「角度的にここからしか見えないんだ」

　青木は丸い小窓の正面に立ったまま動かない。しょうがないので佳澄は彼の肩越しに窓の外を見下ろすことにした。青木の身体からだから香水の匂においがする。体臭もわずかに香ったが、嫌いやな臭いではなかった。というか、基本的に佳澄は男性の汗臭さが微妙に好きで（これは誰だれにも話したことがない）、特に青木の体臭は密ひそかに好きだった。理由は不ふ鮮せん明めいだが、この男の匂いを嗅かぐと妙な気分になる。変なフェロモンを発しているのかもしれない。

　……ま、性格は合わないんだけど。

「お前さ、森もり坂さかさんにちゃんとアドバイスしといたか？」

「ふふふ、当然さ。バッチリ精せい神しん論ろんを語っておいた」

「精神論かよ……本当に大丈夫か？」

「平気だって。私の推測ではけっこう簡かん単たんにいくね。細かい作戦なんて考える必要はない」

「ローラー作戦はどこにいった……」青木は呆あきれながらつぶやいた。「で、根拠は？」

「嫌いじゃない女に誘われて断る男がこの世に存在するはずがないからさ」

「……ま、一理あるな」




　そのころ、玲子は講こう堂どうに続く渡り廊下を歩いていた。講堂の裏手で待っているはずのハルのもとへ向かっている途中なのである。今は昼休み、この時間に講堂付近をうろついている生徒はほとんどいない。昼休みにバレーやバスケなどをする場合、講堂ではなく体たい育いく館かんを使うからだ。

「……うう、どうしよう」

　成り行きでこんなことになってしまったが、一体、ハルになんと言えばいいのだろうか。玲子はよくわからぬまま約束の場所に向かっていた。何も考えていないわけではないのだが、候補がいくつもあって、未いまだそれらが絞りきれていない。こういうのは場の雰囲気にもよるから実際にハルと向かい合うまで具体的な言葉は出てこないだろう。そんなことを考えながら歩いていると、いつの間にか講こう堂どうの裏の林に面したコンクリート敷じきの通路に出ていた。ここから林を突っ切っていくと開けた場所に出るが、その先は崖しかない。

「来るのが遅い」

　ハルはむっつりした表情で白い人造石の外がい壁へきに寄りかかっていた。

「い、いい天気ですねぇ……」と玲れい子こは空を見上げながら（曇くもっている）ハルに近づいた。

「俺おれになんの用だ？」いきなり用件を訊きいてきた。

　そっか。そうだよね。片かた倉くら君が世間話なんかするわけないよね……。

「え、ええとですね……」

　いきなり追い込まれてしまった。しかも、なんだか切り出しにくい雰囲気。

　ハルの表情が強こわ張ばった。早く用件を話せ、そんな顔をしている。

　これはもう迷っている暇はない。玲子は思い切って、

「あの……今日きようの放ほう課か後ご、何か用事とかありますか？」

「どうしてそんなことを訊く？」

　即座に棘とげのある言葉が返ってきた。今日のハルは少しイライラしているようだった。

「そ、その……時間があるのなら一いつ緒しよに買い物にでも行かないかな……なんて」

　気恥ずかしくて『デート』などという単語は使えなかった。もっとも、「私はあなたをデートに誘っています」などとは誰だれも口にしないだろうが。

「用件はそれだけか？」

「……え」

　ハルがもたれかかっていた外壁から離はなれた。そして──

「今日は忙しい。また今度にしろ」

　そう言ってポケットに手を突っ込むと講堂を迂う回かいして校舎のほうへ戻っていった。

　また今度にしろ、というハルの言葉が心なしか、くだらないことを言うな、と聞こえた。




　一方、講堂の二階では──

「あれ、もう終わり？」

「……おい、なんか森もり坂さかさん沈んでないか？」

　青あお木きは目を凝こらし、玲子の表情をうかがった。この場所からでは二人ふたりの会話の内容が聞き取れなかったので、終始、表情などから展開を推し量るしかなかったのだが、どうも玲子の落胆した様よう子すを見るに、作戦は失敗に終わったようだった。

「くっそー、作戦は完かん璧ぺきだったはずなのに──」

「何が完かん璧ぺきだ」青あお木きは軽く佳か澄すみの後頭部を叩たたいた。「お前は森もり坂さかさんをそそのかしただけだろ」

「誰だれが誰をそそのかしたってぇ？」

「そそのかしたんだよ。人の気も知らないで」

「あんたが言うか？　だったら最初から協力するなっての」

「…………」青木は無言で佳澄に背を向けた。「結局、恋愛なんて当事者同士の問題なんだよ」

「そんなことわかってる」

「お前は何もわかっていない」

　……まあ、これ以上言っても無む駄だか。こいつは片かた倉くらたちの事情なんて知らないんだし。それにしてもこいつのお節介は中学のときよりもパワーアップしてるな。悪気はないだろうけど。

　青木は、「すまん。お前を責めているわけじゃないんだ」と言い残し、その場を去った。
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　家には誰もいないので予備校から帰宅しても当然ながら明かりは点ついていない。

　真っ暗だ。

　玲子は帰宅すると、リビングのソファーにバッグを置いて、キッチンに入った。冷れい蔵ぞう庫このコンプレッサーの音を耳で感じながら扉を開き、しばし思案したのち、ベーコンとレタスとチーズを手に取り、フランスパンに挟んでハーブ入りのスパイスをかけて食べた。一時間くらいテレビを見てから自室に戻った玲子は机の引き出しから日記帳を取り出した。

　日につ課かである。

　だが、今日きようは筆が進まない。昼休みの一件を思い出すと胸が苦しくなってくる。

「噓うそでも書こうかな……」

　こうなったら願がん望ぼうでも綴つづってみようかと思い、三行ほど書いてみたが、ちょっと読み返してみたところ、そのあまりの図ずう々ずうしさに恥ずかしくなってきて、慌あわてて消しゴムをペンケースから取り出した。その後、気分を変えようと奈な津つ美みから借りたマンガを読んでいたが、ふと机の上に開きっぱなしになっている日記帳が目に入り、何気なくページをめくってみた。




　六月十二日　お姉ねえちゃんが事故に遭あった。




　半年前の日記。たった一文なのはその日だけだった。

　お見み舞まいに行こうかな。そう思った瞬しゆん間かん、背筋が冷たくなった。姉の存在が頭からすっかり抜け落ちていた事実に気がついて戦せん慄りつしたのだ。どうかしている、と思った。ここ最近の玲子は奈津美や佳澄といる時間が極端に長い。家に帰りたくないからだ。意い識しき的てきに家族のことを考えないようにしていたのかもしれない。

　玲れい子こは机を離はなれ、ベッドへ横になった。無音。音のない夜。静かすぎて気持ちが悪いくらいの静寂。半開きのカーテンの隙すき間まから差し込む月明かりが音のない世界を照らしていた。
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　その日、夕食を終え、ハルが席を立とうとすると、向かいに座っていたアニスが、「今日きようはいつになく機き嫌げんが悪い」とつぶやき、「何かあったの？」と訊きいてきた。

「……別になんでもありませんよ」

　そう返してとっとと退散しようとしたが、

「彼女のことでしょう？」

　アニスは足を組み直し、鋭するどい言葉を折り返してきた。サイドにたくし上げのリボンがついたシックなデザインのワンピースを着たアニスの出いで立たちにはそつがない。彼女はたとえ家の中であろうと、だらしない格好をしない。身なりにはそうとう気を遣っている。外出の際は二度と同じコーディネートはしないという徹てつ底ていぶりである。

「青あお木きに聞いたんですか？」

「彼はあなたの監視役だもの」

「……すっかり忘れてましたよ」

「なかなか面おも白しろそうな子。稀まれにああいう体質の人間は見るけれど、女性は数が少ない」

「咎とがめないんですか？」

　そう訊きいてみたがアニスは答えず、

「学校はどう？」

　前にも同じような質問を受けたが、今回は含みが感じられた。

　アニスと生活を共にして数年ほど経たつが、たまに彼女の真意がつかめないことがある。年の功と言ったら彼女は確かく実じつに怒るだろうが、間違ってはいない。

「これから仕事なの」

　ハルが黙だまっているとふいにアニスが席を立った。足元の青いカラータイツが否応なく目につく。そのスリムな足をじっと見つめていると、ふと視し線せんを感じ、ハルは慌あわてて顔を上げた。

「夜が明ける前には帰ると思うけど、もしかしたら少し遅くなるかもしれないわ。午前六時を回っても帰ってこなかったら、私の分の朝食は用意しなくていいから」

　ハルが無言で首肯すると、アニスはリビングを抜け、廊下に姿を消した。




　アニスが出かけたあと、ハルはリビングのソファーで読みかけの文庫本を開いた。

　夜間は暇を持て余す──人間のように睡すい眠みんを取る必要がないからだ。ハルは自宅にある書庫で適当に本を見み繕つくろって読むか、昼間にレンタルしてきたビデオを見るかして時間を潰つぶす。そして、夜が明けたら決まって駅の裏手の通りにあるパン屋に向かう。夜間、仕事の忙しいアニスのために朝食を作るのがハルの日につ課かになっているのだ。

　読書に没頭していると、ドアの開く音が聞こえ、誰だれかがリビングに入ってきた。

　……またあいつか。

　ハルは文庫本をアクリル製の低いテーブルの上に伏せ、ソファーを立った。

　その直後、背中に誰かが飛びついてきた。そして──

「どうだ、おまえのだいすきなきょにゅうだぞ」

　と、たどたどしい口く調ちようでふざけたことを抜かしながらハルの頭をポンポンと叩たたいた。

「洗せん濯たく板いた」

　率直な感想を述べた。子供の戯たわむれごときで平常心を乱すハルではない。

「はたしてごねんごもおなじことがいえるでしょうか」

　異国の少女はそう言うと金色の髪を揺らしながらハルの背中から飛び降りた。

「サウラ」少女の名を呼ぶ。「静かにしろ。読書中だ」

「はー」

　気の抜けた声を発しながら金髪碧へき眼がんの少女がハルの目の前に移動する。

　少女はスイートな感じのする花柄のワンピースを着ていた。丈はかなり短い。膝ひざ上うえまである黒いソックスが足をスマートに見せている。全部、アニスが選んだ服だ。

「相変わらず、はっきりしない返事だな」

　肉体年ねん齢れいは十二歳だとアニスから聞いたことがあった。

　人形のような完全な愛らしさを持った少女だ。出会った人間の顔をにやけさせてしまうような、そんな穢けがれなき幼子だけが持つ、無む垢くな瞳ひとみをこの少女は未いまだ失っていない。中途半端に発達した身体からだ。街に連れ立って繰くり出すと否応なしに目立ってしまう金髪碧眼。ただ、少女の外見は内面とのギャップが激はげしい。サウラの日本語がぎこちないのは彼女が異国の少女だからではない。彼女も人間だったときはまともだったらしいのだが、どうやら『染せん化か』に失敗したらしく、精神構造がまともではないのだ。『染化』とは死を超えてなおこの世界に残留するための術なのだが、その具体的な方法を知る者はごく小数に限られている。ハルも知らない。

「とにかく邪じや魔まをするな……」

　ハルは伏せていた本をつかみ、ソファーに深々と腰かけた。サウラはテレビを点つけてしばらくバラエティー番組を観賞していたが、「あきーたー」とつぶやき、テレビのボリュームを無む駄だに大きくして、それでもハルが反応しなかったので、「いいどきょうだ」と笑いながら、ハルの本を奪って床に放り投げてしまった。これにはさすがのハルもキレた。

「痛い目に遭あいたいらしいな」

　そう吐き捨てるとサウラの足を払い、床に押し倒した。

　これくらい乱らん暴ぼうにやらなければ効果はない。

「うぎゃー」

　それでもわざとらしく叫ぶのでサウラの口を手で塞ふさいだ。

　が、すぐに放した。嚙かみつかれそうになったからだ。

　ハルは、「いい加減にしろ」と強い口く調ちようで叱しかりつけると、サウラの身体からだを引っくり返し、お尻しりをワンピース越しにバシバシと叩たたいた。サウラが履はいていたパンダを模したスリッパがするりと脱げ落ちる。いくら叩いたところで痛みなど感じないから形式的な行為でしかないのだが、サウラはお尻を叩かれると、幼いころの記き憶おくが蘇よみがえるらしく、「ごめんなさい、もうしません！」とこのときばかりは必死に謝あやまる。ハルとしてはこのようなことはしたくないのだが、サウラを静かにさせるためにはこの方法を用いるしかない。
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　その後、読書を再開したが、すぐにまたサウラが喚わめきだした。記憶力が悪いのか学習能力がないのか、それはよくわからないが、とにかくサウラは懲こりない。しかし、午前を回るとサウラはおとなしくなり、自室の天てん蓋がい付ベッドで眠りこける。さっきも言ったように、ハルたちは睡すい眠みんを取る必要はないのだが（そもそも眠くならない）、この少女の場合、睡眠は必須だった。サウラが寝入ると当たり前だが部へ屋やは静かになる。静かになれば必然的に読書にも集中できるようになるはずだが、その日はそれ以上、読書に没頭することができなかった。

　仕方なくハルは外を歩くことにした。お気に入りの黒いコートを羽は織おってマンションの外に出ると、巨大な噴ふん水すいが目印の公園を横切って旧市街地に向かった。

　自然な風合いの外がい壁へき、焼やき斑むらの煉れん瓦がが特徴の建物が続く通りに出た。

　たしかこの辺りはオールド・フレイム・ロードという名前で呼ばれている。まっすぐ進み、突き当たりを右に折れると、ランブリング・ストリートというありふれた名の通りに出る。そこは先日、玲れい子こを暴ぼう漢かんから救った場所だ。その先の入り組んだ路地を抜け、緩ゆるやかな傾斜を上った先はロー・ライフ・ヒルと呼ばれている。どこもかしこも英語ばかりで日本語で呼ばれている通りは一つもない。

　ランブリング・ストリートに差しかかり、玲子の血を味わった場所で何気なく立ち止まってみると、ハルの頭に昼間のことが沸々と蘇よみがえってきた。

『あの……今日きようの放ほう課か後ご、何か用事とかありますか？』

　思い出しただけで腹が立った。

　買い物に行きませんか、だと？　たったそれだけのことでこの俺おれを呼び出したのか？

　ハルは地面に転がっていたペットボトルを蹴け飛とばした。乾いた音を立てながらペットボトルが道みち脇わきの溝に落ちる。それを見届けると、雲に覆おおわれて星一つ見えない夜空を見上げた。




　首に腕が回ったのはそのときだった──




　ハルは背後から何者かの手によって身体からだの自由を奪われた。背中に何か柔らかいものが当たっている。息づかいから相手が女であることがわかった。

　ハルは、「くだらない」と思ったが、抵抗せず、相手の好きにさせることにした。女はハルを冷たい地面に押し倒し、馬乗りになった。そのときになってようやく相手の顔を拝むことができた。栗くり色いろの短い髪。色白で、目が多少つり上がっていて、清せい潔けつな美しさを持った女だった。年齢は自分と同じくらいに思えた。ハルが冷静に分析していると、馬乗り状態の女がきゅっと両足でハルの身体を締しめつけた。顔を近づけてきた女の髪が頰ほおや唇に当たる。息づかいの間に忍び笑いが聞こえる。女は長い爪つめをハルの首筋に当て、なぞるように指先が動かした。もう一方の手が衣服の下に滑り込み、わき腹を撫なでる。そのうち女はハルの首筋をぺろっと舐なめた。そして、舌を這はわせた箇所に硬質な牙きばを押し当て、なんの迷いもなく、ぶつっと皮ひ膚ふを突き破った。その途端とたん、血が溢あふれ出し、女はその鮮せん血けつを喉のどに通し──

「うっ──」

　突然、女が身体を反そらし、口から赤い血を地面に吐き出した。

　この隙すきにハルは女の身体を押しのけ、その場に立ち上がった。

　女は地面に片かた膝ひざをつき、「ぺっぺっ」とピンク色の唾だ液えき混じりの血を撒まき散らしていた。

「血が欲しいのなら人間の血を吸え──相手を選べよ」

　ハルは威圧的な態度で女に警けい告こくした。女は、「なんだって……？」と顔をしかめながらゆっくりとした動作で立ち上がり、一いつ瞬しゆん、ふらついたもののすぐに立ち直った。

「お前みたいな雑ざ魚こが俺おれの血を飲んだら正気を保てなくなるぞ」

　今度は別の警けい告こくを与える。すると女は、

「あんた……人間じゃないの？」

「そんなこともわからないのか」

「……見分けなんかつくかよ」

「瞳ひとみをよく見ろ。わずかだが、夜間は青白く発光しているはずだ」

　女は、「チッ」と舌打ちすると、「抵抗しないから人間だと思った」とこぼし、膨ふくれっ面つらでハルをじっと見据えてきた。まだ警戒心は解いていないようだ。

「お前、その格好はなんだ？　ふざけているのか？」

　ハルがそう指摘すると女は小声で、「仕方ないだろ……これしかないんだから」と一転して弱気になった。けっこう気にしていたのかもしれない。

　女はどういうわけか白いパジャマを着用していた。足元に目をやると不自然なことに素す足あしを晒さらしていて、まるで今まで床についていたかのようだった。

「見苦しい」

「んなこと言われたって金なんかないし……それに格好なんてどうだっていいだろ？　寒さなんて感じないし、裸足はだしだからって足を怪け我がするわけでもない」

「節度の問題だ。お前は暑いからといって全裸で街を歩くのか？」

「……歩かない」

「だったらどうにかするべきだ」

　ハルは女に近づき、「こっちに来い」と命令し、か細い腕を引っ張った。

「は、離はなせ！」

「離さない」

　強引に身体からだを手元に引き寄せる。すると女は静かになった。

　緩ゆるやかな坂を二人ふたりで歩き出す。女はハルに手を引かれたまま、「どこに行くんだよ？」としきりに訊きいてきたが、面倒だったのでハルは答えなかった。数分ほど歩くと、路地の突き当たりにある教会にたどり着いた。青い切きり妻づま屋根のてっぺんに十字架が掲げられている。ハルはその十字架を見上げ、こんな場所を選ぶこともなかったな、と思ったが、別に神聖な場所だからといって何か害があるわけではない。ハルは、「中に入るぞ」と言って開きっぱなしの扉から教会の中に進入した。

　中は天てん井じようが高く室内なのに開放感があった。見上げると、窓は全すべて半円状アーチの丸みを帯びたもので、視し線せんを落とすと、一番奥に祭さい壇だんがあり、中央は通路になっていて、左右に濃こい色の木製の長なが椅い子すと長机が設置されていた。祭壇の近くにマリア像が置いてある。となれば少なくとも偶像崇拝が禁止されているプロテスタントの教会ではないだろう。

「適当に座れ」

　長なが椅い子すのほうを見ながらそう促すと、女はブツブツと文句を言いながらも指示に従った。

「少し待っていろ」

「待ってろって……あんたはどこに行くんだよ？」

「すぐに戻る」

　ハルはその質問には答えず女に背を向けた。非ひ難なんの声が背中にかかったが無視して外に引き返した。自宅までの道のりを頭で思い描きながら多少、早足で自宅に向かった。マンションは旧市街地からそんなに離はなれた場所にはないので、五分もかからず戻ることができた。疲れない身体からだというのはこういうとき便利だ。

　サウラが目を覚ますと厄やつ介かいなので静かに廊下を進み、アニスの自室に無断で入った。クローゼットを開き、さっきの女の顔や体格を思い浮かべ、一番似合いそうなワンピースを一着と黒いソックスを手に取った。あとで適当に理由を捏ねつ造ぞうしなければ、と思いながらクローゼットを閉じ、アニスの自室をあとにした。罪悪感に苛さいなまれながら玄関でブーツを一足拝借し、部へ屋やを出るとエレベーターで二十階から一階へ一気に降下し、最短距きよ離りで教会を目指した。

　ハルは、「バカなことをしているな」と思いながら歩ほ調ちようを速めた。まもなく切きり妻づま屋根の教会が見えてきたが、どうせもういないだろう、と期待せずに足を踏み入れた。

「いつまで待たせるんだ」

　女は長椅子に腰かけ腕を組んでいた。ハルは女が律りち儀ぎに待っていたことに驚おどろいたが、「悪かったな」とあくまで平然とした態度を装った。そして、「これに着替えろ。サイズが合うかどうかはわからないが」と言って衣服の入った袋やブーツなどを強引に手渡した。女はしばしポカンとしていたが、「……どういうつもりだ？　何が目的なんだ？」と険けわしい顔をした。

「別に」ハルは事も無げに言った。「ただお前の格好が気に食わないだけだ」

「……何それ？」

　女は表情を緩ゆるめ、ほんの少しだけ微ほほ笑えんだが、すぐに涼しげな色を表情に宿し、「本当にいいのか？」と袋を両手に抱えハルを上うわ目め遣づかいに見上げてきた。ハルが頷うなずくと、「じゃあ遠えん慮りよはしない」と言って袋の中身を長椅子の上に取り出した。

「今すぐに着替えろ。お前がその服を着るまで俺おれは帰らない」

「……わかったよ。着替えるよ」女はワンピースを手に取った。「あ、あんたさ、ジロジロ見るなよ。あっち向いてろ！」

「逃げるなよ」

「今更逃げるかよ」

　ハルは教会の出入口に向かって歩き出した。外に出て、しばらく冬の冷たい空気を吸っていると、「着替えたぞ」という声が聞こえてきたので中へ引き返した。

　女はハルが思い描いていた通りの格好をしていた。大人おとなっぽいグレーのワンピースがよく似合っている。自分の見立てに間違いはなかった、とハルは満足げに頷いた。しかし、何かが足りないような気がした。そうだ。室内ならこの格好でもいいが、この時期に外を出歩くにしては薄うす着ぎすぎるのだ。ハルは納得したのち、自分のコートをおもむろに脱ぎ始めた。

「これを羽は織おれ。男物だから大きすぎるかもしれないが」

　女の背後に回って黒いコートをかけた。

「あんたさ……」女はため息を吐き出しながら側そばの長なが椅い子すに座った。「すごく自分勝手だな」

「なんだと？」

「自覚ないのか？」

「……特に気にしたことはなかったが」通路を挟んだ向かい側の長椅子にハルも腰かけた。

「周りの奴やつらの苦労が目に浮かぶ」

「人の首にいきなり嚙かみついてくるような奴に説教はされたくない」

「それは悪かったけど、でも、あんた少し気をつけたほうがいいよ。私も今までいろんな奴を見てきたけど、あんたほど高圧的なのは見たことがない。──なあ、もしかしてあんたって古生種って奴？」

「それほど歳としは食っていない」ハルはそう不満げにつぶやくと、「本物の古生種は俺おれなんかよりずっと高圧的で威圧的だ。俺なんてまだ可か愛わいいほうさ」

「上には上がいるか。ま、たしかにあんたからは人間らしさを感じることがある。それでも、この世界に馴な染じみのない奴には取っつきにくいだろうけど」

「人間か……」

「あんただって、この世界で生きている以上は人間と関かかわらざるを得ないだろ？」

「まあな」ハルは素直に頷うなずいた。「お前は人間が嫌いか？」

「嫌いだね」即答した。

「どうしてだ？」

「傲ごう慢まんだからだよ」女はそう言って、「でも、仕方がないことだと思う。人間の寿命は限られているからな。あいつらは常に変化の只ただ中なかにいる。慌あわただしいし、不安定だ。安定したい一心で他者を食い物にする。ま、私らが偉そうに言えることでもないけど」

「それは人間の一側面に過ぎないと思うが？」

「私は人間の悪い面ばかりが気になるたちなんだよ……」

　そう言うと女は急に表情をなくし、虚うつろな瞳ひとみで教会の天てん井じようを見上げた。一いつ瞬しゆん、女から邪悪な雰囲気を感じ取った。……こいつ何か抱えているな。ハルは漠然とそう思った。

「そろそろ行く。これ、ありがとうな」

「気にするな」

　女は軽く手を挙げ歩き出した。だが、途中で足を止めた。そしてハルのほうを振り返りながら、「あのさ……」と何か言いかけたが、「やっぱりいいや」と首を振ってまた背を向けた。

　ハルはその背中に向かって、「おい」と呼びかけ、

「今度、会うときはもう少しマシな格好をしていろ。次は面倒見ないからな」

　女は何も言葉を返さず教会の外に向かい、姿が見えなくなったころに「バーカ」と叫んだ。




　　　＋　＋　＋




　翌日、土ど曜よう日びの夜──

　水音に混じって少女の声が聞こえる。絶叫といえばそうだが、どこかわざとらしさのうかがえる喜き悦えつを含んだその叫びは、どう考えても恐怖からの絶叫ではない。

「うううー、このよのおわりだぁー、みんなにげろー、たっすけてくれー」

　モスグリーンの風ふ呂ろ椅い子すに座ったサウラが両足をバタバタと踏み鳴らす。アニスはシャワーの水量を少し落とし、「ダメよ、目を閉じてなきゃ」と言いながらまだ泡の残っている髪の根元に指を差し込んだ。しばらくシャンプーを洗い流す作業に没頭する。もちろん、シャンプーで終わりではない。トリートメントも必要だ。中途半端なのは許されない。十分に時間をかける必要があった。

「はー、すっきーりした。もうおわり？」

　壁かべに備えつけてある鏡かがみに向かってサウラが問いかける。アニスは満足げに頷うなずいた。他人の髪を洗うのは思いのほか楽しいので、必要以上に時間をかけてしまう。何度も同じところを洗ってしまう。綺き麗れいな髪に触れたいという欲求が自分の中にあるからだろう。

　アニスはサウラの濡ぬれた髪に触れながらうっとりした。

　混じり気のない美しい金髪。透き通った白い肌。ほっそりしていて、今にも折れてしまいそうな骨ばった華きや奢しやな身体からだ。無む垢くな瞳ひとみ。サウラはまるで天使のようだ。

「先に上がってなさい」サウラの頭をポンポンと叩たたく。「私もシャワーを浴びたいから」

「ははぁー」

　サウラはビシッと敬礼すると慌あわただしくバスルームを出ていった。さてシャワーを浴びようか。そう思ってアニスがシャワーに手を伸ばそうとすると、「がちゃ」と音を立ててバスルームの扉が開いた。何事かと振り返ると、「でんわー」と言いながらサウラがひょっこり顔を出し、スイング型の黒いケータイをアニスに差し出した。

「サウラ、ありがとう」受け取ったケータイは激はげしく振動していた。どうやらマナーモードのままにしていたらしい。「もしもし」

『あ、アニスさんですか？』

「その声は直なお人ひとかしら」アニスはバスタブの縁ふちに腰かけた。「今ね、シャワーを浴びていたの」
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『今ですか？　えーと、それじゃあ……あとでかけ直したほうがいいですかね？』

　相手の動揺した声を聞きながらアニスは喜き色しよくを浮かべた。

「構わないわ。用件を」だけど、ストイックに振ふる舞まう。

『……すみません』電話の向こうで咳せき払ばらいが聞こえた。『その、片かた倉くらの件なんですけど……』

「ハルがどうかしたの？」

『その……一般人に正体がバレたわけじゃないですか？　でも、注意を促すわけでもなく、罰ばつを与えるでもなく、好きなようにさせてますよね？　ちょっと甘すぎるんじゃないですか？』

「私はそうは思わない」

『それはどうしてですか？』

「わからない？」アニスは身体からだを捻ひねり、両足を湯ゆ船ぶねの中に落とすと、バシャバシャと湯船を搔かき混ぜ始めた。「ねえ、どうして私がハルを学校に通わせていると思う？」

『それがそもそもの疑問だったんです……何な故ぜですか？』

「私はハルを人間の中に放り込んだのよ」

『人間の中に？』

「そう。私はね、ハルに苦しんでもらいたいの」

『それはつまり、わざと人間と関かかわらせた、ということですか？』

「ええ、その通り」

　アニスは湯船から片足を出した。バスタブの縁ふちを両足で挟む格好になる。湯気に包まれたバスルームを眺めた。サウラの声がリビングのほうから聞こえる。

「人と関われば悲ひ劇げきが起きる。ハルには百年くらい苦しんでもらいたいのよ。私はそれを見て鼻で笑うの」

『悪あく趣しゆ味みですね……』

「あなたには理解できないでしょう。でも、我われ々われにとっては必要な過程と言える。百年と言えば人の人生としては十分すぎるけれど、私たちにとっては微び々びたる時間。ハルには是非とも後悔してもらいたい。直なお人ひと、このことはハルには言わないでね？」

『わかりました』

「ところで……」アニスはケータイを耳に当て直し、「まさか、それだけのために連絡をよこしたわけではないでしょうね？」

『いえ、もう一つあります』彼は素早すばやく対応した。『市内で頻ひん発ぱつしている「染せん化か現象」についてのことで……すみません、これを先に話すべきでした』

「続けて」

『……はい。どうやら主犯はフィンレイ・モルダーという男のようです。もう一世紀以上、生きてますね。おそらく、個人的な興きよう味みに基づいて「染化」を行ったんだと思います』

「もう捕らえたの？」

『まだですが、特に問題なく捕らえることができると思います』

「思います？」

『すみません、今のは単なる自分の癖くせです』

「紛らわしい」アニスは再び湯ゆ船ぶねに浸つかり、「ということは、残る問題は野放しになった出で来き損そこないたちのほうね」

『そうですね。不完全な「染化」だったみたいですから、何が起きるかわかりません』

「犯人のほうは引き続きリアに任せるとして、後処理はこちらでどうにかしましょう」

『どうするんですか？』

「さあ。『血けつ幻げん』でも使って処理しようかしら」

『アニスさんの「血幻」はたちが悪いから止やめておいたほうが……』

「たまには自みずからの血を流すのも悪くない。まあ、今回は使わないと思うけれど」

『血幻』とは血を求めし者たちの血に秘められた、特別な能力のことだ。

　これは二十世紀に入ってからの呼称である。それ以前は呼び名などなかった。現代の『血幻』は、人の記き憶おくや意い識しきを操あやつる幻想系の『血幻』が主流となっていて、アニスはその頂点の一つに立っている。主流といっても流は行やり廃すたれがあるわけではない。記憶や意識を操る『血幻』が同族たちの間に広まったのは、人口の急速な増加と科学技術の発達が背景にある──正体を秘ひ匿とくする必要性が高まったのだ。

「リアによろしく言っておいて」

　その後、事務的な言葉を二、三交わしてから電話を切った。アニスはケータイを脱衣所のカゴの中に戻すとバスルームに戻って熱あついシャワーを全身に浴びた。
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　お店の前にディスプレイされた赤いトレンチコートがとても可か愛わいかったので、思わず玲れい子こは足を止め、つられて立ち止まったハルに向かって、「あの、このお店に入ってもいいですか？」と尋たずねた。するとハルは、「言っただろう。今日きようはお前の好きなようにしろ」と言って先にお店の中に入っていった。何度聞いても耳を疑ってしまいたくなるセリフだ。

　……なんだか落ち着かないな。




　一時間前、教室──

　その日は午後から臨時の職しよく員いん会かい議ぎ（臨時といっても以前から決まっていたようだが、担任はしきりに『臨時』という言葉を多用していた）があるらしく、授業は午前中で終わりだった。せっかく早く終わったんだし、奈な津つ美みたちとどこかに遊びに行こう、と玲子は考えていた。

　ＨＲが終わり、放ほう課か後ごの喧けん騒そうの中、玲子が帰り支度をしていると、

「森もり坂さかさん、ちょっといい？」

　顔を上げると、青あお木きが側そばに立っていた。

　なんだろうと思いながら「どうかしましたか？」と椅い子すに座ったまま言葉を返すと、青木が急に迫ってきて、「片かた倉くらから伝言」と耳元でささやき、

「放課後、藤ふじ下した公園まで来い──だってさ」

　青木はすぐに玲子と距きよ離りを取った。玲子はハッとして周囲を見回したが、誰だれも玲子たちに注目している者はいなかった。

「藤下公園って校門を出て、坂道をちょっと下ったところにある公園のことですよね？」

「そう、あそこ。あいつが段取りを踏んで人を呼び出すなんて珍しいんだよなぁ。もしかしたら決けつ闘とうかもしれないな」

「け、決闘……」

「冗じよう談だんだって」青木がくくくと笑う。「悪いね。あいつ気まぐれだからさ」

「ううん、青木君が謝あやまることじゃないですよ」

「ん、それもそうだな。まあ、そういうわけで、伝えたから」

「わざわざありがとうございます」

　ちょこんと頭を下げると、「いいって」と青木が手を振り、「じゃあ」と軽く目を眇すがめて去っていった。青木君っていっつも爽さわやかなんだよね、と内心で感心しながら机の中から教科書を引っ張り出す。その引っ張り出した教科書を一いつ旦たん机の上に置き、一番上の数学の教科書の表紙を何気なく眺めていると、「放課後、藤下公園まで来い──だってさ」という青木の声がふと蘇よみがえった。

　あ～、どうしよう。この前、片かた倉くら君を呼び出したときすごく怒ってたみたいだったし、本当に決けつ闘とうとかだったらどうしよう。ボコボコにされちゃったらどうしよう。うう、頭が痛くなってきた。玲れい子こはこめかみを押さえながら目を瞑つむった。

「玲子」気がつくと傍かたわらに奈な津つ美みが立っていた。今日きようは髪をアップにしている。「青あお木き君から聞いた。片倉君と待ち合わせなんだって？」

「う、うん……」

「だったら佳か澄すみが来ないうちに行ったほうがいいわよ。あの子が知ったら、きっと『尾行をしよう』とか言い出すから。私が止めても一人ひとりで実行するだろうし」

「佳澄、どこに行ってるの？」

「隣となりのクラス。さっき廊下から覗のぞいてみたけど、あの調ちよう子しだと当分は帰ってこないと思うわ」

「そっか」玲子は教科書を詰め込んだバッグを手に取ると席を立った。「それじゃあ、あたし先に行くね。ごめん、奈津美」

「え、ええ……」

　そのとき、奈津美がこれまでに見たことのない奇妙な表情を浮かべた。

「どうかしたの……？」

「友達に彼氏ができるのってけっこう新しん鮮せんというか、意外に衝しよう撃げきを受けるものなんだなーって驚おどろいてるところ。こういう感覚は初めて」

「──か、片倉君は彼氏じゃないから……」

　そう小声で返すと奈津美は苦笑し、「あ、そういえばそうだった」と珍しく声を出して笑っていた。




　校門を出ると、ものの数分で公園に到着した。学校に近いとはいえ、さすがに冬なので公園内にはハルしかいなかった。彼は噴ふん水すいを囲むベンチの一つに腰かけ本を読んでいた。メガネをかければ文学少年に見えるかもしれない、などとどうでもいいことを考えながらハルの目の前で立ち止まると、

「ようやく来たか。行くぞ──」

　ハルはそう言いながら本をバッグの中にしまうと、ベンチから立ち上がり、いつもと変わらぬ無愛想な面持ちで静かに歩き出した。

「ど、どこに行くんですか？」あとを追いかけながら問いかけると、「買い物だ」と短い答えが返ってきて、さらに「先週、講こう堂どうの裏に俺おれを呼び出したとき、お前が言ったことだ」と当たり前のように言った。

　たしかにあのときハルは、「今日きようは忙しい。また今度にしろ」と言っただけで、はっきりと断りはしなかった。だけど、リアクションは最悪だった。誰だれがお前なんかと買い物に行くか、とでも言いたげな顔をしていたから、てっきり断られたんだと玲子は思っていた。

　藤ふじ下した公園を出ると、坂道を下って市街地を目指した。疑問に思うことはあったが、願ねがってもない展開だったので玲れい子こはハルに何も問いかけず、黙だまって彼と肩を並べて歩いた。




　そして、一時間後──

　食事を終え、街をぶらぶら歩いていると、あるお店のショーウインドーにちょっと気になるコートが飾ってあったので、玲子はハルに断ってそのお店の中に足を踏み入れた。

「いらっしゃいませ」

　控え目な店員の挨あい拶さつに出迎えられハッとした。超高級ブランドというわけではないが、安売りは絶対にしないブランドなので、お店側にも「売って売って売りまくるぞ」という積せつ極きよく性せいは見られない。お好きならどうぞ、といった顔をしている。高校生が気軽に買える服は置いていない。玲子は店員の品定めするような静かな視し線せんに萎い縮しゆくしてしまった。

　……と、とりあえず店内を見て回ろう。平常心。そうだ、平常心で切り抜けよう。

　玲子は気持ちを落ち着けると、マフラーやニットなどが陳列してある中央の棚に向かって歩いた。奈な津つ美みたちと一いつ緒しよだったら、「可か愛わいいなあ」とか「欲しいなあ」とか、すぐに率直な感想が出てくるのだが、ハルが側そばにいるからなのか、緊きん張ちようして商品をまともに吟ぎん味みできない。それに下へ手たにコメントしたら、「センスがない」と罵ののしられそうな気がした。

　よほど、ボーっとしていたのだろう、店員に「どうぞ広げて見てください」と言われていることに気づかず、ハルに、「熱ねつでもあるのか？」と指摘を受けた。

　それから五分ほど店内をうろうろしていると、長いパイプハンガーにかかっている色とりどりのトレンチコートのうち、赤いコートがふと玲子の目に留まった。お店の前にディスプレイされていたコートだとすぐにわかった。しばし時間を忘れて熱心に眺めていると、

「もしよかったら、ご試着なさってはいかがですか？」と背の高い女性店員がやってきた。

「えっと……」

　買う気がないのに試着するのもなんだかなぁ、と思った玲子は返事に窮きゆうした。

「試着しろよ。気に入ったんだろ？」ハルも側そばに寄ってきた。「どれだ？」

「これですけど……」

「まさか、この赤いコートか？」

「そ、そうですけど……似合いませんか……？」

　恐る恐る問いかけるとハルは一いつ瞬しゆん、真顔になり、

「ダメだ」

　と短い言葉で一いつ蹴しゆうした。お前センスないな、と言われたも同然な気がした。

　玲子は顔を真まっ赤かにしてうな垂だれた。

「いいコートだとは思うが、お前にその色は似合わない」

「……え？」

　今のどういう意味だろう？　微妙なニュアンスだったけど……。

　玲れい子こはハルの顔を見上げた。しかし、ハルはすぐにそっぽを向いてしまった。

「こちらのコートは昨日きのう、入荷してきたばかりなんですよ──」

　そう言いながら先ほどの店員が側そばに寄ってきた。ハルは少し離はなれた場所に立っている。

「デザインが大変シンプルですからコーディネートしやすいと思いますよ」

「あ、そうなんですか……」

「実は入荷してすぐに私も買ってしまったんですよ──」

　店員は、いかにこのコートが可か愛わいいか、ということについて熱ねつ弁べんした。ただそこに、「買わないと損ですよ」といったような押しつけがましさは感じられなかった。きっとこの人は洋服が好きで好きでたまらないんだろうなあ、と玲子は思った。熱意がひしひしと伝わってきたからだ。その勢いに気け圧おされて玲子は、「じゃあ、ちょっと試着してみようかな……」と口にしていた。

「では、こちらの鏡かがみの前にどうぞ」

　店員に誘ゆう導どうされて玲子は縦たて長ながの大きな鏡の前に移動した。個人的には赤がいいと思っていたが、店員が「ベージュがお薦めです。きっとお似合いになると思いますよ」と言うので騙だまされてみることにした。

　……あ、これいいかも。こういう色は滅多めつたに買わないから新しん鮮せんだし。

　玲子は意外に思いながら鏡に映る自分を眺めた。顔が少し緩ゆるんでいるのがわかった。

「サイズのほうはいかがですか？」

「えっと……たぶんちょうどいいと思います」

　鏡の前でぐるっと一周してみた。大きすぎず、小さすぎない、ベストなサイズだ。もしかしたらこのコートは、自分のために作られたのではないだろうか、と錯さつ覚かくするくらいジャストフィットだった。

　……どうしよう。欲しくなってきちゃった。でもなぁ……。

　いたく気に入ったものの、問題が一つあった。先ほど試着中に値札を見て、非常に申し訳ない気分になったのだ（お年玉二年分くらいの金額だった）。一いつ旦たん、コートを脱ぎ、さてお店の人になんて言おうか、とあれこれ思案していると、いつの間にかハルが側に立っていて、「気に入ったか？」と声をかけてきた。玲子は軽い気持ちで、「はい、とても」と答えた。

　すると──

「じゃあ、これにしろ」

「え？」玲子はびっくりして、「そ、その……買うつもりはないんですけど」

「何な故ぜだ？」

「何故って言われても……」

　欲しいけど持ち合わせがない。

　ただ、それだけのことなのに、恥ずかしくて言い出せなかった。

「ああ、そういうことか──」

　玲れい子こが俯うつむいていると、ハルが苦笑しながら玲子に近づいてきた。そして、耳元で、「俺おれは金銭感覚が麻ま痺ひしている」と奇妙なことを言ってきた。

「……金銭感覚ですか？」

「ああ、そうだ」ハルは表情を緩ゆるめたまま言った。意図が読めない。「買ってやろうか」

「はい？」

「買ってやると言っている」

「え？　え？　か、買ってやるって……？」

「同じことを何度も言わせるな。あのコートが気に入ったんじゃなかったのか？」

「た、たしかに欲しいなあって思いますけど……」

　玲子はハルから目をそらしながらもじもじした。

　……ぷ、プレゼントしてくれるって言ってるのかな。それとも……。

「煮え切らない奴やつだな」

「そ、そんなこと言われたって……」

　さっき値段を確かく認にんしたが、一万や二万で買える代しろ物ものではない。それにいくらプレゼントだと言われても、今日きようは何か特別な日というわけではないし、彼から物をもらう理由は何もない。あるのはハルの厚意だけだ。ただ、ハルは「金銭感覚が麻痺している」と言っていたから、彼にとっては、これくらい「はした金」の域なのかもしれない。コンビニで雑誌を買う程度の金銭感覚。缶コーヒーを一本おごる程度の軽い気持ち。

「──そう深く考えるな。単なる冗じよう談だんだ」

「え？　冗談？」

「そうだ」

　ハルはそれだけ言うと店の奥のほうに歩いていった。

　玲子はホッとしたような残念なような気持ちでハルの後ろ姿を見送った。

「彼、とてもスタイルがいいですね」

　いつの間にか玲子の真横に先ほどの店員が立っていた。「そうでしょう」と答えるのも嫌味いやみな気がしたので、「ですよねぇ」とまるで二人ふたりで芸能人の話でもしているように相あい槌づちを打った。

　今日のハルはいつもとどこか違う。強引なのはいつもと同じだが、その『強引』も一方的なものではなく、全すべて玲子の意向を優ゆう先せんしたものなのだった。どういう風の吹き回しなのかは知らないが、なんだか落ち着かない。嫌な気分はしないが、いつも以上にハルの言動が気になってしまう。

　……そういえば、今日の片かた倉くら君はこげ茶ちや色いろのコートを羽は織おってるんだよね。服装が関係あるのかどうかはわかんないけど、何か心境の変化があったのかなぁ。

「……ん？」

　ふと店の奥のほうに目をやると、ハルがパイプハンガーにかけてあるダッフルコートを手にとってまじまじと見つめていた。ハルの服装を眺めれば彼がファッションにある種のこだわりを持っていることはわかるが、このお店にはメンズの商品は置いていない。男性が興きよう味みを持つ洋服があるとは思えないのだが。

「どうかしたんですか？」

　やけに熱ねつ心しんに観察しているようだったので側そばに寄って訊きいてみた。

「いや……このコートが似合いそうな奴やつに心当たりがあっただけだ」

「それって──」玲れい子こは躊ちゆう躇ちよしながら言った。「ラドクリフさんのことですか……？」

「ラドクリフ？　ああ……アニスさんのことか」ハルはそう言うと目を細め、「違う。あの人じゃない。別の奴だ」

「あ、そうですか……」

　じゃあ、誰だれのことだろうか。少し、いや、かなり気になった。

「一応、言っておくが──」ハルは玲子を見下ろしながら言った。「アニスさんは俺おれの家族みたいなものだ。変な想像は止やめてもらおうか」

「家族……？」

「その目は疑っているな？」

　ハルはそう言うと話を打ち切って隣となりのフロアに歩いていった。
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　ようやく曖あい昧まいだった記き憶おくが蘇よみがえり、それにより様々なことを思い出した。しかし、どうしても思い出せない空白の時間があった。まあ当然だな、と瞬しゆん時じに原因を把握した彼女は、その「空白の時間」を手に入れるために自宅へ向かった。自宅を漁あされば、なんらかの物的証拠が見つかるはずだった。

　時刻は午後三時。平日、この時間ならまだ誰だれも家にいないはずなので、安心して家の中に忍び込める。彼女は玄関の脇わきに並べてあるプランターの一つをひょいと持ち上げた。案の定、玄関の鍵かぎが見つかった。

　……これって、もうちょっと隠し場所を考えたほうがいいよな。

　彼女は背後を振り返り、誰もいないことを確かく認にんすると二つある鍵穴のうちの上のほうに鍵を差し込んだ。家族の誰もが鍵を一つしか閉めない。これでは二つにした意味がないが、片方だけ閉めると泥どろ棒ぼうが混乱しそうな気がしないでもない。

　家の中には当然ながら誰もいなかった。とりあえず久しぶりに自分の部へ屋やでも覗のぞいてみようかと思ったが、自室だと気を緩ゆるめしてしまう可能性があったので、廊下を奥に進んでいき、父親の書斎に入った。大事なものは父親が管理しているはずだから、彼女の探し物も同じように父親の書斎に眠っているはずだった。

　一つ一つ引き出しや書棚を調しらべていくと、そのうち「入院関係書類」と表に書かれた分厚いファイルが見つかった。ふと窓の外から誰だれかが覗のぞいているような気がしてハッとしたが、気のせいだった。どうも敏感になっているようだ。彼女は父親の机の前に移動した。そして、その上にさっき手にしたファイルを載せ、恐る恐る開いてみた。

　表に「入院関係書類」と書かれていた通り、中には「入院証明書」や「診断書」などといった書類が一枚一枚ファイリングされていた。彼女はとりあえず「入院証明書」を上から下まで眺めてみた。すると、「下記の者は入院していることを証明します」という一文が中央に書いてあり──その下に自分の名前が書いてあった。やはり自分は入院していたのだ。パジャマを着ていたのはそのためだろう。

　彼女はパタンとファイルを閉じ、書斎をあとにした。このファイルを入念に読めば、自分がどのような事故にあったのかわかるだろうし、空白の時間に何があったのかも、だいたい把握できるはずだ。

　彼女は書斎をあとにすると自分の部へ屋やに立ち入り、クローゼットから下着や洋服を何着かとハンガーにかけてあるお気に入りのコートを手に取った。その後、家族の部屋を一通り見て回っていたが、母親の部屋に入ったとき、ふとテーブルの上の置おき時計どけいが目に入りハッとした。

「そろそろ行くか……」

　長居するのは危険だ。家族とは会いたくないし、万が一、遭そう遇ぐうしてしまった場合、今の自分の状況を上う手まく説明できる自信がない。幽ゆう霊れいだと思われても仕方がないだろう。もはや自分は人間とは別の生き物なのだ。家族とは一いつ緒しよにいられない。自分はここにいてはいけない存在なのだ。

　彼女は廊下に出た。

「さて……」

　今後やるべきことと言ったら一つしかない。

　復ふく讐しゆうだ。

　自分をあんな目に遭あわせた薄うす汚ぎたない人間たちを皆殺しにしてやるのだ。

　そして、それが終わったら──




　　　＋　＋　＋




　自分ばかり楽しむのは不公平な気がしたので、今度はメンズ物を扱っているお店を覗いてみた。ハルの行きつけのショップは玲れい子こがたまに奈な津つ美みと訪れる雑居ビルの中に入っていた。どうやら気に入ったマフラーがあったようなのだが、「俺おれだけ買うのは気に入らない」と言ってハルは何も買わずにお店を出てしまった。

　薄うす暗ぐらい通路に出ると、玲れい子こはふと思い出したことをハルに告げた。

「ここの五階に中高生に人気のあるカフェがあるんですけど、行ってみませんか？」

「五階のカフェなら何度か行ったことがある」

「あ、そうなんですか？」

「青あお木きがよく待ち合わせ場所に使うんだ」

「そうだったんですか……」

　えーと、じゃあどうしよう。別のところに行ったほうがいいのかな……。

　玲子は思案しながら視し線せんを彷さ徨まよわせた。

「どうした？」

「い、いえ……なんでもありませっ──」

　舌を嚙かんだ。しかも、思いっきり。

　妙な間が訪れる。

　……緊きん張ちようするとたまに嚙んじゃうんだよね。気を落ち着けないと。

「どうした？」さっきと同じ言葉を投げかけながらハルが側そばに寄ってくる。

「あ、あの、知ってるお店なんだったら、別のところに行きましょうか？」

「いや、俺おれとしては上でコーヒーが飲みたい。まあ、お前の意向に任せよう」

「じゃあ、五階に行きましょう。あたしもあそこのコーヒー好きなんですよ」

「お前、コーヒーなんて飲めるのか？」

　通路を歩き始めたハルが、ふっと笑えみを浮かべる。

「の、飲めますよ、コーヒーくらい。砂さ糖とう三杯くらい入れれば……」

　小声でそう返すと、隣となりを歩いていたハルが急に立ち止まった。

　肩と肩が触れ合ってしまうほどではないが、この雑居ビルの通路や階段はかなり狭く、光も差し込まないので、昼間でもけっこう薄暗い。なんでもこの雑居ビルはもともとアパートだったらしいのだが、それまでオーナーだった人が亡くなると、新しいオーナーである息子が、「立地条件を考えると雑居ビルのほうがいい」と言い出し、あっという間に業者を手配してリフォームを施してしまったらしい。各階のそれぞれのお店の入口には今でも、「二○二」といったような部へ屋や番号がついたままになっていて、おまけにチャイムまで残されている（鳴らないようだが）。奈な津つ美みに聞いた話では、「今日きようは三○二にでも訪問するか」といった会話が常連客の間では交わされるらしく、友達の家に遊びに行くような不ふ思し議ぎな感覚が味わえる、とそれなりに評判がいいらしい。

　すぐに歩き出すだろうと思って玲子が通路の先にある階段を上ろうとすると、背後から気配けはいが近づいてきた。ハルが追ってきたのだろうと思ったら、いきなり後ろから抱きしめられ、玲子は身体からだをビクッと震ふるわせながら「ひゃっ……」と悲鳴を上げた。

「ど、どうし……たん……ですか……？」

　必死に声を絞り出すが動揺で声が切れ切れになってしまう。

「俺おれから……離はなれろ」

「え？」

「いいから……言う通りにしろ」

[image: ]

　と言われても身動きができない。肘ひじを当てて引き離そうとしたがどうしてもハルの抱ほう擁ようから抜け出せない。首筋にハルの冷たい指先が触れた。頭が混乱していたが、このまま身を委ゆだねてしまいたいという気持ちがわずかに浮上してきた。しばらくもがいていると、ハルが突然、玲れい子こを前に突き飛ばした。幸い、階段の上のほうを向いていたので、下に転がり落ちることはなかった。背後でハルの荒い息づかいが聞こえる。玲子はハルから距きよ離りを取った。後ろを振り返ると、「……先に行け」と言うので玲子は階段を五階まで駆け上がった。そのままの勢いでカフェに駆け込むと店員が驚おどろいたような顔で、「いらっしゃいませ……」と玲子に声をかけた。




　ハルがカフェに姿を現したのは五分後のことだった。彼は窓際のボックス席に座っている玲子を見つけると、店員にその旨を伝えてから、玲子のところへやってきた。そして、ソファーに深々と腰かけると、

「取り乱してすまなかった」

「い、いえ……」玲れい子こは冷たい水を一口飲んだ。

「薄うす暗ぐらい場所はなるだけ避けたほうがいい」

「え？」

「昼間はそれなりに理性を保てるが、ああいう場所で二人ふたりっきりになると危険だ」

「じゃ、じゃあ……やっぱりさっきのは……」

「想像通りだ。まあ、薄暗いとはいっても、相手がお前でなければ何も問題はないんだが」

「え、それってどういう？」

「お前の血が魅み力りよく的てきすぎるからだ」ハルは玲子を見つめながら言った。「多少、離はなれていてもお前の血の匂においは香ってくる。長時間、一いつ緒しよにいるとどうにかなってしまいそうだ」

「み、み、みりょ……」

　告白されたわけでもないのに玲子は顔を真まっ赤かにさせて俯うつむいてしまった。ハルの言葉には破は壊かい力りよくがある。彼はただ普通に話しているだけなのかもしれないが、彼の普通は普通ではない、と玲子は思う。何気ない一言一言が玲子の心を乱らん暴ぼうに搔かき乱すのだ。

「……あの、さっきはどうして、そ、その……先に行けって──」

「なんだ？　残念がっているのか？」ハルはずばり玲子の真意を言い当てた。

「い、いえ……そういうわけじゃ……」

「わかりやすい奴やつだよ」ハルはうす笑えみを浮かべ、「人間に見つかると厄やつ介かいだろう？　だから、意い識しき的てきに衝しよう動どうを抑え込んだんだ。ある程度なら制御できる」

「そ、そうだったんですか……」

　当然と言えば当然である。普通、人の首に嚙かみついている人間を目もく撃げきしたならば、その異常な行為に戦せん慄りつするだろうし、人に危害を加えているようにしか見えないはずだから、その行為は犯罪として映るだろう。通報されたら傷害罪で逮捕される可能性もある。

「前にも一度、訊きいたが……お前は俺おれが恐こわくないのか？」

「最初は恐かったです。でも、片かた倉くら君は優やさしい人ですから」

「俺は『人』ではない。人とは相あい容いれない立場にいる」

　はっきりそう明言するとハルは口を閉ざし、窓の外に視し線せんを投じた。その直後、ウェイトレスがやってきた。顔を店内に戻したハルが、「コーヒーだろ？」と言うので、「はい……」と小声で返答した。

　バッグの中のケータイが着信音を奏で始めたのはウェイトレスが厨ちゆう房ぼうに引き返し始めたときだった。通話のようだったので、玲子は慌あわててバッグを開き、中をまさぐった。

「も、もしもし？」

　相手も確かく認にんせずに出ると、

『玲子か？　お父とうさんだ』

「え？　お父さん？　……いきなりどうしたの？」

『今、仕事が一段落したところなんだ』

「あ、そうなんだ……それで何かあったの？」

　父親はよほどのことがなければ玲れい子こに電話をよこさない。メールで事務的なことを交わし合うことはたまにあるが、父親のほうから玲子に何か伝えることがある場合、たいていは家に帰ってきたときにまとめて話す。

『お前には黙だまっていたんだが──』電話の向こうで父親が神妙に語り始めた。『美み幸ゆきが病院から姿を消した。数日前に病院のほうから連絡があった』

「──え？」

　自分のことではなく姉か母親のことだろうとは薄うす々うす予感していたが、父親の口から発せられた言葉は玲子に大きな動揺を与えた。内容が突とつ飛ぴすぎて、理解が追いつかなかった。

『一昨日おとといの新聞の一面を見たか？』

「新聞……？」

『入院中の患者が夜間に姿を消す事件が相次いでいるらしい。俺おれもよく事態を把握していないんだが、美幸もその事件と関かかわりがあるのではないか、と警けい察さつからは説明を受けている』

「そ、それでお姉ねえちゃんは見つかったの？」

『いや、まだだ』

「お、お父とうさん！　悠ゆう長ちように仕事してる場合じゃないじゃない！」

　玲子は興こう奮ふんして知らず知らずのうちに大声を出していた。

『玲子、落ち着きなさい。大きな事件なんだ。個人でどうこうできるレベルの話ではない』

「で、でも……」

『すまない玲子。やはり伝えないほうがよかったな……』

「ううん、知らせてくれてありがとう」

『明あ日すは家に帰るつもりだ。家を空けてばかりですまないな』

「あたしは平気だよ。お仕事頑張ってね」

　照れくさくなったのだろうか、父親はわざとらしく咳せき払ばらいをするとすぐに電話を切った。

　……一番大変なのはお父さんだよね。あたし、なんの役にも立ってないのに、こんなところで遊んで……なんだか申し訳ないや。

「何かあったのか？」いつまでも俯うつむいていたからか、ハルが声をかけてきた。

「それが……」

　玲子は姉が病院からいなくなったことをハルに伝えた。その後、「入院？」とハルが首を傾げたので、慌あわてて時間を遡さかのぼり、姉が入院するに至った経緯を、ウェイトレスが運んできたコーヒーを飲みながら大おお雑ざつ把ぱに語っていった。話が終わると、「そろそろ出るか」とハルが席を立ち上がった。店を出ると、「先に下りろ」とハルに促され、雑居ビルの階段を別々に下りた。先に下りた玲子は一階の雑貨店の前でハルが来るのを待った。彼が姿を見せると玲子は、

「あの、今日きようはそろそろ……」

「帰るのか？」

「はい……」

　ハルには申し訳ないが、このまま買い物を続ける気分にはなれなかった。たぶん自分がこのあと家に帰って勉学に励んだとしても、病院から姿を消した姉が発見されるわけではないだろう。ハルとのデートを続行してもしなくても何も変わらないだろう。いくら禁欲的に振ふる舞まっても、それは単なる自己満足に過ぎない。だけど──

「すみません……」

　玲れい子こはぺこりと頭を下げると家の方角に向けて歩き出した。が、すぐに背後から足音が近づいてきて、玲子の隣となりにハルが並んだ。ハルは小声で、「家まで送る」と言って玲子の頭をポンポンと叩たたいた。




　目の前に赤あか茶ちや色いろの外がい壁へきの二階建ての家が建っていた。玲子の自宅だ。道路と庭の境にアーチ型の門があり、石製の表札には『森もり坂さか』の二文字が刻み込まれている。私生活を覗のぞかれているような気がして、ハルに自宅を見られるのはなんだか恥ずかしかった。

「……あれ？」

　玲子は玄関横のプランターをどかした瞬しゆん間かん、マヌケな声を出していた。門の外でその様よう子すを見ていたハルが、「どうかしたのか？」と言って近づいてくる。

「いえ、その……」

　玲子は玄関の扉に手を伸ばしてみた。すると──

「開いてる……」

「鍵かぎを閉め忘れたんじゃないのか？」

「そんなことはないと思うんですけど……」

　今日の朝、家を出た直後、忘れ物をしたことに気づき、玲子は中に引き返したのだが、再び扉を施錠したあと、扉が閉まっているかどうか何度か確かく認にんした。いつもは無む意い識しきのうちに鍵をかけているが、今日は忘れ物をしたため、そのことが記き憶おくに残っていた。

　そもそも、プランターの下に隠しておいた鍵がなくなっているのだから、玄関の鍵が開いている理由は一つしかない。




　中に誰だれかがいるのだ。




　ブランターの下が鍵の隠し場所になっていることを知っているのは家族だけだ。さらに言えば、父親はまだ仕事場にいるはずだし、母親も実家にいるはずだ。

　だとすれば、あとは──

　玲れい子この脳裏に飛ひ躍やくした想像が浮かび上がってきた。普通に考えれば泥どろ棒ぼうがプランターの下の鍵かぎを見つけて中に侵入した、と考えるべきなのだろうが、玲子は父親からの電話を受けて、非現実的なことに敏感になっていた。

「おい……待て！」

　ハルが呼び止めるのも聞かずに玲子は扉を乱らん暴ぼうに開き、家の中に飛び込んだ。

　靴を脱ぎ捨て、廊下を進んでいき──

　途中で足を止めた。リビングから人ひと影かげが飛び出してきたからだ。

「……え」

　背筋が冷たくなっていくのを感じた。自分の家の中にいるはずなのに、知らない家に無断で立ち入ったような気分になった。現れた人影は玲子の青ざめた顔を眺めながら、

「その慌あわてっぷり、変わらないな」

　そう言ってゾッとするような酷こく薄はくな笑えみを浮かべた。

　姉が──森もり坂さか美み幸ゆきが目の前に立っていた。

　玲子は病院のベッドで眠っている姉の姿を何な故ぜか思い出してしまいハッとした。今、目の前に立っている姉は果たして本物の姉なのだろうか？

　現実感のないその光景に倒とう錯さくを覚えた玲子はへなへなとその場にへたり込んでしまった。

　姉は黒いコートのポケットに両手を突っ込み、気だるそうに廊下を歩き、玲子との間の距きよ離りを縮ちぢめていった。と、急に表情が険けわしくなり──

「あんた……」

　姉の目は玲子ではなく、背後、玄関のほうに向けられていた。

　扉の閉まる音がして、外からの光が遮断され、窓のない廊下が薄うす闇やみに包まれた。

「驚おどろきだな」

　ハルの声が聞こえた。その言葉が何を意味するのか玲子にはわからなかった。

「偶然か？」姉の声は少し上ずっていた。「まあ、なんにしろ……こんな形であんたとは再会したくはなかったよ」

「同感だ」

　近づいてきたハルが玲子の腕をつかみ、ぐっと力強く持ち上げた。立ち上がった瞬しゆん間かん、ふらついてハルの身体からだに寄りかかった。背中を支えてもらわなければ立っていられなかった。

「姉妹にしては随分と似てないんだな」

「私は父親似、玲子は母親似だからな。私のほうが男らしいだろ？」

「なるほど」ハルは納得したように頷うなずいた。「ところで、お前は例のあれか？」

「例のあれがなんなのかよくわからないが、まあ想像通りだろうな」

「それは残念だ」

「酷ひどい言い草だな。少しは相手の身になって考えられないのか？」

　玲れい子こは黙だまって二人ふたりのやり取りを見ていた。割り込む隙すきはない。

　二人とも言葉が軽かった。まるで昔からの知り合いであるかのようだった。玲子は一人ひとりだけ別の世界に閉じ込められたような気分を味わっていた。会話についていけない自分は恥ずべき存在であるように思えた。

「玲子」姉に肩を叩たたかれた。「それなりに楽しい人生を送ってるみたいだな」

　一いつ瞬しゆん、自分が声をかけられているとは気づかなかった。

「聞いてるのか？」

「あ、うん……」

「私が事故に遭あって清せい々せいしたんじゃないの？」

　その一言でようやく玲子は自分を取り戻したが、すぐに頭に血が上り、

「そ、そんなことない！」

「お父とうさんもお母かあさんもあんたには期待してなかったし、これでようやく自分の番が回ってきたとか思ってるんだろ？　別にいいよ。私ばかり優ゆう遇ぐうされてたからな」

「へ、変なこと言わないで！　あたしそんなこと思ってない！」

「どこまで人がいいんだ？　なんでだよ？　なんであんたは昔からそうなんだよ！」

　姉がものすごい剣けん幕まくで詰め寄ってくる。顔が間近に迫ってきてようやく姉の顔が異様に青白いことに気づいた。

「──姉妹喧げん嘩かはその辺にしておけよ」

　ハルが玲子たちの間に割って入ってきた。すると、姉が頰ほおを緩ゆるめて、「相変わらずマイペースだな、あんた」とつぶやき、玄関に向かって歩き出した。

「お姉ねえちゃん、待って！」

　そのまま立ち去りそうな雰囲気だったので、玲子は慌あわてて呼び止めた。呼び止めて、それからどうするのか、先のことはまったく何も考えていなかったが、呼び止めなければならないと咄とつ嗟さに思った。

「もう私はあんたの姉でもなんでもないんだ。気安く話しかけるな」

「な、なんでそんなこと……」

「まあいいや……これが最後だし。少しくらいなら付き合ってやるよ」

　そう言ってこちらを振り返った。険けわしい表情は変わっていない。

「お母さんは元気？」

「お、お母さんは……実家に帰ってる」

「実家に？　まさか離り婚こん？」

「そうじゃないけど……お姉ちゃんが事故に遭って入院してから、ちょっと精神的におかしくなって……」

「へぇ、そうなんだ」姉は平然としていた。

「お、お姉ねえちゃんは、どうしてここにいるの……？　というか……なんで普通に……」

「どうして普通に歩いたり喋しやべったりできるのかってこと？」

「う、うん……」

「そいつと同類だからだよ」

　姉はハルを指差しながらそう宣言した。

　同類。

　玲子はその言葉を聞いて、あの日の夜のことを思い出した。

　旧市街地で暴ぼう漢かんに襲おそわれ、ハルに助けられたときのことだ。

　いつまでも終わらない激はげしい吸血。意い識しきが飛びかけた。いや、飛んだのだろう。目を覚ましたとき玲れい子こはハルの腕の中にいたのだから。

「──これでもお前は俺おれを恐れないのか？」

　目覚めた玲子にハルはそんな質問を投げかけてきた。玲子は迷わず頷うなずいた。言葉で説明することはできなかったが、ハルに対して恐怖を抱いていないのはたしかだった。ハルは、「変な奴やつだ、お前は」と言って会話を打ち切った。玲子は会話が途切れて間もなく、




「片かた倉くら君は──吸血鬼なんですか？」




　そんなセリフが自然と口からこぼれた。言ってから、何言ってるんだろう、と自分の言動に戸惑いを覚えたが、「今更な質問だな」という答えがすぐに返ってきた。玲子はそれを聞いて安あん堵どしたが、そうやって言葉によって確かく認にんしたことで、ハルをよりいっそう遠くに感じた。

　そして、今。

　姉は「自分はハルと同類だ」と宣言した。

　言葉の通り受け取れば、姉は吸血鬼、ということになるが、まだ現実味が湧わかない。

「──あ、そうそう。忘れるところだった」

　姉がおもむろにコートを脱ぎ出した。そして、「これ、あんたに返しておくよ」と言って脱いだコートをハルに投げつけた。ハルは「律りち儀ぎな奴だ」とつぶやき片手でそれを受け取った。

「そろそろ行くから。玲子、玄関の鍵かぎはリビングのテーブルの上に置いといたから──」

「──ま、待ってよ！」

「もう待たない」

　姉は断定口く調ちようでそう言うと、今度こそ玲子に背を向けた。そして、まるで独り言のように、

「家の中を少し漁あさってみたけど……みんな事故だと思ってるんだな。少しは期待してたんだけど……やっぱり生前の行いが悪かったのかな」

「え、それってどういう……」

　ガチャ、と音がして扉が開いた。

　閉へい塞そく感かんのあった家の中に西日が差し込み、冷風が舞まい込んできた。

「あれは不ふ慮りよの事故じゃない」姉の声が風に乗ってきた。

　玲れい子こは息を吞のんだ。側そばでハルが手を握ってくれている。

「私は──自みずからの意思で死を──」

　声が途中で途と切ぎれ、バタン、と扉が閉まった。
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　ようやく三人目を始末した。

　一人ひとり目め、二人ふたり目めまでは簡かん単たんにいったが、三人目はやや手間取った。まとめてケリをつけておくべきだったかもしれないな、とひと気の薄うすい路地裏を歩きながら美み幸ゆきは思った。相手は犬や猫ではない。人間だ。仲間の不幸がなんらかの形で伝わったのは間違いない。となれば、最後のターゲットは一ひと筋すじ縄なわでは行かないだろう。

　美幸はふと三人目の男の血の味を思い出した。

　なかなか息絶えなかったので、死ぬ前に少し生き血を頂ちよう戴だいしたのだ。人間の血がこれほど美お味いしいとは意外だった。いや、違う。自分はもはや人間ではないのだから、人間だったころの常じよう識しきや感覚は通用しない。全すべては過去のものでしかないのだ。

　路地の奥にある教会が見えてきた。この辺りは、旧市街地の中ではそれなりに治安がいいらしいので、記き憶おくを取り戻してからというもの、美幸はこの教会を拠点に活動していた。地下鉄の駅にも近いのでなかなか便利な場所だ。

　無人の教会に足を踏み入れると、自宅から持ち出してきたグレーのコートを脱ぎ、側そばの長なが椅い子すにかけた。そして、自みずからも長椅子に座り、コーヒーショップで調ちよう達たつしてきた、ピタサンドとカフェモカの入ったカップを長机の上に置いた。人の生き血を定期的に摂取していれば、食べ物や飲み物を口に入れる必要はないのだが、どうも吸血だけでは味気ないというか、非人間的というか（実際、もう人間ではないのだが）、精神的に落ち着かない。だから、今も朝と夜の二回、食事を取っていた。

「美う味まいことは美味いんだよな……」

　まだ人間に未練があるからこうやって食事を取っているのかもしれない、と美み幸ゆきは思う。

　自分はそれなりに恵まれた環かん境きようで育ったはずだった。それなのに、いつの間にか不本意な現実の中に身を投じていた。噓うそで塗ぬり固められた世界を生きていた。

　……玲れい子こはどうして私と正反対の性格になったんだろうな。

　美幸は玲子のバカ正直な性格をずっと羨うらやましく思っていた。本人は「不器用なだけだよ」と言うかもしれないが、他人に腹の底を一切見せない自分よりはずっといい。ただ、バカ正直な人間は悪い人間に騙だまされやすいから、そういう意味では玲子の将来が多少心配ではある。

　昔からそうなのだが、玲子はとにかく危なっかしい。誰だれかが見守ってあげなければいけないのだ。小学校時代は、自分がその役目を担っていた。中学・高校と歳としを取るに従い、お互い距きよ離りを置くようになっていったが、玲子が高校に入学してからも、美幸は玲子と言葉を交わすことで、日々の動向をそれとなくうかがっていた。変な友達と付き合い始めれば、服装や態度などですぐにわかるからだ。

　でも、もうそんな心配はしなくてもいい。

　あの男が玲子の側そばにいるのなら──

「ふぅ……」

　美幸は礼拝堂の背後を彩る亀き裂れつの入ったステンドグラスを見上げた。この教会に美幸を引っ張ってきたのはあの男だった。なんて強引な奴やつだ。最初はそう思ったが、なんの魂こん胆たんもないことがわかって拍子抜けした。目つきが悪く、態度も悪く、我わがままで、口も悪かったが、根は優やさしい男だった。

「──お、いたいた」

　美幸がピタサンドを食べ終えたころ、教会の入口から二人ふたりの男女が姿を現した。

　一人ひとりはツバのある帽子をかぶった若い男性、もう一人は茶髪で色白の女性。

　最近、知り合ったばかりの同類である。

　外見以上の情報は何も知らない。名前も知らないし年ねん齢れいも聞いていない。

　お互い、情報交換だけが目的だった。深入りはしない約束なのだ。

「なんでそんなもの食べてるの？」茶髪の女が笑いながら美幸の隣となりに腰かける。

「なんとなく」

　そう答えると茶髪の女は「何それ……」と少しだけ不快そうな顔をした。美幸はこういう無ぶ粋すいな女が少し苦手だった。いや、少し、ではない。かなり、である。

「で、何か用？」

　美み幸ゆきは茶髪の女にではなく、帽子の男のほうに訊きいた。こちらのほうが、話がわかる。

「明日あしたの件について」帽子の男は美幸の前に立ち、神妙な顔つきで答えた。

「それって、この前言ってた？　あれ、本気の話？」

「本気も本気」

「あんなの誰だれも信じてないだろ？」

　美幸が半笑いで言うと、「私も信じてないよー」と珍しく茶髪の女が美幸に同意した。

「ホント、バカバカしい話よ。みんなマジになっちゃって。バカみたい」

「いい加減、信じろよ」帽子の男がうんざりしたように言う。

「信じろ信じろってバカの一つ覚えみたいにバカじゃないの？」

　茶髪の女がムッとした顔つきで、長なが椅い子すから通路に降り立った。そして、「気分悪い。タバコ吸ってくる」と言って教会の外に出ていった。

「あらら、怒らせちゃった」

　美幸がそう言って煽あおると、帽子の男は、「あんただって悠ゆう長ちように笑ってる場合じゃない」と煽ったことに対して怒っているのではないだろう、静かな怒りを湛たたえていた。

「あんた、本気で信じてるんだな」

　茶ちや化かすような雰囲気でもなかったので真ま面じ目めな口く調ちように切り替えた。

「俺おれたちがこうして生まれ変わったことからして、信じられないようなことなんだ。そのことをあんたもあいつも失念している」

「何が起きても不ふ思し議ぎじゃないってことを言いたいのか？」

「そうだ。それに……」

「それに？」

「もう始まっている」

「は？」それは意表を突く発言だった。「……どういうことだ？」

「基本的には明日がタイムリミットらしいんだが、どうやら個人差があるらしい」

「……冗じよう談だんだろ」

「噓うそじゃない。この目で見たからな」

　美幸はそれを聞いて言葉を失った。

「別に俺は、あんたに『例の計画』に参加するよう勧めているわけじゃない。個人的にはあんなのどうだっていいんだ。乗り気な奴やつのほうが多いみたいだがな……」

　帽子の男はそう言うと美幸に背を向け教会の入口のほうを向いた。

「用件はそれだけだ」

「親切にどうも」美幸は動揺を悟られないよう早口で返した。

「あんたは強いな。あいつにも見習って欲しい」

　あいつ、とはきっと茶髪の女のことだろう。二人ふたりがどういう関係なのかはわからないが、現れるときはいつも二人一いつ緒しよだから、単なる知り合い、ということはないだろう。まあ、どうだっていい。所しよ詮せんは他ひ人と事ごとだ。

「邪じや魔ましたな」

　帽子の男が姿を消す。

　美み幸ゆきは冷たくなったカフェモカを口に含んだ。

　あんたは強いな。

　帽子の男の言葉が頭をよぎる。

　まさか、と美幸は鼻で笑った。
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　昼休み、カフェテリアで食事を取ったあと、玲れい子こは教室で勉強に精を出していた。期末考査はすでに終わったが、一週間後に校内実力テストが控えていた。そのため、玲子は暇さえあれば勉強している。ところが、実力テストは出題範はん囲いが広く、というより今まで習ったことの全すべてが試されるわけで、となれば玲子の学力では今更勉強したところでいい結果は望めない。

　……でも、テスト前は勉強していないと落ち着かないんだよね。

　真ま面じ目めな人間は総じて気持ちの切り替えが苦手なもので、それは玲子も例外ではない。しかも、玲子の場合、不ふ謹きん慎しんなことに敏感な上に小心者だから、いくら車が通っていなくても赤信号を無視することはないし（赤信号を無視すると悪いことが起きそうな気がする）、また、青信号を渡っているときでさえ、例えば車が左折して入ってきたら、申し訳なさそうに俯うつむいて足早に横断歩道を駆け抜けてしまう。

　要は不安だから玲子は勉強しているのだ。ただ、闇やみ雲くもに勉強しても意味がないので、とりあえず最近、習ったところだけでもちゃんと理解しておこうと思い、手始めに苦手な数学の教科書を開いてみたのだが、やはりわからないことだらけで、「えっと、この公式は先月習ったような……」とページを左にめくっていき、「これを解くためには、前の章で習った公式が必要だから……」とますますページが戻っていき、ついには昨日きのう、中学時代の数学の教科書を物置から引っ張り出した。さすがに算数まで遡さかのぼることはなかったが、やはり数学は基礎から怪しかったわけである。

「ふぅ……」

　昼休みの教室は騒さわがしい。玲子は周囲の声が気になってろくに勉強に集中できなかった。

　近ちか頃ごろ、勉強の合間にぼんやりしていると姉のことを思い出す。

　ハルから聞いたところによると、姉は不死の性質を得たことにより身体からだに変化が起き、植物状態から回復したらしい。つまり、今や姉はハルと同じ側の世界の住人なのだ。何な故ぜそんなことになったのか、それはハルも知らないようだったが、ともかく姉はもう人ではない。それが何を意味するのか、玲れい子こにはよくわからない。

『もう私はあんたの姉でもなんでもないんだ。気安く話しかけるな』と姉は言った。あれは学校や両親の前で演じていた偽りの人格ではなく、玲子にだけ見せていた遠えん慮りよのない荒々しい人格のほうだった。とすれば、あれは姉の本心から出た言葉だったのかもしれない。

　あのとき、姉は去り際に、『あれは不慮の事故じゃない』と言った。はっきり事故の原因を明言したわけではないが、『自みずからの意思で──』という最後の言葉を考慮するならば、姉は自殺したのかもしれない。でも、どうして？

「おやおや、玲子ちゃん。お勉強ですかー？」

　意い識しきを現実に戻すと佳か澄すみのニヤケ顔が目に入った。佳澄は窓際の真ん中辺りに座っている玲子の側そばを通り過ぎると空いていた前の席にどかっと腰を下ろした。そして、「やっぱり昼休みは食べ物の匂においがきついなぁ」と言いながら窓を開けた。

「にしても、昼休みなのに精が出るねぇ」

「だって、来週、実力テストがあるじゃない」

「実力テスト？　はんっ、無む駄だ無駄無駄──っ！」

　佳澄が声こわ高だかにそう叫ぶと近くの席で雑ざつ談だんしていた男子生徒の一人ひとりが、「どこかで聞いたことのあるセリフだな……」とつぶやいた。

「実力テストってのは、普ふ段だんから勉強してる奴やつだけがほくそ笑えむテストなわけですよ。例えば奈な津つ美みとかねー。それ以外の奴がギリギリになってから勉強したって意味ないんだってば」

「で、でもぉ……やっぱり何もしないわけには」

「いやいや、わかってるよ。玲子は真ま面じ目めすぎるからね。大方、勉強していないと落ち着かないんだろ？」

「う、うん……」

「わかる、わかるぞ、その気持ち！」

　大げさに同意する佳澄の表情には不安の色など浮かんでいない。疑わしい同意である。

「そこでだ！　私が玲子の不安を解消するための妙案を今から発表する！」

「みょ、妙案？」

「そう！」佳澄は大声で宣言した。「ずばり勉強会！　みんなで和わ気き藹あい々あいと勉強会！　え？　ここがわからないって？　じゃあ、僕が教えてあげるからまずは服を脱ぎなよ。……そんな微妙にエロい匂いが漂う、勉強会という名のほにゃららさ！　ほにゃにゃにゃ！」

　佳澄がかつてないテンションの高さでそう叫ぶと、近くの席で談笑していた男子グループの数名がガタガタと椅い子すを引きずりながら立ち上がり、「おおおおー！」と意味もなく叫んだ。佳澄は調ちよう子しに乗って、側の椅子の上に立ち、「今夜は徹てつ夜やで勉強会だぁ！　玲子、夜が明けるまで寝かせないからな！」とますますヒートアップした。佳澄の暴ぼう走そうは教室に戻ってきた奈津美の冷たい視し線せんが佳か澄すみに突き刺さるまで続いた。
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　放ほう課か後ご、佳澄主催による勉強会が開かれることになった。メンバーは六人。女子は言いだしっぺの佳澄と玲れい子こ、奈な津つ美み。一方、男子はハル、青あお木き、小こ桜ざくらの三人。クラスメイト限定にしてみました、と佳澄は言っていたが、気を遣ってくれたんだろうな、とメンバーの名前を聞いた玲子は思った。

　六人で学校を出ると佳澄の誘ゆう導どうのもとに坂道を下り始めた。路面電車で中央駅（これは路面電車の駅ではなく、ＪＲや私鉄、地下鉄などが集まる複合駅）まで移動すると、「ねえ、奈津美。駅の裏手のほうにいいカラオケボックスがあるとか言ってなかったっけ？」と佳澄が言い出した。

「あるわよ。旧市街地に近いから人気がないみたいだけど、料金が安いし、穴場ね」

「よし！　じゃあ、そこに行くぞ！」

「え？　べ、勉強会は……？」

　玲子がそう訊きくと、「勉強会といったらカラオケ以外にないだろ？」というものすごい屁へ理り屈くつが返ってきた。あまりにさらっと言うので、「そ、そっか……」と納得したわけではないのに頷うなずいてしまった。あとから知ったことだが、他ほかのメンバーは最初から勉強会ではなく、カラオケに行くと知っていたらしい。さらにさらにあとで知ったことだが、ハルは青木から「買い物に行こうぜ」と誘われていただけで、玲子たちと行動するとは聞かされていなかったらしい。もちろんカラオケに行くなどとは夢にも思っていなかったはずだ。




　カラオケボックスに向かう途中、しばらく六人で雑ざつ談だんしながら歩いていたが、この人数で横に広がって歩くとさすがに迷惑なのでいつの間にか玲子はハルと並んで歩いていた。他の四人は佳澄を先頭にして少し前を歩いている。

「その後、何か変わったことはなかったか？」

　コンビニの前を通りかかったときハルがそんなことを訊いてきた。

「変わったこと……ですか？」

「森もり坂さか美み幸ゆき」ハルが姉のフルネームを口にした。「お前の姉のことだ。あれからまた自宅に帰ってきたりしなかったか？」

「いえ……」

「そうか」

　ハルは重々しく頷くと口を噤つぐみ、前方を歩く佳澄たちの背中に視し線せんを投じた。

「そんなにお姉ねえちゃんのことが心配ですか……？」

「お前は心配じゃないのか」

　ハルは前を向いたまま答えた。

「……え、えっと、それは心配ですけど……でも、あの、あたしはそういうことを訊きいてるんじゃなくて……」

「じゃあ、なんだ？　言いたいことがあるのならはっきり言え」

「そ、その……」玲れい子こはこの前のことを思い出しながら、「──どうしてお姉ねえちゃんが片かた倉くら君のコートを着てたんですか？」

　あの日、姉は立ち去るときハルに自分が着ていたコートを投げつけた。少なくとも顔見知りであることはこの前の二人ふたりの会話からわかっていたが、どういう関係なのかは聞いていなかった。自分のコートを渡すくらいだから単なる知り合いとも思えない。

「たいしたことじゃない。成り行き……というか俺おれの気まぐれだ」

　ハルはそれ以上、具体的に語るつもりはないらしく、「つまらない質問をするな」と玲子の疑問を切り捨て、それっきり口を閉ざしてしまった。




　玲子たちの少し前を歩く青あお木きは、佳か澄すみの節せつ操そうのないボケ倒しに辟へき易えきして奈な津つ美みと共にやや後方に退避し、やれやれと思いながら奈津美と非日常的な世間話をしていた。

「木き本もとさん、市内に桜おう花かっていう男子校があるの知ってる？」

「知ってるけど……もしかして、殺人事件の話？」

「察しがいいね」

「たしか三人くらい殺されたんじゃなかった？　学年は覚えていないけど」

「俺らより一つ上、二年生だよ。他校のこととはいえ物ぶつ騒そうな話だよなぁ」

「で、それがどうかしたの？」

「ああ、実はあの事件、例の『染せん化か』に絡んでるんじゃないかって話があってさ」

「へぇ」奈津美は唇に指を当て表情を緩ゆるめた。「あれって犯人はどうなったの？」

「え？　聞いてない？」

「だって、うちの『主人』は今回の事件に関与してないもの」

「あ、そういえばそうだったね」青木は大きく頷うなずいた。「今回の事件の主犯は、フィンレイ・モルダーっていう奴やつで、まあ下っ端の吸血鬼なんだけど、こいつが気き難むずかしい学者肌でさ。たぶん、吸血鬼社会の保守的な体質が気に食わなかったんだろうな、だいぶ前から『染化』の研究を行ってたらしい」

「それでよく吸血鬼になれたわね」

「俺もそう思う。で、最初の話に戻るんだけど、今回の事件で『染化』した連中ってまだ七割も野放し状態なんだよ。だから、その中の誰だれかが私し怨えんか何かで桜花高校の男子生徒を殺害したんじゃないかって」

「何か証拠でもあるの？」

「圧力がかかってるから、メディアでは具体的な殺害方法が伏せられてるんだけど、それって人間の手口じゃないからなんだ。なんたって一人ひとりは完全にミイラ化してたらしいからな……しかも、傷跡がどこにも残っていなかった。間違いなく吸血鬼の手口だよ」

「たしかに彼らは殺しを極力避けるわね。──それで何か対策は打ってあるの？」

「必要ないらしい」

「え、どうして？」

「リアさんに訊きいても教えてくれなかったよ。俺おれって信用ないのかな？」

「青あお木き君がお喋しやべりだからじゃない？」

　奈な津つ美みがそう言った直後、「その通り！」と言いながら佳か澄すみが二人ふたりに近づいてきた。青木はムッとしながら、「……お前、どこから聞いてた？」と男相手に話すときと同じような口く調ちようで佳澄に質問した。

「『俺って信用ないのかな？』のところからだけど、なんかエロい話でもしてたの？」

「昼間からそんな話するかよ」

「ふーん。ところで、あんたらって言葉交わすほど仲良かったっけ？」

「前の学期で委員会が一いつ緒しよだったのよ」と奈津美が答えた。

「ほー、そうでしたか」

「ま、月に一回しか話す機き会かいはなかったけどな」

　青木も話を合わせた。これは噓うそではなく事実だったが、青木は噓をついているような気分だった。家系柄、平然と噓をつくのは青木の専売特許なのだが、他人ならともかく、ある程度親しい人間に対して噓をつくのは心苦しい。

「んなことより、お前さ……まだあの二人をくっつけようとか企たくらんでんのか？」

「当然っすよ」

「懲こりない奴やつだなぁ……」

「いやー、なんか、またしても私の知らないところで二人の仲が進展してるみたいでさ。お前らいつの間に？　って感じございますことよ。というか、マジでどうなってんの？」

　昔からこいつは変に勘が鋭するどいからな、と青木は内心でひやひやしながら、

「お前の恋愛じゃないんだから関係が変化して当然だろうが？　つーか、お前の場合、恋愛経けい験けんが浅いから予測不可能なんだろ？」

「くっ……そ、そんなことあるもんか。わ、私はこう見えても恋愛豊富な女なんだぞぉ」

「十六歳にして恋愛豊富って一体、どんな人生送ってきたんだ？」

「う、うるさい！」

　佳澄が地団駄じだんだを踏む。怒っているというよりはむしろ恥ずかしがっているように見えた。

「へぇ」奈津美が感心したような声を漏もらし、「青木君って佳澄を黙だまらせるのが上う手まいのね。私なんかいつも手を焼いてるのに。何かコツでもあるの？」

「木き本もとさんはどっかでこいつを許容してるからダメなんだよ。その点、俺おれはこいつの横おう暴ぼうが許せないからな。たまにシャレになってないことするだろ？」

「ふーん、そこまで佳か澄すみのことを理解しているってことは、すごく仲がいいか、すごく仲が悪いかのどちらかよね」

「な、何を仰おつしやいますやら、奈な津つ美みさん」と佳澄がたじろぐ。それに対し奈津美は、「青あお木き君。ありがとう。いい勉強になったわ」と何やら意味ありげに笑った。

「──ふふふ、僕は知ってるんだぞ」

　と、そこへ小こ桜ざくらが三人の会話の懐ふところに飛び込んできた。顔が笑っている。こいつがこういう顔をするときは要注意なんだよな、と青木は友人の企たくらみを警けい戒かいした。

「何を知ってるんだよ？」

「二人ふたりの家が五十メートルと離はなれていないということをな！」

　小桜は何な故ぜか勝ち誇っていた。普ふ段だんは突っ込みに命をかけている小桜だが、時折、ここぞとばかりにボケにシフトする（別に今のはボケていないが）。

「つまり、直なお人ひとと柊ひいらぎさんは『隠れ幼おさな馴染なじみ』だったんだよ！」

　青木はその発言にまったく動じなかったが、佳澄は顔を真まっ赤かにさせて、

「な、なんでそんなこと知ってるん……ですか」

　と弱々しくつぶやいたあと、頭を抱えてしまった。

「あれ？　青木君の下の名前って直人だっけ？」と奈津美。

「ああ、そうだよ。なんかみんな苗字でばっか呼ぶんだよな」青木は小桜に視し線せんを向け、「で、その『隠れ幼馴染』ってなんだよ？」

「え？　知らないの？　けっこういるんだよ、『隠れ幼馴染』って。えーとね、簡かん単たんに説明すると、『隠れ幼馴染』っていうのはね、家が近所で小さいころはよく遊んでたけど、いつの間にか疎遠になってしまった幼馴染のことを言うんだよ。別に相手は男でも女でもいいんだけど、みんな一人ひとりくらいは心当たりあるんじゃない？」

「あるようなないような……」と奈津美が考え込む。

「で、ここからは僕の推測なんだけど、実は柊さん、毎朝のように直人の自宅に押しかけて『ねぇ、起きてよぉ』とか甘い声を出して直人を起こしてるんだよ。それで学校ではなるべく他人のフリをしてるんだけど、家に帰るとすっごく従順になって──」

　そこまで言って小桜は口を閉ざし、足も止めた。

「おい、柊。こいつやっちまおうぜ」

「珍しく意見が合ったんじゃない？」いつもの調ちよう子しを取り戻した佳澄は小桜に詰め寄り、「ふふふ、どうやら小桜ちゃんにはお仕置きが必要みたいですねぇ」

「な、なんか二人とも目が据わってるんですけど……」

　小こ桜ざくらが二人ふたりから逃れようと道どう路ろ脇わきに後ずさりする。そして、電柱に背中が触れた瞬しゆん間かん、青あお木きと佳か澄すみが同時に動いた。青木は背後に回って小桜の両手をつかみ、佳澄は正面から小桜に迫った。身動きが取れなくなった小桜は、「い、異い議ぎあり！」と検事口く調ちようで叫んだが、「今更、異議を唱えたって遅いんですよ。あなたの有罪判決はもはや覆くつがえせない！」と佳澄も調子を合わせ対抗する。

「とりあえずくすぐり地獄の刑な。たしか小桜の弱点は──」

　青木は小桜の脇わき腹ばらに手を伸ばした。

「や、や、止やめてくれぇ──っ！」

　小桜の絶叫が往来に響ひびき渡った。

　二分後、小桜は改心した非行少年のように素直になった。




「木き本もとさん、場所わかる？」

　駅の裏手の通りを抜け、人通りの薄うすい通りに入ったところで青木は奈な津つ美みに訊きいた。この辺りにあるということは事前に聞いていたので、ここまでは適当に歩いてきたが、目指しているカラオケボックスの正せい確かくな場所を知っているのは奈津美だけだった。

「もう少し先よ」奈津美が先頭に立ち、みんなを誘ゆう導どうする。「私も一度行っただけだからうろ覚えなんだけど、たしか次を右に──」

　そう言って奈津美が足早に先の十字路まで歩いていく。

「──きゃっ」

　と、奈津美が十字路を右に折れた瞬間、彼女にしては珍しく可か愛わいらしい悲鳴を上げた。

　なんだなんだと思いながら青木は奈津美の側そばに駆け寄った。

「お？」

　見ると女の子が地面に尻しり餅もちをついていた。奈津美とぶつかってしまったようだ。

「ごめんなさい、大丈夫？」

　転倒を免れた奈津美が少女にそっと手を差し出す。少女は猫がひなたぼっこでもしているかのような平和そうな顔で、「はー」と声を漏もらし、奈津美の手を借りずにバッと勢いよく立ち上がった。

　金髪碧へき眼がんの少女だった。頭には、耳まで隠れる白いパイロットニットキャップをかぶっており、白いパーカーにチェック柄のショートパンツを合わせていた。足元には黒いブーツ。あともう一枚、何か羽織ったほうがいいんじゃないだろうか、と青木は思った。

「ん、誰だれかと思えばサウラじゃねーか」

　青木が金髪少女に駆け寄ると、相手のほうも気づいたようで、「あおーき、げんきか」と妙な日本語で話しかけてきた。「あおーきじゃねえよ」と返し、相変わらず変な奴やつだ、と青木は思いながらサウラの頭を撫なでてやった。青木は、たまにハルの自宅を訪れることがあるので、サウラがハルと一いつ緒しよに住んでいることを知っていた。

　遅れてやってきたハル以外の三人と奈な津つ美みが、「誰だれ？」「さあ？」「知ってる？」などと言い合いながら青あお木きの側そばに寄ってきた。

「──どうしてお前がここにいる」

　一人ひとりだけ離はなれた場所に立っていた、しかめっ面のハルがサウラにそう問いかけると、その場にいた全員の視し線せんがハルに集まった。

「こんびに、かいもの、かえりみーち」

　サウラが呪文を唱えるようにハルの問いかけに答えると今度はサウラに視線が集まった。

「まー、みんな知らねーよな」

　ハルがちゃんとサウラのことをみんなに紹介するとは思えなかったので、青木は自分が代わりにサウラのことを説明することにした。
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「こいつは、片かた倉くらと一緒に住んでるサウラ。フルネームは知らん。国こく籍せきも知らんが、たぶんヨーロッパとかあの辺だろ。サウラ、元気か？」

「げんきはありますがおかねはありません。なぜだ？」

「変な喋しやべり方だけど悪い奴やつじゃないから。みんな深く考えないでくれ」

　全員がうんうんと頷うなずく。見解はそれぞれ違うだろうが、各々、察してくれたのだろう。

「ふかくかんがえなくていいから、おかねをください。もってるんだろ？」

　サウラが右手を差し出してきた。手首に文も字じ盤ばんの赤い腕うで時計どけいをつけている。

「残念ながら財ざい政せい難なんでサウラに出資するお金はないんだ」

「むずかしいことばをしってるな」サウラは知らない言葉を聞くと必ずこう言う。

「そういえば、お前の家ってこの辺だよな」

　青あお木きはハルに尋たずねた。

「ああ……」ハルが寄りかかっていた電柱から離はなれ、サウラの側そばに寄った。「……お前、買い物って、お菓子ばかりじゃないか……」

「うわ、こりゃまた大量に駄だ菓が子しを買い込んだねぇ」

　佳か澄すみが図ずう々ずうしくサウラの持っているコンビニ袋を覗のぞき込む。

「サウラ、あんま食いすぎんなよ？」

　吸血鬼にこんなことを言ったって仕方がないが、ここには事情を知らない人間もいるし、不自然な会話をするよりはいいか、と青木は思った。

「しんぱいごむよう。わたしはふじみです。まじだぞ？」

「うぉぉぉ、なんかすごい可か愛わいいんですけど……もらってもいい？」

　佳澄が顔を綻ばせながらハルに目配せする。ハルは、「食費がかさむぞ」と珍しく冗じよう談だんで応こたえた（もしかしたら冗談ではなく本気で言ったのかもしれない）。

「こうみえてもわたしはたぼうのみ。そろそろおいとまさせていただこう」

　サウラはニット帽を深く被かぶり直しビシッと敬礼すると、「さらばだ！」と力強く言葉を吐き出し、奇妙な小走りで立ち去っていった。ハルがぼそっと「あいつ……どこに行くんだ」とつぶやくのが聞こえた。

「後ろ姿もキュートだ。ああ……マジで欲しくなってきた」

　佳澄がうっとりしながらサウラを見送っていた。こいつは可か愛わいいものに目がないからな、と思いながら青あお木きは、「お前、ちょっと不気味だぞ」と佳澄に声をかけた。

「誘ゆう拐かいとか企くわだてるなよ？」

「そ、そんなことしないっての！」

　佳澄が自前のバッグを振り回す。慌あわてて後方に避けると、

「二人ふたりとも置いていくわよー」と奈な津つ美みの声。

　いつの間にか他ほかの四人が先に歩き始めていた。青木は、「悪い悪い！」と言葉を返しながら佳澄を置いて駆け出した。「逃げるな！」と叫びながら佳澄も追ってくる。




　　　＋　＋　＋




　玲れい子こが初めてカラオケボックスを訪れたのは小学六年生のときで、ある日の晩、食卓を囲んでいると、「え？　カラオケボックスに行ったことがないの？」と例によって両親の前では猫を被かぶっていた姉が驚おどろいて見せたのがきっかけで、「じゃあ、行くか？」という父親の一言で週末、カラオケボックスに行くことが決まってしまった。非常に珍しいことだった。こういう場合、たいてい母親は嫌がるものなのだが、それなりに歌うのが得意なものだから、「カラオケ？　いいんじゃない？」と、そのときはあっさりと承しよう諾だくしていた。ちなみにそのころの玲子は当たり前の話、人前で歌うことに慣なれていなかった。しかも、観客は身内である。緊きん張ちようよりも照れのほうが大きい（玲れい子こは今でも家族の前で歌うのだけは避けたいと思っている）。

　カラオケボックスを体たい験けんして最初に思ったことは、「けっこう、うるさいんだなあ……」というものだったが、それはだんだん気にならなくなっていった。玲子以外の三人が喉のどならしに一曲ずつ歌ったあと、「何か歌えば？」と母親が言うので歌わなければならない雰囲気になった。父親も、「最初は戸惑うかもしれないが、一曲、歌い切ってしまえば吹っ切れる」と急せかす。困った玲子は隣となりに座っていた姉に目を向けた。姉はしょうがないなというような顔で、「一いつ緒しよに歌う？」と助け舟を出してくれた。何を歌ったのかは、まったく覚えていないのだが、玲子はなんらかの歌を姉とデュエットした。




　あのころが一番、家族仲が良かったな、と思い返しながら玲子はトイレを出た。

　カラオケボックスに到着したのはつい先ほどのことだった。部へ屋やに案内されたあと、玲子はトイレに行きたくなって席を立っていた。雑居ビルの四階にあるこのカラオケボックスは奈津美によれば穴場ということだったが、この日は意外にお客が多かった。

「森もり坂さかさん」

　部へ屋やに戻っていると細長い通路で青あお木きと出くわした。

　青木君もトイレですか？　と訊きくのはさすがに直球すぎるので、玲子は「どうかしましたか？」と言って青木の目の前で立ち止まった。

「あのさ、最近、身の回りで変なことが起きなかった？」

「え？　変なこと……ですか？」

「そうそう」

「えっと、変なことはいっぱい起きてますけど……」

「ま、そりゃそうか」青木は半笑いで鼻の頭を搔かいた。「一応、片かた倉くらを通してだいたいのことは聞いてる。だから、森坂さんのお姉ねえさんがどういう状況にあるのかも把握してる」

「あ、そうなんですか……」

「木き本もとさんには言ってない。言わないほうがいいよね？」

「はい……」

　玲子はゆっくりと頷うなずいた。奈な津つ美みは姉と面めん識しきがある。余計な心配はかけたくなかった。

「で、最初の質問に戻るんだけど……実はさ、近ちか頃ごろ、森坂さんのことを付け回してる奴やつがいるみたいなんだよ。みたいなんだよ、っていうか、間違いなく暗あん躍やくしてる奴がいる」

「……あたしのことを？　まさかお姉ねえちゃんが？」

「たぶん違うと思うよ」青あお木きは首を振った。「はっきり確かく認にんしたわけじゃないけどさ」

「そうですか……」

「ともかく用心したほうがいいよ」青木はそう言うと急に笑え顔がおを浮かべた。「ま、あまり深刻に考えなくてもいいって。何があっても片かた倉くらが守ってくれるはずだから」

「片倉君が……？」

「変な奴やつらが森もり坂さかさんを付つけ狙ねらってるってあいつにも伝えておいたからさ」

　青木はそう言うと踵きびすを返した。玲れい子こは青木が部へ屋やの中に姿を消すのを確認してから通路を歩き出した。玲子はこのとき、青木の話をそれほど深刻に考えていなかった。

　部屋の中に入ると、戻ったばかりだというのにさっそく青木がマイクを握りしめ熱ねつ唱しようしていた。ソファーを立ち、みんなの前で歌っている。入口近くのソファーが二人ふたり分くらい空いていたので、玲子は奥に詰めながらそこに腰かけた。隣となりにはハルが座っていて、テーブルを挟んだ向かい側に小こ桜ざくら、佳か澄すみ、奈な津つ美みと並んで座っていた。ソファーは全すべて繫つながっていて、テーブルを挟んでＵ字型を形成している。

「青木君って上じよう手ずですね？」

「なんだって？」

　聞こえなかったのかハルが顔を寄せてきた。玲子はドキドキしながら耳元で、「片倉君は歌わないんですか？」と別のことを口にした。

「俺おれは歌わない」

「え？　どうしてですか？」

「どうしてもだ」

　照れているのだろうかと思ったがそういうふうでもなかった。

「久しぶりに来たからなまってんなぁ……」

　曲が終わり静かになると青木は拍手に迎えられながら玲子の隣となりにどかっと座った。入れ替わりに奈津美が席を立った。曲は某ロックバンド（ボーカルは男性）が先月出したばかりの新曲だった。

「木き本もとさんって歌のほうはどうなの？」

　前奏の間、青木がそう訊きいてきた。玲子は、「えーと」と苦笑いを浮かべ、向かいに座る佳澄に目を向けた。佳澄も小桜から同様の質問を受けているのか、奈津美を指差し、ニヤケ顔で何やら説明していた。

　そして──

　長い前奏が終わり、ついに奈津美が歌い始めた。

　重厚なサウンドの上で逆立ちしているような、絶妙にズレたボイスが室内に響ひびき渡る。

　奈津美ボイスが炸さく裂れつした瞬しゆん間かん、三人の男たちは一様に「コメントし難がたい」といった感じの苦しい表情を浮かべたが、曲が中ちゆう盤ばんに差しかかるころになると、奈な津つ美みの「いいから黙だまって聴け」という無言の圧力に圧倒されたのか、それとも開き直ったのか、男性陣から歓声が上がっていた（ハルは何な故ぜか頭を抱えていたが）。

「やべぇ、別の意味で病みつきになりそうだ……」

　曲が終わると青あお木きがそんなことをつぶやき、「これは俺おれも負けてらんねーな」と腕まくりをしながらリモコンを操そう作さし始めた。奈津美は言うまでもなく音おん痴ちなのだが、彼女の歌を耳にしているとどういうわけか元気が出てくる。本当にどうしようもないくらい音程がズレているのだが──もしかしたら奈津美の声からは何か特殊な音波が出ているのかもしれない。

　奈津美が歌ったあと、玲れい子こは佳か澄すみとデュエットし、それに対抗して、小こ桜ざくらと青木も二人ふたりで熱ねつ唱しようした。青木と小桜が歌い終わると、再び奈津美の独どく壇だん場じようとなった。その後、玲子は一人ひとりで歌うことになったのだが、ハルに見られるのかと思うと、歌う前から緊きん張ちようしてしまい、さっきも行ったのに、奈津美が歌っている最中にトイレに足を運んでしまった。

　玲子は歌うときなるべくハルを視界に入れないよう気をつけた。途中からは歌うことに必死になってハルが見ていることを一時的に忘れていたが、最後のサビの前の間奏でハルと目が合ってしまい、間奏後の歌い出しで見事に声が裏返ってしまった。

「さーて、そろそろ片かた倉くらの出番じゃねえ？」

　玲子がソファーに戻るとハルの隣に移動していた青木が、「いよいよお前の美声を披ひ露ろうするときが来たな！」と彼の肩をばしばしと何度も叩たたいた。

「俺は歌わない」

「そんな寒いこと言わずに歌えよー」佳澄が身を乗り出しリモコンをハルに突きつける。「まさか、泣く子も黙だまる片倉さんともあろう者が恥ずかしがってんの？」

「そうじゃない」ハルは腕組みをしながら重大なことを告げた。「歌うのはどうということはないが、ここには俺の知っている曲がないんだ」

「ありゃ？　まさか、マニアックな洋楽しか聴かないとか？」

「あー、違う違う」青木が首を横に振る。「こいつレトロ趣しゆ味みでさ、最近の曲はお好みじゃないんだとさ」

「でも、テレビなんかを見ていれば聞き覚えのある曲くらいはあるんじゃない？」

　奈津美の発言に対し、これまた青木が、

「いやいや、こいつテレビ自体見ないから。家にあるテレビは映画を見るためだけに機き能のうしてんだよ。あ、サウラはバラエティーが好きで見てるらしいけど」

「へー、なんか徹てつ底ていしてるなぁ」と小桜が感心したように頷うなずく。

　玲れい子こも初耳だったので驚おどろいていた。でも、言われてみれば「なるほど」と思うところがないでもない。この前、一いつ緒しよに買い物に行ったときも妙なこだわりを発はつ揮きしていたし、ハルはミーハーな若者とは違い、独自の考えを持って行動しているように見える。

「片かた倉くらの愛読書は聖書だからなー。もうジジくさいとかそういう次元の話じゃねえよ」

「ハルって実は十七世紀のヨーロッパ辺りに生まれたんじゃない？」

　小こ桜ざくらの指摘はあながち間違っていないのかもしれない、と玲れい子こは思った。そういえば、ハルの正せい確かくな実じつ年ねん齢れいを玲子は知らない。青あお木きは知っているのだろうか。

「しょうがない。片倉、こうなったらあれを歌え」

「なんだ？」

「うちの学校の賛美歌。生徒手帳に載ってんだろ？　あれをアカペラで歌えよ。聖書が好きなお前にピッタリだぜ」

「おー、歌え歌え！」佳か澄すみが青木に同どう調ちようし、ハルを急せかす。

「……何な故ぜ、俺おれがそんなものを歌わなければならないんだ」

「カラオケに来ておいてそれはないだろ？」

「お前に命令されると腹が立つ」

「森もり坂さかさーん、こんなこと言ってますよ？　なんとか言ってくんない？」

「え、あ、あたしは……」玲子は視し線せんを彷さ徨まよわせた。

　……うう、すごく聴ききたいけど、あんな目で睨にらまれちゃ、言うに言えないよ。ああ、でもやっぱり聴いてみたい。片倉君の歌う姿が見てみたい……。

「歌えー、歌わないとあのことバラすぞー」と青木。

「そうだ、歌え！　私もあのことバラすぞー」と佳澄。

「な、何？　あのことって？」

　妙に気になったので二人ふたりに訊きいてみると、「どうせ適当に言ってるんでしょう」と奈な津つ美みが苦笑しながら二人の代わりに答えた。

「片倉、一発どかんと頼むぜー」

「歌え、歌え！　あんたが歌わないと今日きようはみんな帰れないんだぞー」

　その後も野や次じに相違ない『歌えコール』は続いたが──

　突如、鳴り始めた面おも白しろみのない着信音に『歌えコール』は遮られ、

「──もしもし」

　ハルはケータイを耳に当てて部へ屋やを出ていってしまった。
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　旧市街地東部地区、廃はい墟きよ同然の建物が軒のきを連ねる荒れた地域の一角に赤茶けた五階建ての元アパートが建っている。その屋上の錆さびついたフェンスの前に二人の少女が立っていた。一人ひとりはニット素材の赤いワンピースの上にベージュのトレンチコートを羽織った銀髪の少女。もう一人はひも付きの白いニットキャップを被かぶったボーイッシュな格好の金髪少女。二人とも容よう姿し端たん麗れいな上にこの国の生まれではないから、きっと人通りの多い場所を歩いたらかなり目立つだろう。しかし、この旧市街地というレトロな空気が漂う場所では浮いていない。

「思ったよりも早い──」

　アニスは銀色の髪と風を孕はらんだトレンチコートをなびかせながら遠くを見つめていた。

　何かを思案している様よう子すだ。

　一方、もう一人ひとりの少女、サウラはフェンスにもたれかかって暢のん気きにスナック菓子をボリボリと食べていた。

「んー？」

　ボリボリ音を立てていたサウラは異変に気づき、後ろ手でフェンスをつかみ、バッと素早すばやく立ち上がり、くるっと回転し、アニスと同じ方角に目を向けた。

「もくもくもく、もっくもっくもっくー」

　サウラが遠くを見つめたまま奇妙な発音で言葉を発する。

「もくもくもく、もっくもっくもっくー、たいへんだー、たっすけてくれー」

　今度はつたない旋律に言葉を乗せた。サウラはたまに即そつ興きようで変な歌を作る癖くせがある。

「サウラ」

「ほー？」

「さっき、ハルと会ったそうね？」

「あいました。でも、おかねはくれませんでした。あいつ、けちなのかな？」

「そうよ、ハルはケチなの」アニスはそう答え、「一応、電話しておこうかしら」とつぶやき、懐ふところからケータイを取り出した。

「もくもくもく──」またサウラが歌い出す。「──くもくもくも……くも？」

　ケータイを耳に当てながらアニスは眼下に広がる光景を見下ろす。

　サウラが即興で生み出した歌が風に乗る。
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　すぐに戻ってくるだろう、と玲れい子こは思っていた。いや、誰だれもがそう思っていたのではないだろうか。席を外しているハルのことだ。彼はみんなの前で電話に出るとそのまま部へ屋やを出ていってしまった。扉が閉まると青あお木きと佳か澄すみが、「逃げやがったか。戻ってきたら今度こそは……」「あと二十分くらいだよね？　こうなったら延長しない？」とハルを追い詰めるための作戦を練り始めた。ところが、ハルは五分経たっても十分経っても帰ってこなかった。

「怒って帰っちゃったんじゃない？」

「あんなことくらいで怒るような奴やつじゃないって。電話が長引いてるだけだろ」

　青木が小こ桜ざくらの意見をあっさりと切り捨てる。だが奈な津つ美みが、

「私に言わせれば佳か澄すみも青あお木き君も調ちよう子しに乗りすぎよ。まあ、私も片かた倉くら君が本気で怒っているとは思ってないけど。とりあえず、誰だれか歌ったら？」

　奈な津つ美みはそう言うと、「誰も歌わないのなら私が」とリモコンを手に取った。

　そのとき──

　部へ屋やの外で誰かの悲鳴が響ひびき渡った。

「え？」

　悲鳴の直後、部屋の明かりと音楽がいきなり途と絶だえ、カラオケボックス全体にどよめきのようなものが広がった。そこでようやくこのカラオケボックスで何か異変が起きたのだということに誰もが気づいた。平穏な日常が破られ、その実感がじわじわと湧わいてきて、玲子は血の気が引いていくのを感じた。

「──何？」

　佳澄が真っ先に反応した。玲れい子こは奈津美と顔を見合わせた。

　──バタン！

　突然、扉が勢いよく開かれ、中にハルが飛び込んできた。

　そして、まるで冗じよう談だんのように──

「──隣となりの建物から火の手が上がったらしい」

「火事？　マジかよ？」

　青木が引きつった笑えみを浮かべながらハルに訊きき返した。

「俺おれは冗じよう談だんなんて言わない。──早く避ひ難なんするぞ」

　ハルは早口にそう言うと扉を開けっ放しにして先に通路に出た。扉に近い位置に立っていた玲子はすぐにハルに続いた。通路に出ると他ほかのお客も部屋を飛び出していて、エレベーターは止まっているのだろう、みんな非常階段のほうに向かって歩いていた。ただでさえ狭い通路なのに、全すべてのお客が同時に部屋を出たものだから、かなりの数の人間が出口に殺到していた。

　玲子は混雑した通路を歩きながら、抜き打ちの避難訓練が行われたときのことを思い出していた。たしか夏休み前、中学二年生のときだった。いきなり校内放送が流れ、理科室から火災が発生したことを男性体育教師（名前は思い出せないが暑苦しい先生だった）が告げ、「マジで？」「やばくない？」と最初はみんな驚おどろいたものの、「理科室？」「あ、それって……」と次第に現実感が薄うすれ、「これは避難訓練です」と男性体育教師が口にした瞬しゆん間かん、「やっぱりな」と誰もが安あん堵どのため息をついていた。

　あのときは男性体育教師の第一声の瞬間だけ危き機き感かんを覚えたが、今はその危機感が持続している。周囲では、「早く行けよ！」とか「うるせぇ、黙だまれよ！」とか「なんでこんなときに火事になるんだよ……」とかいったような罵ば声せいは一切聞こえず、みんな黙もく々もくと避難している。誰もが危機感を覚えているからこそ黙って避難しているのだ。

「──あれ？」

　出口に向かう途中、ふと周囲を見回してみたが友人たちの姿はどこにも見当たらなかった。みんなこの人波の中に飲まれてしまったのだろう。

　非常階段を駆け下り、外に出ると、風上から黒い煙が流れてきた。音のするほうを見上げるとハルが言っていた通り隣となりの建物から火の手が上がっていた。このままだと全焼するのではないだろうか、と思えるほど燃もえていて、玲れい子こがいた雑居ビルに火が燃え移るのも時間の問題のようだった。ただ、非常階段の位置が燃えている建物とは反対側にあるので、避ひ難なんは順調じゆんちように進んでいるようだった。

　ここを訪れたときはひっそりとした通りだなと思っていたが、どこから湧わいてきたのか、ものすごい数の人間が燃え上がる建物を離はなれた場所から啞あ然ぜんと眺めていた。玲子は野や次じ馬うまを搔かき分け、火の手が上がっている建物の向かい側の歩道に移動した。消防車がやってきたのはちょうどそのときだった。

「みんな大丈夫だよね……」

　すでに建物を出て、五分以上が経過している。とっくにみんな避難しているだろうが、この目で確かく認にんしたわけではないので、ちょっと不安だった。しかし、一番ドン臭いこの自分が無事なのだから、それほど心配しなくてもいいような気もする。

　玲子は野次馬から離れ、すすけた赤あか煉れん瓦がのアパートの前に移動した。旧市街地に続く狭きよう小しような路地がそのアパートと真向かいに立つ冷たい感じのする古アパートとの間にまっすぐ延びている。すぐ側そばで火事が起きているというのに路地はひっそりと静まり返っていて、まるでここだけ別の世界のようだった。

　さてこれからどうしようかと考え込み、「とりあえず駅のほうに行ってみよう」と思い至った玲子は静寂に包まれた路地を一いつ瞬しゆん、視界に入れ、そして歩き出そうとしたが──

「──あっ……」

　突如、胸の奥がズキっと痛み、玲子は身体からだを捻ひねった状態で静止してしまった。

　どうして胸が痛んだのかと言うと、上から誰だれかが落ちてきたからだ。落ちてきたというのは正せい確かくな言い方ではない。下りてきたのだ。路地の中ほど、右手に建っている背の高い建物から人ひと影かげが。

　しかし、胸の痛みはすぐに消えた。

　そして、今度は驚おどろきに支配された。

　──トン。

　現れた人影は血まみれになって地面に転がるでもなく、悲鳴を上げるでもなく、意い識しきを失うでもなく──軽やかにアスファルトの上に着地して見せた。とても自然に、意識する必要などないかのように──

　驚いたのはそれだけではなかった。

　玲子は地面に着地した女性の横顔を目に入れた瞬間、言葉を失うほどの衝しよう撃げきを受けた。

　見覚えがあるどころの話ではない。この距きよ離りからでもはっきりとわかった。

　姉だ。

　建物の上から地面に着地したのは姉だった。

　早く声をかけないと──
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　玲れい子こは、今度姉を見かけたら、なんとしてでも呼び止めようと考えていた。

　なんと言って呼び止めるか、ベッドの中でいくつも案を練った。

　忘れないよう日記帳に記しておいた。

　だけど──

　声が出なかった。

　肝心なときに声が出なかった。

　どうして声が出ないのか？

　原因はすぐにわかった。

　泣きそうになっていたからだ。

　声を出そうとすると目に涙が溜たまって、目頭が熱あつくなって、視界がぼやけて、嗚お咽えつで声が出なくなって。だから、姉を呼び止めることができなかった。心の中では必死に叫んでいた。けれど、胸のうちの言葉など届くはずもなく、姉はこちらに背を向け、路地の奥に向かって走り出した。

　玲れい子こは涙を拭ぬぐいながらあとを追いかけた。走るスピードに差があるからだろう、どんどん距きよ離りが開いていったが、玲子は追いかけるのを止やめようとはしなかった。




　まさか火事になるとはねぇ、と今更のように驚おどろきながら佳か澄すみはコンビニの窓ガラスにもたれかかった。視界の端に何か見えるなと思い、灰はい色いろに染まった空を見上げると、雪がちらつき始めていた。視し線せんを地上に降ろし、前方を見渡すと、否応なしに赤く燃もえ上がる建物が目についた。この距離からでも悲ひ惨さんな火災であることがわかる。

「──ねえ、佳澄。玲子は？」

　奈な津つ美みのその問いかけは不意打ちだった。てっきりみんないると思っていたからだ。

　慌あわてて辺りを見回す。

　青あお木きがコンビニの駐ちゆう車しや場じようの隅すみで誰だれかとケータイで話している姿が目に入った。小こ桜ざくらはここまで避ひ難なんするとすぐにコンビニの中に入っていった。

　玲子は──いない。

　それから、もう一人ひとりのクラスメイトの姿も──

「──なんだ、片かた倉くらもいないじゃん？　あいつら一いつ緒しよなんじゃない？」

「そうだといいんだけど……」奈津美が心配そうに遠くで立ち上る煙に目をやる。「一応、電話かけてみるわ」

「まー、それがいいかもね」

　同意を示すと、さっそく奈津美がスライド式の赤いケータイを操そう作さし、玲子にコールした。何秒かすると、佳澄が持っているバッグの中のケータイがメロディを奏で始めた。聞き覚えのある着信音だったが、それは佳澄のケータイの音ではなかった。

「うわー、忘れてたー」佳澄はバッグを漁あさり白いケータイを取り出した。「玲子のバッグ、私が持ってるんだった。ほら、このケータイ──」

「どうして佳澄が持ってるのよ？」と言いながら奈津美がケータイを耳から離はなす。

「いやー、みんな慌てて部へ屋やを飛び出していったからさ、誰か忘れ物してんじゃないかなって思って、部屋を出るとき確かく認にんしたんだよ。そしたら、案の定、玲子のバッグがソファーの上に置き去りにされてたってわけ」

「……もう、あの子。忘れっぽいんだから」

　奈津美が深いため息を吐き出し、「大丈夫かしら……」と小さくつぶやいた。奈津美はこういうとき口く調ちようが妙に可か愛わいくなる。

「おーい、なんか大変なことになってるらしいぜ」

　通話を終えたらしい青木が佳澄たちのもとへ戻ってきた。

「大変なのはあれを見ればわかるじゃん」

「それがさ、あそこだけじゃないらしいんだよ」

「どういう意味？」佳か澄すみは直ちに訊きき返した。

「知り合いから聞いたんだけどよ、どうも旧市街地のほうでもいくつか火災が起きてるらしいんだ。放火なのかどうかはわからないけど、とにかく当分、近づかないほうが良さそうだ」

「玲れい子こたちのことはどうする？」今度は奈な津つ美みが訊いた。

「片かた倉くらがいるんなら、放っておいても平気じゃないか？」

「でも、二人ふたりが一いつ緒しよにいるとは限らないんじゃないかしら？」

「そんなに心配しなくても大丈夫だって。俺おれら、あの雑居ビルから出るのかなり遅いほうだったけど、森もり坂さかさんも片倉も俺たちより先に部へ屋やの外に出てただろ？　それに非常事態とはいっても、好んで旧市街地に向かいはしないだろうし、ましてや火の中に突っ込むはずもない」

「まあ、さすがの玲子も火の中に突っ込みはしないだろうねぇ」と佳澄が笑う。

「片倉には俺から連絡入れとくからさ。木き本もとさんもそれでいい？」

「ええ、お願ねがいするわ」

「じゃあ、今日きようはお開きってことかな？」

　佳澄が二人にそう訊くと、ちょうどコンビニから小こ桜ざくらが出てきた。

「うわぁ、みんなテンション下がってるねー。もしかして解散？」

「そりゃ、あんなものを見て喜ぶのは放ほう火か魔まだけだしねぇ」

　というわけで、異い論ろんの余地なく解散となった。




　玲子は佳澄たちの推測とは裏腹に、旧市街地を一人ひとりで彷さ徨まよっていた。

　昼間にここを訪れるのは初めてのことだったが、なんだか街全体が殺気立っているような気がした。先ほどすれ違った男性など、呼び止められこそしなかったものの、血走った目で玲子のことをまじまじと見つめていた。こういうのを『不穏な空気』と呼ぶのかもしれないな、と玲子は思った。

　姉の姿を見失ってすでに何分か経過していた。これ以上捜しても無む駄だかもしれない。玲子は半ば諦あきらめかけていた。そろそろ来た道を引き返そうと思い始めていた。

「──うわっ」

　細い路地を抜け、緩ゆるやかな坂道を上っている途中、玲子は自然と足を止め、驚おどろきの声を漏もらしていた。ゴクリと喉のどが鳴る。メラメラ、という陳腐な表現が一いつ瞬しゆん頭に浮かんだ。

　左手に見える二階建てくらいの建物が真まっ赤かな炎に包まれていて、黒い煙が上空にもくもくと舞まい上がっていた。よく見ると火の手が上がっているのはその建物だけではなく、奥の細長い建物もそうだった。どっちから先に出火したのかはわからないが、どちらの建物も激はげしく燃もえ上がっていた。ちょっと前から雪がちらつき始めていたが、消火活動の助けにはなりそうにもない。

　……なんだろう。嫌いやな予感がする。

　玲れい子こは風に乗って流れてきた黒い煙から逃れるように坂を駆け上がった。

　だが、火事の現場から少し離はなれたところですぐに足を止めた。

　坂の上から予想外の人物が駆け下りてきたからだ。

　予想外とはいっても知らない相手ではなかった。

　新しん藤どう雄ゆう哉や──

　姉の恋人だった。いや、元恋人と表現すべきか。

　新藤は息を乱し、茶髪を揺らしながら徐々にこちらに近づいてきた。

　玲子は新藤と何度か言葉を交わしたことがある。姉が自宅に連れてきたことがあるからだ。しかし、姉が事故に遭あったあと、新藤が自宅を訪ねてきたり、玲子にコンタクトを取ってきたことは一度もない。

　新藤は玲子の存在に気づくと、ハッとしたような表情を浮かべ、玲子の目の前で荒い呼吸を繰くり返しながら立ち止まった。

「新藤さん……ですよね？」

　そう問いかけると、「あ、ああ……」という戸惑いが返ってきた。玲子がこんなところをうろついていたから奇妙に思ったのかもしれない。

「たしか……玲子ちゃんだったよね？」新藤が恐る恐る尋たずねてきた。

「は、はい。お久しぶりです」

　そう言って頭を下げ、顔を上げると、しばらく間があった。その間に新藤は呼吸を整ととのえ、冷静さを取り戻した。だが、玲子と目を合わせると、再び表情を強こわ張ばらせた。

「あの、何かあったんですか？」

「それが……」新藤は硬い表情のまま口を開いた。「美み幸ゆきが……美幸が大変なんだ」

「え、お姉ねえちゃんが？」

「ああ、建物が崩れて──」新藤はそこで言い止め、玲子の背後で燃もえ上がっている火災風景に目をやり、「……どうにか助けようとしたんだけど、一人ひとりでは無理だった。だから、警けい察さつや消防なんかに連絡を入れたんだ。だけど、すぐに救助をよこすのは無理だと言われたよ」

「……どうしてですか？」

「今、あちこちで火災が発生しているみたいなんだ。たぶん人手が足りないんだよ」

「そんな……」

「大丈夫だよ、落ち着いて」新藤が玲子の肩を叩たたいた。「俺が駆け回っていたのは人手を捜していたからなんだ。一人ではとても無理だったからね。でも、キミと二人ふたりでなら、なんとか美幸を救い出すことができると思う」

「二人なら……」玲子はつぶやき、「……じゃ、じゃあ、急ぎましょう」

「行こう」

　新藤が方向転換し、坂を上り始めた。玲子もそのあとに続いた。

　てっぺんまで来ると新しん藤どうは脇わき道みちに入った。狭い路地で舗ほ装そうがされておらず、かなり走りづらかったが、文句を言っている場合ではない。

「そういえば、玲れい子こちゃんはどうしてここに？」

　途中で新藤がそんなことを訊きいてきた。

「え、えっと……旧市街地の近くでお姉ねえちゃんを見かけて……」

「ああ、なるほど……」

　新藤が意味ありげに頷うなずいた。

　あれ、今、笑ったような……。

　玲子はかすかに違和感を覚えたが、深くは考えなかった。

　しばらく道なりに進んでいくとコンクリートの階段が現れた。新藤が、「足元に気をつけて」と言って少し走るテンポを落としてくれた。階段の隅すみに雪が溜たまっているのが見える。だいぶ雪が本降りになってきたようだ。玲子は手すりに片手を伸ばし、一段飛ばしで階段を下りた。階段が終わると今度は平坦な道が続いた。

　しかし、その平坦な道は唐突に終わりを告げた。

　行き止まりだったのだ──

　新藤の背中を追うので精一杯だった玲子は巨大な煉れん瓦がの壁かべを目の前にするまで、そのことに気づけなかった。そして、気づいたときにはもう遅かった。

「──美み幸ゆきとは大違いだな」

　さっきまでとは明らかに違う声こわ色いろ。いつの間にか新藤が背後に立っていた。

「お前、典型的な善人だよ」

　新藤は酷こく薄はくな笑えみを浮かべながら玲子に近づいてきた。

　何かの冗じよう談だんだと思った。それくらい極端な豹ひよう変へん振ぶりだった。

　彼は「ギリギリセーフだな」とよく意味のわからないことを言うと、懐ふところに手を入れ、小振りのナイフを取り出した。

『──玲子、逃げろ！』

　そのとき、女性の叫び声が路地に響ひびいた。姉の声だと玲子にはすぐわかった。

　しかし──

「──動くな！」

　新藤の怒ど鳴なり声ごえに玲子はビクッと肩を震ふるわせた。恐怖で途端とたんに動けなくなった。新藤は玲子の背後に回り片腕で身体からだを拘こう束そくすると、ナイフを喉のど元もとに突きつけた。

　──トン。

　冷たいナイフが喉元に当たった瞬しゆん間かん、上空から人ひと影かげが降ってきた。

　華か麗れいに着地した人影は舌打ちしながら、

「くそっ、遅かったか……」

「正義の味方は少し遅いくらいがちょうどいいんじゃないのか？」

「黙だまれ」美み幸ゆきが一歩接近する。「雄ゆう哉や……とっとと玲れい子こを放しな」

「──おっと動くなよ。これは脅しじゃないんだぜ？」

　新しん藤どうは玲子を引きずりながら後退した。

「お、お姉ねえちゃん……」

　玲子が小声でつぶやくと美幸が呆あきれたような顔で、

「あんた……なんでこんなところをうろうろしてたんだ？」

「お前の姿を見かけてあとを追ってきたんだとよ」新藤が先に答えた。「はははっ、すげー、愛されてんじゃねーか？」

「くっ……」

「家族のこと、わざと遠ざけてたんだろ？　なんたって今やお前は犯罪者だからな？」

「……あんただって同じだろ？　性犯罪者が偉そうに語るな」

「マジで猫ねこ被かぶりだったんだな、お前」新藤は呆れたように笑い、「つーかさ、お前に狙ねらわれ始めてから、こいつを拉ら致ちする計画を練ってたんだけどよ、うぜーのが周囲に何人かいてよ、不用意に近づけなくて、半ば諦あきらめてたんだぜ？　でも、一応、お前の妹の動向は把握していたからな。今日きようも近くにいることは知っていた。人を雇っておいて正解だったぜ。さっき、連絡があってよ。お前の可か愛わいい妹が一人ひとりで街をうろついてる、ってな」

「この下げ種す野郎……」

「だから近づくなって。そのままバカみたいに突っ立ってろよ！」

　新藤がナイフの側面を玲子の首に押し当て、斜めに滑らせる。玲子は「ひっ」と小さな悲鳴を上げた。おでこに付着した雪が溶けて鼻の頭に溜たまる。

「だいたい、お前に下種呼ばわりされたくねーんだよ！」

「黙れ！」

「お前が黙れよ……この化ばけ物ものが！」

　新藤のその一言で美幸は完全に押し黙った。もはや二人ふたりが恋人同士ではないことは明らかだが、それでも今の『化け物発言』は姉の心を深く抉えぐったようだ。

「じゃあな、お姉ちゃん」

　新藤は皮肉な口く調ちようでそう言葉を吐き捨てると、玲子にナイフを突きつけたまま歩き出した。なるべく美幸から距きよ離りを置き、路地の端を慎重に進んでいく。

「──ちょっと待てよ」

　五メートルほど距離が開いたところで美幸が口を開いた。

「あ？　なんだよ？」

「あんたさ、私から逃げ切れるとでも思ってんの？」

「は？　お前、バカか？　この期に及んで何を言ってんだ？」

「バカはそっちだ」

「おいおい、お前の妹がどうなってもいいのかよ？」

「今、少し顔色が変わったな」美み幸ゆきは不敵な笑えみを浮かべた。「私はね、あんたがどこに逃げようと、その居場所がわかるんだよ」

「……何？」

「意味がわからないか？　あんたがどこに逃げようと追跡は可能だって言ってるんだよ」

「……なん……だと？」

「あんただって玲れい子こと四六時中くっついているわけにはいかないはずだ。食事、排はい泄せつ、睡すい眠みん。玲子が人質として機き能のうしない時間──隙すきなんていくらでもあるんだからな？」

「へー、なるほどねぇ」新しん藤どうは動揺するどころか感心しているようだった。「ハッタリじゃなさそうだな……」

「当然だ」美幸は低い声でつぶやき、「あんたは私に殺される運命にあるんだよ！　ほら、早く玲子を解放しな！」

「──バーカ。誰だれが放すかよ」

　形勢逆転かと思われたが、新藤はいたって冷静だった。

　まだ何か策があるというのだろうか？　未いまだ人質として新藤の手の内にある玲子は、二人ふたりのやり取りをただ黙だまって聞いていることしかできなかった。

「……どういう意味だ？」

　新藤の落ち着き払った様よう子すから何かを感じ取ったのか美幸は慎重に問いかけた。

「それはお前が一番よくわかってるんじゃないのか？」

　その一言で美幸が無言になる。

「俺おれだってバカじゃない。あいつら三人がお前に殺されたのを知って、すぐにこれは復ふく讐しゆうだと気づいた。ただ……最初は呪のろいかと思った。俺だって呪いなんて信じちゃいないが、そう思わずにはいられなかった。だってそうだろ？　病院で眠っているはずのお前がどうこうできるとは思えなかったからな」

　新藤はそこまでを一気にまくし立てると一息ついた。だが、ナイフは玲子の喉のど元もとに突きつけたままだった。彼は現実から目をそらしてはいない。

「──だが、そのうち俺はお前が病院から姿を消していることを知り、同時に市内の病院から入院患者が何人も行方ゆくえ不ふ明めいになっていることを知った。俺はそれからどんどんその事件に深入りしていき、危ない橋も何度か渡った。親から金も盗んだ。そして、最終的に『お前ら』の存在に行き着いた。そのとき俺は確かく信しんしたよ。あいつらを殺したのは間違いなくお前だってな」

　新藤は身体からだを小刻みに震ふるえさせていた。だが、「くくく」と笑ってもいた。

「それだけじゃない。俺は知ってるんだぜ」

「……知っている？」

「今、この旧市街地で何が起きているのかを──」

「あんた……まさか……」

　美み幸ゆきが表情を失った。




「──お前、もうすぐ消えるんだろ？」




　新しん藤どうがそう言った直後、美幸の背後で耳をつんざくような破裂音がした。何かが爆ばく発はつするような音に近かった。側そばの建物から火の手が上がったのはそのすぐあとだった。火の手が上がってまもなく、新藤と美幸の間に建物の外がい壁へきが剝はがれ、落下してきた。

「あちこちで起きてる火災は、お前の仲間たちが消滅する際に、凝ぎよう縮しゆくされたエネルギーを周囲に発散させてるからなんだろ？　ま、当てつけのようなものだろうけどな」

　新藤は玲れい子こを引きずりながら美幸から離はなれていく。

　一方、美幸は俯うつむいたままその場を動こうとしない。

　……本当に？　本当にお姉ねえちゃんは消えちゃうの？

　美幸が顔を上げた。生気を感じさせない瞳ひとみで玲子を見つめてくる。

　それは──

　望みを捨てた者の顔だった。

「──お姉ちゃん！」

　玲子は咄とつ嗟さに大声で叫んでいた。

「少し黙だまれ」新藤が玲子の口を塞ふさぐ。「あいつはもう助からねーよ。どう足あ搔がいてもな──」




　　　＋　＋　＋




　ハルは赤茶けた外壁のでっぱりを足場にして建物のてっぺんを目指していた。軽やかにひょいひょいと上っていき、ものの数秒で一番上に到達。フェンスを乗り越え屋上にすたっと着地した。降り立った先にアニスとサウラの姿があった。

「階段を使いなさい。人間に見つかったら厄やつ介かいよ」

「下は火の海ですよ」と言いながらアニスの側に駆け寄る。「隣となりの建物からこっちに燃もえ移っています。もう階段は使えませんよ」

「そう。ここもそろそろまずいわね」

「一体、何が起きてるんですか？」

「移動しながら説明する」

　アニスは屋上の錆さびついたフェンスに寄りかかり暢のん気きにお菓子を食べているサウラに向かって何事かささやくと、ヒールの高いパンプスを履いているのに、そんなことなど無関係とばかりに、颯さつ爽そうとフェンスを飛び越え、一足先に隣となりの建物に飛び移ってしまった。お菓子をむさぼるのを中断したサウラはコンビニ袋を手につかみ、指をしゃぶりながら渋々とアニスのあとに続いた。

　先ほど降り始めた雪が激はげしさを増していた。風も強く、雪は斜めに降り注いでいる。

　ハルが隣の建物の屋上に飛び移ると、すでにアニスたちはその先の細長い建物の屋根に移っていた。ハルは二人ふたりに追いつこうと足を速めた。アニスの隣に並ぶと、彼女は簡かん単たんに今回の事件の経緯を説明し始めた。といってもたいした話ではなかった。たいした話ではない、というのはハルの推測から外れる、驚おどろきの要素がほとんどなかった、という意味で、現在、旧市街地のあちこちで発生している火災を些さ細さいなことだ、と捉とらえているわけではない。

「つまり、例の『染せん化か』は不完全なものだったということですか？」

「当然よ」

「とーぜんだー、とーぜんだー」サウラが面おも白しろがって連呼する。

「我われ々われのような『完全なる不死』の性質を備えた吸血鬼が人為的に作れるはずがないもの」

　と言われても正式な『染化』の方法を知らないハルには判断しかねる問題だ。『染化』は『儀ぎ式しき』とも呼ばれているらしいぜ、とは青あお木きが言っていた言葉だが、この手の情報を正せい確かくに把握しているのはアニスのような高い地位にいる吸血鬼だけだ。

　アニスの話によると、『不完全な吸血鬼』は短い者だと一週間ほどしか生きることができないらしい。寿命が尽きると、『二度目の死』の瞬しゆん間かんに膨大なエネルギーを発散させる。これは生きている人間を無理やり『染化』させたことによって起きた弊へい害がいらしい。『不死』という性質は言い換えるなら『不変』の性質とも言えるが、今回の首しゆ謀ぼう者しやたちが行った『染化』は、丸めた紙を力の限り圧あつ縮しゆくして密度の高い小さな紙のボールを作ったようなもので、性質の均一化は図れたものの、『不死』の性質を完全に獲かく得とくしたとは言いい難がたいようだった。

　圧縮した紙ボールは、そうそう簡かん単たんに穴は開かない。逆に広げた紙は簡単に穴が開く。しかし、いくら紙を丸めてみても時間が経たてば少しずつ広がっていく。丸めた紙は何も手を加えていない真新しい紙と比べてどうか？　間違いなく劣化しているだろう。文字を書こうにも皺しわが寄っているはずだし、凸でこ凹ぼこしていて書きづらいはずだ。

　場合によっては破けているかもしれない。

　アニスはそのような説明をした。たとえになっていないかもしれないけど、と付け加えたが。

　目の前に外がい壁へきの欠けた時計とけい台だいが見えてきた。その時計台は旧市街地のほぼ真ん中に立っていて、周囲の建物などと比べると一際高い。ハルは何度か訪れたことがあった。時計の針は十時十分をすぎた辺りで停止している。

　三人は近くの建物から時計台の外壁に飛び移り、てっぺんの屋根まで上がった。

「それで……この騒さわぎ、どうやって沈静化させるつもりですか？」

　屋根の上で一息ついてからそう質問すると、

「別にどうもしない」

　アニスは平然としていた。サウラがボリボリとまたお菓子を食べ始める。

「何な故ぜです？」

「彼らはね、旧市街地で騒さわぎを起こすことで我われ々われになんらかの損害を与えようと足あ搔がいているのよ。騒ぎが大きくなればメディアもこの一連の火災を取り上げざるを得なくなる」

「なるほど、そういう狙ねらいが……」

「いえ、これくらいなんてことない。むしろ、ひと気のない場所を選んでくれてありがとう、と言いたいくらい。街中で彼らが消滅すれば、もっと厄やつ介かいなことになる」

「たしかに──」ハルはそこである可能性を思いついた。「──まさか、アニスさんがこうなるよう仕向けたんですか？　彼らが旧市街地で騒ぎを起こすように？」

「さあ、どうかしら……」アニスは曖あい昧まいに答えた。「そんなことよりも……一つ、ハルに耳寄りな情報があるのよ」

「なんですか？」

「少し待って」

　そう言うとアニスは眼下に広がる街並みを見下ろし、しばらく何かを探すように視し線せんを巡らせていたが、ふいに「見つけた」とつぶやき、ある場所に視線を固定した。

「ハル、あそこを見て」アニスが指を差し向ける。「少し遠いけれど、あなたになら見えないことはないでしょう？」

　ハルはじっと目を凝こらし、アニスが指差す方向に目を落とした。

　低い建物に囲まれた幅の狭い路地に複数の人ひと影かげが見えた。

　一人ひとり、二人ふたり──いや、三人だ。一人は路地の行き止まり、煉れん瓦がの壁かべを背にして立っている。あとの二人は身体からだを密着させていた。だが、好ましい状況でないのは明らかだ。

　ハルは状況を悟ると、力強く拳こぶしを握りしめた。

「あの、バカ姉妹が──」

　小声でつぶやいたつもりだったが、思った以上に声を出していたらしく、

「あら、随分と酷ひどい言い草じゃない？」

「他ほかに言いようがありませんよ」

「珍しいことを言う」アニスは何故か嬉うれしそうに笑い、「──そういえば、さっき電話で話していたとき、少し苛いら立だっているようだったけれど、何かあったの？」

「突然、なんですか？」

「質問に答えなさい」

「別に……何もありませんよ」

「拗すねてる？」

「茶ちや化かさないでください……」

「面おも白しろい顔」アニスはそう言うと表情を引きしめた。「ところで、どうする？　私が手を貸してあげましょうか？」

「自分でどうにかします。アニスさんに借りを作るとあとが恐こわい」

「そう。で、どうするつもり？　彼女、人質に取られているわよ」

「……ナイフを使います」

「眠らせるのね？」

「そうです」

「もったいない」アニスは微ほほ笑えんだ。「あなたなら、力ずくで解決できるはずだけど」

「サービスです。あの二人ふたりに少し猶ゆう予よを与えてやろうかと」

　ハルはコートの内ポケットに手を入れ、ペンダントナイフを取り出した。折りたたみ式になっているそれを片手で開き、右手で握り直す。

「あなたの口からそんな言葉が出てくるとは思わなかった」

「冗じよう談だんですよ……本当は俺おれ自身が納得いかないだけです」

「噓うそばっかり」アニスは不服そうにつぶやいた。「お優やさしいこと」

「──そろそろ行きます」

「ハル、あまり血を消費しすぎないように。加減なさい」

　ハルは軽く頷うなずくと隣となりの建物に飛び移った。

　建物から建物への移動を繰くり返し、玲子がいる路地を目指す。

　その間、ペンダントナイフは右手で握りしめたままだった。

　このナイフで切り裂くのは他人ではない。

　己おのれだ。

　青い屋根の上に着地した瞬しゆん間かん、近くで爆ばく発はつ音おんが轟とどろいた。

　誰だれか消滅したのか？　まさかあいつじゃないだろうな？

　ハルは滑るようにして屋根の縁へりに移動し、真下を見下ろした。

　玲れい子こたちがいる路地は真下のはずだった。

　いた。

　二人とも無事だ。

「──やるか」

　ハルは腕をまくってペンダントナイフの切っ先を左手の手首に押し当て──

　一瞬も躊ちゆう躇ちよすることなく手前に引いた。その瞬間、鮮せん血けつが噴ふん水すいのごとく飛沫しぶきを上げた。

　ハルはナイフをポケットに滑らせ、その噴ふき出した赤い血を右手で制御した。

　溢あふれ出した血液はハルの意のままに集結し──そして霧きり状じようとなって辺りに降り注いだ。

　局所的な血の雨。雪と混じり合い、奇妙な空間を生み出した。
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　玲れい子こは引きずられていく。

　遠ざかっていく姉。

　いや、遠ざかっているのは自分のほうだ。

　しかし、それは自分の意思ではない。

　どうしてこんなことになってしまったのか。

　姉とはもう二度と会うことができないのか。

　昔のような日々はもはや帰ってこないのか。

　頭がぼんやりしてきた。

　視界もぼんやりしてきて、目の前に広がる光景が徐々にかすんでいく。

　白いはずの雪が何な故ぜか赤く見えた。

　意い識しきを失う瞬しゆん間かん、誰だれかの腕に抱かれているような気がした。

　あの男ではなく、別の誰かに。




　ハルはペンダントナイフを懐ふところに戻すと、建物のてっぺんから飛び降りた。

　路地に玲子と玲子を人質に取っていた男が倒れていた。ハルは地面に仰あお向むけで倒れている玲子をひょいっと抱きかかえると、男のほうは無視して、路地の行き止まりの巨大なレンガの壁かべにもたれかかっていた美み幸ゆきを、空いているほうの腕で抱きかかえた。

「しぶといな……」

　踵きびすを返すと、火の粉が降り注ぐ路地を這はいつくばっている男の姿が目に映った。

　足元に近づくと、「うああ……」とうめき声を漏もらしながら男がハルを見上げた。

　その目に怯おびえの色が浮かんだ。

　今、自分はどんな顔をしているだろうか。そんなことを考える余裕があった。冷静さは失っていない、という自信はあったが、それは怒りや興こう奮ふんを超越した先にある、冷れい酷こくな感情だったかもしれない。ハルは、この男がどのような性格の持ち主で、美み幸ゆきや玲れい子ことどういう関係にあったのか、という細かな事情を知らない。しかし、玲子の首にナイフを押し当てていたのは事実だ。それに──この男が美幸の人生を狂わせたことは容易に想像できる。

　ハルは男の足を思いきり踏みつけた。小さな悲鳴が上がる。リアクションが薄うすい。意い識しきを失いかけているからかもしれない。

「弱いものイジメをする趣しゆ味みはないんだがな……」

　ハルはそうつぶやくと今度は右手を踏みつけた。

　怒りは冷めない。不快感だけが蓄ちく積せきしていくようだった。この手の男はある種、開き直っているところがあるから、たとえどんな言葉を投げかけようとも心の底から反省することはまずありえない。平然とした顔で悪事を繰くり返すだろう。

　……こういう人間は殺しても許されるような気がする。いや、殺すべきだな。

　一いつ瞬しゆん、頭のどこかでそう思ったが、ハルは実行には移さなかった。

　くだらない、と吐き捨て両手で姉妹を抱きかかえたままその場を去った。

　まっすぐに延びる路地を足早に進みながらハルは思った。

　もし万が一、建物が崩ほう壊かいするようなことがあれば、あの男も一巻の終わりだろう。そうならなくても、建物からの火種が衣服に燃もえ移って焼死するかもしれない。他ほかにも様々な原因での死が考えられる。もちろん、運がよければ助かるだろう。

　だが、助ける義理はない──
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　玲子は喧けん騒そうの絶えない繁はん華か街がいを一人ひとりで歩いていた。街の空気は排気ガスや通りに並ぶファーストフード店から漂ってくる食べ物の香りが混ざってやや生なま温ぬるいが、たまに吹き抜ける寒々しい北風がその生温い空気を吹き飛ばす。

「うっ……なんか」

　目の前に黒い影かげが走ったような気がした。立ちくらみだろうか。

　どうも記き憶おくが混こん沌とんとしている。なんというか、夢から覚めたばかりのような、曖あい昧まい模も糊ことした感覚があった。変だ、絶対におかしい。これは現実だろうか？　現在進行形で夢を見ているんじゃないだろうか？　そんなことを思う。

　あ、そうだ。玲れい子こは制服のポケットに手を突っ込んでみた。

「あれ？　ケータイが……」

　なかった。制服を着ているときはブレザーの右ポケットの中に入れているのだが──

「どうしよう……」誰だれかに連絡を取ろうと思ったのに。

　玲子は人波に流されるままに横断歩道を渡り始めた。ぼんやり歩いていたからだろう、真ん中辺りまで来たとき、向かいからやってきた男子高校生の集団に突っ込んでしまった。ぶつかる直前に目を瞑つむったが、視界を覆おおえば当然ながら衝しよう突とつの危険度は高くなる。

　衝しよう撃げきが走って数秒後、目を開けると玲子は地面に尻しり餅もちをついていた。通行人のざわめきがあちらこちらで聞こえる。だが、みんな横目でチラチラと視し線せんをよこすだけで立ち止まる者はいない。

「いたた……」

　玲子は尻餅をついたまま顔を上げた。ぶつかったものの倒れているのは自分だけだった。男子高校生のうちの一人ひとりが迷惑そうに玲子を見下ろしている。すみません。玲子が謝あやまると、男子高校生たちは何事もなかったかのように道路を横断し始めた。

「大丈夫？」

　玲子が呆ぼう然ぜんとしていると背中に声がかかった。

「ほら、早く起き上がらないと──」

　背後に立っている声の主が玲子の前に回り込み、少し屈かがんで手を差し出してきた。

「──へ？」

　玲子は相手の顔を見上げた瞬しゆん間かん、驚おどろきの声を上げていた。

「お、お姉ねえちゃん……？」

「急いで。もうすぐ信号が赤に変わってしまうから」

「あ、うん……」

　玲子は美み幸ゆきの力強い引っ張りで、ほとんど力を使うことなく立ち上がれた。

「こっちよ」

　美幸に手を引かれたまま道路を横断する。点滅する信号の青が目に入った。もうすぐ反対側の歩道に届く。それほど慌あわてなくてもよさそうだったので、二人ふたりは歩ほ調ちようを緩ゆるめた。

「ねえ、お姉ちゃん」

　道を渡り切ったところで玲子は口を開いた。

「どうしたの？　そんな不ふ思し議ぎそうな顔をして」

「だ、だって……お姉ちゃん、いつもと雰囲気が違うし……」

「人間は誰だれしも複数の側面……複数の顔を持っているはずよ。森もり坂さか美幸という人間は一つの人格から構成されているわけではないの」

　淀みのない口く調ちようで理り路ろ整せい然ぜんと語った。玲れい子こはまたも面食らう。

「は、はぁ……そうですか」

　玲子は思い出す。

　姉は、両親や友達などと接するときは、清せい楚そな装いを常とし、物腰は柔らかで、どんな相手にも好印象を与えていた。理想的な同級生。理想的な生徒。理想的な子供。しかし、それは偽りの人格でしかなく、本当の姉は言動が粗そ暴ぼうで、欲望に忠実で、綺き麗れい事ごとが大嫌いだった。

　そして──今、玲子の目の前にいるのは優ゆう等とう生せいを演じていたときの姉だ。

「さあ、行きましょうか」愛想良く笑いながら美み幸ゆきが玲子の手を取る。

「行くってどこへ？」

「玲子、彼に会いたくないの？」

「え、彼って……もしかして片かた倉くら君のこと？」

「そうよ。会いたいでしょう？」

「そりゃ会いたいけど……」

「決まりね」

　美幸はにっこりと微ほほ笑えむと手を握ったまま玲子の背中を押した。




　がらがらに空すいた地下鉄に乗り込み、並んで座席に腰かけると美幸が優等生口調で玲子に語りかけてきた。独り言のようでもあった。

「私ね、自殺する三日前にレイプされたの」

　空いているとはいえ、乗客がまったくいないわけではなかったので、玲子は姉のその発言にどう対処するべきなのかわからず当惑した。

「付き合っていた彼氏が友達にそそのかされたみたいなの。バカだよね。浅はかだよね。脅迫のネタも考えずに、興きよう味み本ほん位いで集団レイプなんて。私がそのあと警けい察さつに駆け込むかもしれないのに、不用意すぎると思わない？」

　姉の喋しやべり方が多少変化した。

　玲子は何かコメントしようと思ったが肝心の声が出てこない。

「みんな動物みたいに貪どん欲よくに私の身体からだを求めてきた。抵抗しても無む駄だだった。だって四対一だったから……ホント、思い出すだけで吐き気がするわ。気持ちが悪い。……でもね、どういうわけかあのとき、途中から笑いが込み上げてきたの」

「え、なんで……？」

「理由は簡かん単たん。だって、その連中は森もり坂さか美幸という人間の本質を知らなかったんだもの。偽りの姿を本質だと思って彼らはレイプに精を出したの。優等生の私を汚したかったのよ。口ぶりですぐにわかったわ。汚いものとは無む縁えんのように見える私を手て籠ごめにしたかったのね。ふふ、バカだと思わない？　本当の私はそんなんじゃないのに。もともと性根が腐っているのに。いくら偽りの私を犯したところで、本当の私は傷つかない。彼らはそんなこと夢にも思わなかったでしょうね」

　美み幸ゆきはくすくすと笑いながら垂れた前髪をかき上げた。

「──でも、その日の夜、虚むなしさが込み上げてきた。レイプされたという事実が他ひ人と事ごとのように思えてきた。自分がこの世に存在するという実在感さえあやふやになっていった。私は自問自答した。死ぬまで偽り続けるのかって。答えは出なかった。自殺はほとんど突発的なものだった。トラックが走ってきたからふらっとね──」

「……どうしてあたしにそのことを話さなかったの？」

「もうどこにも逃げられないと思ったもの。一生、偽って生きていくしかないんだって悟っちゃったから。だから、リセットしたのよ。終わらせたの。悲しいとは思わなかった。だって、私は空虚だったから……悲しいとさえ感じることができなかった」

　美幸が玲れい子この手に自分の両手を重ねた。冷たい手。綺き麗れいな手。生気を感じない手──




　電車を降り、改札を抜け、天てん井じようの低い地下道を歩いていると、「その後のことなんだけどね」と前置きしてから美幸が語り始めた。

「あの日、気づいたら旧市街地をパジャマ姿で歩いてた。通りがかりの同類に自分がどういう状況にあるのかを教えてもらって……それから何日か経たったある夜、私は一人ひとりの男の首筋に背後から嚙かみついた。それが、あいつだった。名前、なんて言うんだっけ？　玲子は当然、知ってるよね？」

「あ、うん……」

　ハルのことだろう。玲子はあえて訊きき返さなかった。

「あいつさ、私を見るなり『ふざけているのか』って言いやがったんだ。パジャマ姿が気に入らなかったみたいなんだよ。で、近くの教会に無理やり連れて行かれた。わけがわからなかったよ。変な奴やつにつかまったなって思った」

「そ、それで？」

「教会に着くと『待ってろ』って言ってどこかに消えた。勝手な奴だと思ったけど、イタズラ目的の奴がそんなマヌケなこと言うわけないし、律りち儀ぎに待ってみたんだよ。そしたら、あいつ、洋服とか靴なんかを抱えて戻ってきたんだ。何事かと思ったよ。しかも、それを私に手渡して『着替えろ』とか言い出すし。まあ……着たけど」

「はは……着たんだ」

「そのあと訊いたんだ。なんでこんなことするんだって。同情なら止やめてくれって陳腐なセリフが喉のどまで出かかった。でも、あいつは私の質問に『気に食わないからだ』って答えたんだ。可か哀わい想そうだとか、助けてあげたい、とかそんなんじゃなくて『みっともないから、そんな変な格好するな』って言いやがったんだよ。あいつ頭おかしいんじゃないのか？」

「少し変わってるかもね」

「少しどころじゃないだろ？」

「えっと……どうかな」

　玲れい子こは考えるフリをした。

　……そうか。お姉ねえちゃんが片かた倉くら君のコートを着ていたのはそういうわけだったんだ。

「──ところでさ、玲子はあいつのことが好きなの？」

　玲子は絶句した。かつて姉とこのような質問を交わし合ったことがあっただろうか。

「嫌いなのか？」美み幸ゆきが再度問いかけてくる。

「そんなことないよ。嫌いじゃない」

「じゃあ、好きなんだ」

「好きっていうか……」

「玲子」

　階段の途中で美幸が足を止め、手すりに寄りかかった。つられて玲子も立ち止まる。

「恥ずかしがっていたら損をするよ」

「う、うん……」

「──本心を口にするのは勇気がいる。だから、みんな少なからず噓うそをつく。辛つらいから。傷つくのが恐こわいから。本音だけで生きていける人間はたぶん今の世の中には存在しない。きっと誰だれもがどこかで自分を誤ご魔ま化かして生きている。でも、誤魔化しているだけでは、生きている意味がないんだよ。痛くも痒かゆくもない、何も感じない人生に意味はない。そして、きっと痛い思いをしないと何も手に入らない──」

　美幸は消え入りそうな声で、「私は何も手に入れられなかった」とつぶやいた。

　玲子はなんの言葉も返すことができなかった。

「さて……私はそろそろ行くよ」

「え？　行くってどこへ……？」

「私は日常にも非日常にもいる資格がない。だから──消えるしかないんだ」

「消えるって……なんで……」

「そんな顔するなって」美幸が玲子の頭を撫なでた。「……玲子、あんたは私みたいになるな。背伸びもするな。周囲の人間と比較して優ゆう劣れつを図ろうとするな。ただ、あんたは少しだけ自信を持てばいい」

　美幸が階段を上がっていく。

　外からオレンジ色の光が差し込んできた。地下道の暗さに慣なれた目にはその光は眩まぶしく、階段の途中で立ち止まっている美幸の顔は輪りん郭かくこそ捉とらえられるものの表情までは読み取れなかった。美幸がコツコツと音を立てて階段を上っていく。玲子は美幸に追いつこうと残りの階段を一気に駆け上がった。

「お姉ねえちゃん……？」

　出口に美み幸ゆきの姿は見当たらなかった。辺りを見回してみるが、やはりどこにもいない。

　消えてしまっていた。音もなく、気配けはいもなく、まるで最初からいなかったかのように──

　目の前には色素を失った枯れた芝生しばふが広がっていた。ひと気のない公園。葉の落ちたイチョウ並木が公園の出口に続いている。風は治まり、雲間から太陽が覗のぞいていた。
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　玲れい子こは闇やみの中で目を覚ました。毛布の肌触りを感じながら身体からだを起こす。音のないその暗闇をじっと凝ぎよう視ししていると、次第に室内の輪りん郭かくが浮かび上がってきて、そこが自分の部へ屋やであることがわかった。枕まくら元もとの時計とけいを見る。午後十一時を何分か過ぎたところだった。

　ベッドから降り立つと手足に軽い痛みを感じた。

「……あれ？」

　そこでようやく自分が制服姿のまま寝ていたことに気づく。

　何があったんだろう。さっきの夢だったのかな。どうやって家に帰ったんだろう。

　そんなことを考えながら廊下に出ると、

「明るい……」

　リビングに明かりが灯ともっていた。

　たぶん父親ではない。今日きようは帰っていないはずだ。とすれば、答えは一つしかない。

　玲子を自宅まで送り届けてくれた人物がまだリビングにいるのだ。

　慌あわてて廊下を駆け出した。そして、

「──お姉ちゃん！」

　半ば叫ぶようにしてリビングに駆け込んだ。

　室内を見回す。窓際に誰だれか立っていた。姉ではない。

「か、片かた倉くら君……？」

「残念だったな……あいつじゃなくて」ハルはゆっくりとこちらを振り返った。「勝手に上がらせてもらった。鍵かぎの隠し場所は知っていたからな」

　それだけ言うとハルはリビングを横断し、玲子の側そばを無言で横切ると廊下に出ていった。

「あ、あの……お姉ちゃんは……」

　予感はあったが、訊きいてみた。

「後日説明する。今日はもう遅い。とっとと寝ろ」

　ハルはそっけなく答えると、廊下を歩き出し、歩きながら脇わきに抱えていたコートを広げ、さっと羽は織おった。そして、玄関のマットの上に座り、事務的に靴を履く。

「か、片倉君……」

「俺おれの側そばに寄るな」ハルは素早すばやく立ち上がり、「少しは学習したらどうだ？」

「……そ、それはわかってますけど」

　玲れい子こは廊下の途中で立ち止まった。薄うす暗ぐらい廊下は冷え切っていて、足の裏がだんだんと冷たくなっていった。しばらく沈ちん黙もくが続いた。ハルは片手を腰に当て、瞬まばたき一つせずに玲子を見つめていた。何を考えているのか表情からはまったく読めなかった。

「人間は脆もろいな」

　いきなりだった。

　あまりに脈絡のない発言だったので、玲子は「へ？」と素すっ頓とん狂きような声を出していた。

「それにいつか死ぬ」ハルは扉の前に移動し、取っ手に手を伸ばした。

「どうしたんですか……急に？」

「独り言だ」ハルはそう言って表情をより硬くし、「俺の側にいれば、また今日きようのように危ない目に遭あうだろう。しかし、俺は何があっても必ずお前を助け出す」

「は、はい……」

「俺は絶対に死なない……いや、死ねない。歳としも取らない。いつまでもこの姿を保ち続けるだろう。だが、お前は違う。普通の人間だ。──俺の言いたいことがわかるか？」

　玲子は首を傾げた。ハルの真意がわからなかった。

「俺は自分のエゴでお前の人生を台無しにしてしまうかもしれない」

「そ、そんなこと……」

「まだずっと先のことだが……たとえお前の人生が終わりを告げたとしても、俺の人生はそのあとも続く。俺にとって時間なんてあってないようなものだ。俺と一いつ緒しよにいればお前ばかりが割りを食うことになる」

　ハルはそこまで話すと、

「らしくないことを言った。忘れてくれ」

　そう言い残し、玲子の前から姿を消した。

　他ほかになんの音もしないからだろうか、扉の閉まる音がしばらく耳に残った。

　ついさっきまではハルがこの家の中にいたはずなのに──

　目が覚める直前まではたしかに姉と一緒にいたはずなのに──

　昼間はカラオケボックスでみんなと盛り上がっていたはずなのに──

　ここには自分一人ひとりしかいなくて、他には誰だれもいなくて、祭りのあとのように寂さびしい。

　忘れてくれ、と最後にハルが残していった言葉が玲子の頭の中で突然、再生された。

　何度も何度も再生された。その繰くり返される言葉の隙すき間まに姉の声が混ざった。

「──っ！」

　玲子は声にならない声を上げ、靴も履はかずに外へ飛び出した。

　一台のタクシーが家の前をものすごいスピードで通り過ぎていく。

　玲れい子こはタクシーを見送ると裸足はだしのまま駆け出した。

　正体不明の物悲しさが、玲子を突き動かしていた。

　ここでハルを追わなければ、もう二度と会えなくなるような気がした。

　スピードを上げる。冷たい空気が肌を突き刺す。足の裏が徐々に冷たくなっていく。

　構わず走り続けた。

　姉が背中を押してくれているような気がした。

　赤信号が目の前に迫ってきた。

　止まらなければ──いや、車は来ていない。

　迷っている暇はない、このまま突っ切ろう。

　そう決意した瞬しゆん間かん、何かを踏んづけた。

　ズキっと激はげしい痛みが足の裏から頭のてっぺんに向かって走り抜けていく。

　玲子はふらふらとよろめき──

　ドサっ。

　横断歩道を見上げる形で尻しり餅もちをついてしまった。

　玲子はすぐに足の裏をさすり、血が出ていないか確かく認にんした。

　だが、暗くてよくわからない。

　靴下は湿っているようだが、それは自分が裸足だからかもしれない。

　雪が降っているのでアスファルトは濡ぬれていた。

　しばらく夜空を見上げていると、頭が冷えてきた。

　しかし、足の裏の痛みはまだ引かない。

　じんじんする。当分、立ち上がれそうになかった。




　──パサ。




　そんなとき、背中に何か柔らかいものが当たった。

　当たった、というよりは覆おおいかぶさってきたような感じだった。

　背中に手を回す。

　身に覚えのある肌触り。

　黒いコート。

　夜だからそう見えたのかもしれない。

　だが、次の瞬しゆん間かん、背後から足音が近づいてきて──

　玲子の身体からだが宙に浮いた。

　もちろん、本当に宙に浮いたわけではない。抱きかかえられたのだ。

「裸足で出歩くなんてどうかしている」

　声と共に息づかいがはっきりと伝わってきた。

「平気か？」

「……平気じゃ……ないです」

　強がる気力さえ残っていなかった。ただ、泣かないようにするだけで精一杯だった。

　ハルは玲れい子こを両手で抱きかかえたまま自宅に引き返し始めた。

　同じ瞬しゆん間かん、信号に足止めされていた車が走り出す。

「こんなときに一人ひとりにして──悪かった」

　歩き出してまもなくしてハルが独り言のようにつぶやいた。

　玲子はハルの首に腕を回し、頭を胸にぶつけてしっかりと抱きついた。

「……あたしは片かた倉くら君と一いつ緒しよにいたいです」

　姉からもらった勇気を胸に、ハルにしがみついたまま小声で告げた。

　しかし、ハルの足音は特に変化しなかった。淡々と歩き続けた。

　聞こえなかったのかもしれない。玲子は、もう一度、告げようと思ったが、

「俺おれの本心は……最初から決まっている」

　そう言うとハルは玲子を一瞬だけ強く抱きしめ、

「お前が飽きるまで付き合ってやる」

「本当ですか……？」

「ああ。だがな──俺は、恋愛に関しては気が長いほうだから、そのつもりでいろ」

　最初、その言葉の意味がよくわからなかったが、自宅が見えてきたころになって、「俺は一いち途ずだからな」という意味のことを遠回しに告げられたのだということに玲子は気づいた。




　その日の夜、ハルは玲子の血を一滴も吸わなかった。

　後日、聞いたところ、「俺はお前の血が欲しいから一緒にいるわけではない」というようなことをやはり遠回しに話していた。




　　　＋　＋　＋




　東の空から太陽が顔を覗のぞかせようというころ、彼女は早朝の街を疾しつ走そうしていた。

　線せん路ろ沿ぞいの道を郊外に向けて──

　朝の冷えた空気を吸い込みながら、昇り始めた太陽の眩まぶしさに目を細める。

　そのうちきらきらと煌きらめく幅のある川と、その川にかかる赤い橋が見えてきた。あちこちペンキが剝はがれ落ちた、全長三十メートルほどの赤いアーチ橋。この橋を渡り切ると隣となりの市だ。

　彼女はこのまま一気に突っ走ろうと思ったが、橋に差しかかる直前で足を止めた。

　少女と目が合ったからだ。

　少女といっても、自分とさほど歳としは変わらないだろう。

　ひと目で日本人ではないとわかったが、国こく籍せきは判別できなかった。銀色の髪が日の光を浴びて輝かがやいている。風になびくその髪は人のものではないように思えるほど美しかった。

「初めまして、と言うべきかしら」少女がいきなり話しかけてきた。

「何？」

「あなたで三人目」

「は？　何言ってんだ？」

「残りの三十五人は全すべて消滅した」

「──っ！」

　絶句。

　その一言で彼女は全てを理解した。

「……あんたが親玉ってわけ？」

　なんとか言葉を絞り出す。声は震ふるえていた。

「親玉？」少女が不ふ思し議ぎそうな顔をした。「ごめんなさい。日本語はよくわからないの」

「白々しいことを……」

「直情的ね」

　少女が笑いながらこちらに近づいてきた。彼女は警けい戒かいする。

「安心して。あなたに危害を加えるつもりはありません」

「どうだか」

「本当よ」少女は薄うすく微ほほ笑えみ、「あなたはもうじきこの世界から消える。消滅の時期には個人差があるけれど、消滅する可能性は百パーセントよ」

「……百パーセントですか」

「一つだけ、朗報がある」

「何？」

　彼女は「おっ」と思いながら少女の言葉を待った。

「あんたのような例外は消滅時の衝しよう撃げきがほとんどない、ということが確かく認にんされている」

「……なるほど、周囲を巻き込む心配はないってことか」

　がっかりした。本当にがっかりだ。

「そうそう」少女はついでのように言った。「ハルたちに何か伝えておくことはない？」

「ハル？」聞き覚えのない名前だった。「それ、誰だれ？」

「髪の黒い、無愛想な男。名前、聞いていなかったの？」

「ああ、あいつのことか……」そんな名前だったのか。聞かなきゃよかったな。「なあ、玲れい子こもあいつも、私が消えずに残留してること知らないんだろ？」

「ええ、知らないわ」

「じゃあ、何も伝えることはないな。どうせそのうち消えるわけだし。もう消えてしまったことにしてくれよ。頼む……」

「あなたがそう望むなら」少女は小さく頷うなずくと脇わきをすり抜けていった。「さようなら」

　少女が立ち去ると、彼女はアーチ橋の歩行者用通路を歩き出した。

　歩ほ調ちようを速め、次第に早足になっていき、最終的に駆け足になった。どこへ行こうとしているのか、自分でもよくわからなかった。ただ、餓が死しする心配はないし、どんな場所に行こうとも凍死する可能性もゼロだ。衣食住の心配はしなくていい。

　なんだってできるのだ。そう、なんだってできる。

「よしっ！」

　ひとまず、私のことを誰だれも知らない土地に行ってみよう。

　彼女の頭にふとそんなアイデアが閃ひらめく。

　過去と決別した今、自分の中には何も残されていない。

　からっぽで、まっさらだ。

　何もないのなら一から築きずくしかない。

　手を伸ばすのだ。

　あいつのように強引に、玲れい子このようにバカ正直なスタイルで。

　自分にはそんな資格はないのかもしれないけれど。

　この橋を渡り切るころには消えてしまっているかもしれないけれど。

　だけど──

　最後の一いつ瞬しゆんまで生に執着し、必死に、みっともなく、この世界で足あ搔がき続けるのだ。

　世界の輪りん郭かくが曖あい昧まいになってきた。

　涙のせいだろうか。

　それとも自分が消えかかっているせいなのか。

　どちらにしても時間はわずかほどしか残されていない。

　不安で押しつぶされそうだった。

　消えることを思うと不安でたまらない。

　早く向こう側に渡らなければ。

　早く何かを手に入れなければ。

　何か一つでいい。

　そう、たった一つでいいから自分が本当に心から望むものを手にして──

　そして、もう二度と手放さないようにするのだ。
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　たまにお姉ねえちゃんの夢を見ることがある。夢の中のお姉ちゃんはあたしにとても厳きびしい。あまりにも厳しいのであたしは半泣きになってしまう。

「泣いたって許してあげないよ」

　それでもお姉ちゃんは容赦がない。どうして怒られているのかはよくわからないんだけど。

　夢から覚めても当然そこには誰だれもいない。お姉ちゃんはどこにもいない。そんな日の朝はちょっぴり物悲しい。でも、家を出るころには、「今日きようも一日頑がん張ばろう！」という気持ちになっている。お姉ちゃんがいなくなったばかりのころは泣いてばかりいたけれど、今では前向きな気持ちで生活できるようになった。

　そういえば、先週、学内で実力テストがあった。結果は年が明けてからだと先生は言っていたけれど、結果を待たなくてもだいたい予想はできる。日ひ頃ごろの不勉強が祟たたったのだ。来年からはもっと真ま面じ目めに勉学に励もうと思う（そんなこと言わずに今からやればいいのにね……）。

　ところで、あたしは今、難なん題だいを抱えている。

　クリスマスだ。

　実力テストが終わると、数日ほどで冬休みに入る。クリスマスは冬休み最初のイベントだ。あたしは冬休みの直前に勇気を出して片かた倉くら君にクリスマスの予定を訊きいてみた。すると、

「教会に行く。ミサがあるからな」

　と言われた。

　どうやら片倉君は日本のクリスマス事情を知らないらしかった。クリスマスはみんなで祝うものだと思っているらしい。うん、たしかに片倉君は正しい。……正しいです。

　でも、それでは困るのだ。……困ります。

　困り果てたあたしは青あお木き君に相そう談だんしてみた。青木君は、「そいつは困ったなぁ」とひとしきり笑ったあと、「日本のクリスマスは恋人同士がイチャイチャする日なんですよー、って言うしかないんじゃない？」と提案してきた。

　さて、どうしよう。言うべきか、それとも言わないほうがいいのか。言ったら怒られそうな気がしないでもないんだけど、言わなかったら言わなかったで、今度はあたし自身が後悔するような気がする。

　今、あたしは自室のベッドの上に寝転がり、ケータイの液晶画面を見つめている。ボタンを押せば片倉君に電話が繫つながるという状況だ。実は昨日きのうもこの状態で三十分唸うなっていた。

　だが、今日きようこそは目的を達成してみせる。

　よしっ、と気合を入れて、震ふるえる指をボタンの上に。

　コール音が何回か続き、そして、電話が繫がる──







　　　あとがき（もしくはまえがき）。




　読者の皆様、はじめまして。もしくは、ご無ぶ沙さ汰たしております。周す防おうツカサです。あとがきって買う前に読んだりしますよね（そういう意味ではまえがきとして機き能のうしているのかも）。

　本書の作業も大詰め、というころに「あとがきお願ねがいしまーす」と言われ、「ええ？　あとがきですか？」と、頭の中から『あとがき』の存在が完全に抜け落ちていたことに気がつきました。あとがきも本書の一部ですから手を抜くわけにはいきません。ですが、あとがきにはどうしても著者の生の声が露ろ出しゆつしてしまうわけで──私としては本ほん編ぺんよりも恥ずかしい。そこで考えました。ここは一つ、あとがき専用の人格を考えてみようではないか、と。

　ただ、ここに一つだけ問題があります。それは「そんなもん考える時間ねーよ」ということです。却下であります。無む謀ぼうな試みでした。だいたいなんの前触れもなく私が、「今日きようも俺おれ様のあとがきの時間がやってきたＺＥ！」なーんてことを言い出したら、読者の皆様にトチ狂ったと思われかねませんからね（その前に担当氏に心配されそうです）。




　さて、本書「BITTER×SWEET BLOOD」はタイトルから連想する通りのお話だと思います。ビター四割、スイート六割、といった具合です（なんだそりゃ）。主人公は女の子。恋愛小説、青春小説を書くつもりで本作の執筆に臨みました（他ほかにもいろんな要素がありますけど）。

　私はよく作品を色でたとえたりするのですが、今回は「透明な赤」に「黒っぽい灰色」を混ぜたような色だと思ってます。いや、混ぜちゃダメですね。二つの側面があるって感じでしょうか。うーん、我われながら意味不明です。




　本書を出版するにあたり、担当の三み木きさんには大変お世話になりました。本作の着想につきましては、いつも以上に多大な助言を頂きました。今回は非常に難なん航こうしましたが、迷った分、結果的によくなったのではないか、と自負しております（鼻で笑ってやってください）。

　イラストレーターのChiyokoさん、大変お疲れ様でした。ビジュアルの映える作品であろうとは思っていましたが、私の想像以上に世界観とキャラクターが的てき確かくに、魅み力りよく的てきに表現されていることに驚きよう嘆たんいたしました。いや、驚嘆というより悶もん絶ぜつ？（鼻で笑ってやってください）。

　また、本書の制作の過程に携わった皆様、この場を借りてお礼を申し上げます。




　最後に本書を手にとってくださった読者の皆様に感かん謝しやを。

　ありがとうございました。





二〇〇七年三月　周防ツカサ＠鼻で笑われないことを祈りながら
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周す防おうツカサ

第５回電撃ｈｐ短編小説賞《大賞》受賞。長崎県出身。最近はトラッドなものを嗜好する傾向にあるが、特定の趣味においてはかなりミーハーになり、スタイリッシュなものを好んだりもする。稀にベタなものを望むことも。たぶん雑食。
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Chiyoko

１９ＸＸ年５月生まれ。マイペースで絵を描いてます。特技は暗闇で黒猫を見つける事。黒髪、メガネ、ツンデレが弱点。最近はガマグチ収集がとまりません…。
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